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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
業
種
以
外
は

臨
時
休
業
に
入
る

政
府
は
４
月
７
日
、
改
正
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

し
た
。
対
象
と
な
っ
た
７
都
府
県
は

緊
急
事
態
措
置
を
発
動
。
住
民
に
対

し
て
は
徹
底
し
た
外
出
自
粛
を
、
事

業
者
に
対
し
て
は
施
設
の
使
用
停
止

及
び
催
物
の
開
催
の
停
止
を
要
請
し

て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
た
と
え
ば
、
三
越

伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
４

月
８
日
か
ら
、
百
貨
店
６
店
舗
と
小

型
店
全
店
を
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
臨
時
休
業
と
し
た
ほ

か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
も
閉
鎖

し
た
。
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
で
も
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
、
イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン

ン
タ
ー
等
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
対

象
と
な
っ
た
７
都
府
県
で
展
開
す
る

合
計
57
施
設
の
専
門
店
に
つ
い
て
、

４
月
８
日
か
ら
臨
時
休
業
に
入
っ
た

（
各
モ
ー
ル
の
総
合
ス
ー
パ
ー
及
び

食
品
ス
ー
パ
ー
は
営
業
を
継
続
）。

営
業
を
継
続
し
て
い
る
の
は
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

な
ど
生
活
必
需
品
を
扱
っ
て
い
る
店

や
、
医
療
施
設
、
交
通
機
関
、
金
融

機
関
、
宿
泊
施
設
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
提
供
す
る
業
種
に
限
ら
れ
て
い

い
ま
や
、
す
べ
て
の
産
業
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
そ
の
防
止
を
目
的
と

し
た
緊
急
事
態
宣
言
等
の
影
響
が
事
業
運
営
や
業
績
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
だ
ろ
う
。
消
費
者
信
用
業
界
に
お

い
て
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
通
勤
を
実
施
し
た
り
、
交
替
制
で
勤
務
し
た
り
と
、
外
出
を
控
え
る
動
き
が
広
が
っ
て
お

り
、
各
社
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
の
営
業
時
間
を
短
縮
す
る
一
方
で
、
顧
客
に
応
対
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
得
る

な
ど
の
告
知
を
行
っ
て
い
る
。
消
費
が
急
激
に
落
ち
込
ん
で
お
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
取
扱
高
の
伸
び
が
鈍
化
す

る
、
あ
る
い
は
減
少
す
る
事
態
も
予
想
さ
れ
る
が
、
か
え
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
加
速
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

消
費
者
金
融
業
界
に
と
っ
て
は
、
順
調
だ
っ
た
新
規
顧
客
の
獲
得
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

所
得
減
、
消
費
減
退
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
耐
性
の
強
い
事
業
構
造

過
去
も
金
融
危
機
や
災
害
に
敏
感
に
反
応
し
て
き
た

消
費
者
信
用
市
場

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
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い
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
解
析
・
分
析
を
行
う
ナ

ウ
キ
ャ
ス
ト
と
Ｊ
Ｃ
Ｂ
が
提
供
し
て

い
る
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｊ
Ｃ
Ｂ
消

費
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
の
国
内
業
種
別
消
費
動

向
デ
ー
タ
だ
ろ
う
。
両
社
が
４
月
15

日
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

３
月
前
半
（
１
～
15
日
）
の
総
合
的

な
売
上
は
前
年
同
期
比
で
７
・
７
％

減
少
し
た
。
後
半
（
16
～
31
日
）
は

さ
ら
に
落
込
み
が
激
し
く
な
り
、

９
・
３
％
減
と
な
っ
た
。

後
半
の
動
き
を
業
種
別
に
見
る

と
、
と
く
に
マ
イ
ナ
ス
が
大
き
か
っ

た
の
は
外
食
（
17
・
９
％
減
）
で
、

こ
れ
に
自
動
車
小
売
業
（
17
・
５
％

減
）
が
続
い
た
。
逆
に
、
Ｅ
Ｃ

（
６
・
１
％
増
）、
電
気
・
ガ
ス
・
熱

供
給
・
水
道
業
（
２
・
４
％
増
）
は

プ
ラ
ス
だ
っ
た
。
参
考
ま
で
に
、
よ

り
細
分
化
し
た
業
種
別
の
動
向
を
図

表
１
に
表
し
た
。

３
月
の
カ
ー
ド
売
上
は

マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
会
社
も

こ
う
し
た
消
費
の
落
込
み
は
、
消

る
（
緊
急
事
態
宣
言
は
４
月
16
日
に

全
国
に
拡
大
さ
れ
た
）。

カ
ー
ド
売
上
デ
ー
タ
か
ら
見
た

３
月
の
消
費
の
落
込
み

経
済
産
業
省
の
商
業
動
態
統
計
に

よ
る
と
、
２
０
２
０
年
２
月
の
小
売

業
の
販
売
額
は
11
兆
２
１
７
０
億
円

と
、
前
年
同
月
比
１
・
６
％
増
加
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
百
貨
店
の
売
上

は
４
０
６
０
億
円
と
、
10
・
５
％
の

減
少
（
既
存
店
ベ
ー
ス
）
を
見
た
。

逆
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
１
兆

３
２
８
億
円
で
、
５
・
３
％
増
と
堅

調
だ
っ
た
。
日
本
政
府
観
光
局
に
よ

る
と
、
２
月
の
訪
日
外
客
数
は
、
前

年
同
月
比
58
・
３
％
減
の
１
０
８
万

５
０
０
０
人
に
落
ち
込
ん
だ
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
へ
の
依
存
度
の
高
い

百
貨
店
の
売
上
が
大
き
く
減
り
、
買

い
占
め
騒
ぎ
の
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
の

売
上
は
堅
調
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
問
題
は
３
月
、
そ
し
て

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
４
月

以
降
の
消
費
の
動
き
だ
ろ
う
。

３
月
の
統
計
が
ま
だ
明
ら
か
で
な

［図表 １］　カードデータをもとにした業種別消費指数

（注）　 3月前半は 1～15日、後半は16 ～31日。カードの売上データをもとに、各業種の前年同期の売上の増減を％で示したもの。
（出典）　ナウキャスト、JCBが提供する「JCB消費NOW」から、両社が 4月15日に公表した「 3月下旬の国内業種別消費動向データ」
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費
者
信
用
の
業
績
に
影
響
を
与
え
ず

に
は
お
か
な
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
取
扱
高
は
ど
う

か
。
経
済
産
業
省
の
特
定
サ
ー
ビ
ス

産
業
動
態
統
計
を
見
る
と
、
２
月
の

カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
取
扱
高
（
販

売
信
用
）
は
前
年
同
月
比
13
・
３
％

増
と
好
調
を
維
持
し
て
い
る
。
た

だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
問
題
は
こ

の
後
の
動
向
だ
。
お
も
だ
っ
た
カ
ー

ド
会
社
に
聞
く
と
、
３
月
の
取
扱
高

が
前
年
同
月
比
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

た
会
社
も
あ
る
。

19
年
10
月
の
消
費
増
税
前
の
駆
込

み
需
要
の
反
動
減
で
、
19
年
10
月
に

伸
び
が
鈍
化
し
た
後
、
次
第
に
成
長

力
を
回
復
。
２
月
は
う
る
う
年
効
果

も
あ
っ
て
、
比
較
的
強
い
増
勢
を
維

持
で
き
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
の
効
果
を
実
感
し

て
い
た
と
こ
ろ
だ
が
、「
政
府
が
推

進
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
施
策
の
効

果
も
す
べ
て
吹
き
飛
ん
だ
」
と
い
う

声
さ
え
聞
こ
え
る
。

「
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
の
消
費

は
堅
調
だ
が
、
い
か
ん
せ
ん
購
入
単

価
が
低
い
。
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
関
係

や
百
貨
店
な
ど
の
高
単
価
の
消
費
の

落
込
み
を
カ
バ
ー
で
き
る
は
ず
も
な

い
」
の
が
現
実
の
よ
う
だ
。
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
売
上
な
ど
は
、「
原

油
価
格
の
低
下
と
需
要
減
退
の
ダ
ブ

ル
パ
ン
チ
」
だ
と
い
う
。

イ
オ
ン
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
の
月
次
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
3
月

は
１
・
7
％
減
に
な
っ
た
。
２
月
の

13
・
１
％
増
か
ら
急
降
下
し
た
。

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
耐
性
は
強
い
が

今
回
は
長
期
的
な
低
迷
も
あ
り
得
る

図
表
２
は
カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

取
扱
高
の
月
次
の
前
年
同
月
比
増
減

率
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、

金
融
危
機
、
自
然
災
害
、
あ
る
い
は

政
府
の
景
気
刺
激
策
な
ど
の
経
済
イ

ベ
ン
ト
に
敏
感
に
反
応
し
、
伸
長
率

が
乱
高
下
し
た
時
も
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
経
済
に
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト

は
、
08
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
の
経
営
破
綻
が
発
端
と
な
っ

た
金
融
危
機
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

に
も
、
カ
ー
ド
売
上
は
一
時
マ
イ
ナ

ス
成
長
に
陥
っ
て
い
る
。
た
だ
、
日

本
に
と
っ
て
は
当
初
は
対
岸
の
火
事

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
08
年
９
月
以

降
も
カ
ー
ド
売
上
は
09
年
１
月
ま
で

は
プ
ラ
ス
を
維
持
。
２
月
な
っ
て
か

ら
11
月
ま
で
、
４
月
を
除
い
て
マ
イ

ナ
ス
を
続
け
た
。
と
は
い
え
、
減
少

率
は
最
大
で
も
２
・
６
％
減
（
７

月
）
で
、
09
年
度
を
通
し
て
も
０
・

４
％
増
と
わ
ず
か
な
が
ら
増
勢
を
保

っ
た
。
図
表
３
を
見
れ
ば
わ
か
る

が
、
さ
ほ
ど
の
落
込
み
で
は
な
い
。

東
日
本
大
震
災
の
時
は
、
即
座
に

影
響
が
現
れ
た
が
、
マ
イ
ナ
ス
に
な

っ
た
の
は
、
11
年
３
～
４
月
の
２
カ

月
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
過
去
の
足
跡

を
見
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ビ

ジ
ネ
ス
の
耐
性
の
強
さ
が
う
か
が
え

る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
地
合
の

強
さ
に
加
え
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
カ

ー
ド
決
済
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、

業
種
ご
と
に
浮
き
沈
み
が
あ
っ
て

も
、
全
体
と
す
れ
ば
影
響
を
カ
バ
ー

で
き
る
か
ら
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
今
回
は
事
業
者
の
収
入

減
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後

は
大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
も
始
ま
る
だ

ろ
う
。
外
出
自
粛
要
請
が
解
か
れ
て

も
、
所
得
の
減
少
は
長
期
的
な
消
費

減
退
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

消
費
者
金
融
会
社
は
ど
う
か
。
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
時
は
、
規
制

強
化
の
影
響
の
ほ
う
が
強
く
表
れ
て

い
た
の
で
、
金
融
危
機
の
影
響
は
読

み
取
れ
な
い
。

一
般
論
で
い
え
ば
、
所
得
が
減
れ

ば
資
金
需
要
は
増
加
す
る
。
だ
が
、

所
得
が
減
れ
ば
、
借
り
控
え
が
起
き

る
可
能
性
も
あ
り
、
ど
ち
ら
に
進
む

か
は
な
か
な
か
見
通
せ
な
い
。
新
規

が
増
え
て
も
、
短
期
的
に
所
得
水
準

が
回
復
し
な
け
れ
ば
、
不
良
債
権
を

増
や
す
結
果
に
な
る
。

あ
る
消
費
者
金
融
会
社
は
、
３
月

の
新
規
獲
得
に
影
響
は
な
か
っ
た

が
、
４
月
の
足
元
は
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
だ
と
い
う
。
増
額
や
支
払
い
に
関

す
る
相
談
も
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

�
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［図表 2］　経済イベントとカードショッピング取扱高の伸長率の変化

［図表 ３］　リーマンショック前後の ３年間の月間取扱高の変化

（注）　経済産業省「特定サービス産業動態統計調査」における、「販売信用業務」取扱高の各月の前年同月比増減率。
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2
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2
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消費増税（ 8→10％）前

の駆込み需要

家電エコポイント
縮小前駆込み需要

消費増税（ 5→ 8％）前

の駆込み需要

リーマンショック

東日本大震災

1 月

3,000,000
（百万円）
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1,000,000
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0
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（注）　経済産業省「特定サービス産業動態統計」におけるクレジットカード業の販売信用業務取扱高。

07年 08年 09年

9 2020―5



2
0
1
9
年
₁₀
月
、
消
費
増
税
と
同
時
に
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
」（
以
下
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
）

が
ス
タ
ー
ト
。
早
く
も
7
カ
月
が
経
過
し
、
残
る
と
こ
ろ
2
カ
月
と
な
っ
た
。
₁₉
年
度
予
算
で
2
7
9
8
億
円
、
₁₉
年
度

補
正
予
算
で
1
4
9
7
億
円
、
₂₀
年
度
予
算
で
2
7
0
3
億
円
を
手
当
て
し
、
総
事
業
費
6
9
9
8
億
円
の
一
大
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
た
が
、
こ
の
事
業
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
市
場
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
を
契
機
に
、
消
費
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
意
識
や
利
用
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
が
行
わ

れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
関
す
る
消
費
者
の
意
識
や
行
動
が
ど
う
変
化
し
た
か

を
読
み
と
っ
て
み
よ
う
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
の
決
済
金
額
の

₆₄
％
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

経
済
産
業
省
は
３
月
６
日
、
衆
議

院
経
済
産
業
委
員
会
で
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
（
以

下
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
）
に
よ
る

還
元
額
が
、「
１
月
初
め
ま
で
で
約

１
６
０
０
億
円
だ
っ
た
。
９
カ
月
の

事
業
期
間
を
通
し
て
見
る
と
、
単
純

に
３
倍
し
て
、
多
少
上
振
れ
れ
ば
５

０
０
０
億
円
程
度
に
な
る
」
と
の
認

識
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

提
供
さ
れ
る
と
な
る
と
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
が
相
当
進
ん
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
実
際
は
ど
う
だ
ろ
う
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
事
務
局
業

務
を
担
っ
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

推
進
協
議
会
の
４
月
11
日
の
発
表
に

よ
る
と
、
19
年
10
月
１
日
か
ら
20
年

２
月
３
日
ま
で
の
対
象
決
済
金
額
は

約
５
・
２
兆
円
で
、
還
元
額
は
約
２

１
４
４
億
円
に
の
ぼ
っ
た
。
決
済
金

額
の
決
済
手
段
別
の
内
訳
を
見
る

と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
約
３
・

３
兆
円
で
全
体
の
約
64
％
を
占
め

た
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
電
子
マ
ネ
ー

等
で
約
１
・
５
兆
円
、
構
成
比
約
29

％
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
は
約
０
・
４

兆
円
で
、
約
７
％
の
シ
ェ
ア
だ
っ

た
。
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こ
の
内
訳
は
２
週
間
に
１
度
発
表

さ
れ
て
い
る
が
、
12
月
２
日
ま
で
の

時
点
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
61

％
、
電
子
マ
ネ
ー
32
％
だ
っ
た
。
つ

ま
り
、
電
子
マ
ネ
ー
が
シ
ェ
ア
を
落

と
し
た
分
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
移
っ
た
形
だ
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
約

７
％
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
取

扱
高
の
推
移
を
見
る
と
、
経
済
産
業

省
の
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動
態
統
計

に
よ
る
と
、
10
月
か
ら
２
月
ま
で
の

前
年
同
月
比
増
減
率
は
、
８
・
６
％

増
、
10
・
４
％
増
、
11
・
３
％
増
、

13
・
０
％
増
、
13
・
3
％
増
と
次
第

に
勢
い
を
増
し
て
い
る
。

消
費
者
の
約
₆
割
が�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
増
や
す

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
市
場
の
拡
大

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者
調
査
か
ら

も
読
み
と
れ
る
。

な
か
で
も
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
が
３
月
26
日

に
公
表
し
た
「︻
２
０
２
０
年
３
月

版
︼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
に
関
す
る
調
査
」
は
、
事

業
前
後
の
比
較
が
で
き
る
こ
と
も
あ

り
興
味
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
対

象
店
舗
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

利
用
し
た
か
ど
う
か
を
聞
い
た
質
問

に
対
し
て
は
、
76
・
４
％
の
人
が
利

用
し
た
と
回
答
。
今
後
利
用
し
た
い

は
16
・
５
％
を
占
め
、「
今
後
も
利

用
し
な
い
」（
７
・
１
％
）
を
大
き

く
上
回
っ
た
。
消
費
者
の
９
割
以
上

が
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
参
加
す
る

可
能
性
が
あ
る
わ
け
だ
。

図
表
１
は
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
開

始
後
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

利
用
頻
度
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
聞

い
た
結
果
。
全
体
（
す
べ
て
の
世

代
）
で
は
22
・
８
％
の
人
が
「
非
常

に
増
え
た
」、
36
・
６
％
が
「
や
や

増
え
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、「
変

わ
ら
な
い
」
の
39
・
５
％
を
上
回
っ

た
。
減
っ
た
（「
や
や
減
っ
た
」
と

［図表 ₁］　キャッシュレス決済の利用頻度の変化

［図表 ₂］　ポイント還元事業終了後のキャッシュレス利用意向

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0.060
代

0.5
38.544.017.0

1.550
代

0.0
41.539.018.0

0.540
代

1.0
42.533.522.5

0.530
代

0.0
39.031.529.0

0.5全
体

0.6
39.536.622.8

非常に増えた

（注）　回答者数は各世代とも200人。全体で1,000人。
（出典）　JCB「【2020年 3 月版】キャッシュレス・ポイント還元事業に関する調査」

やや増えた 変わらない やや減った 非常に減った

0.020
代

1.5
36.03527.5

（％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1.560
代 7.033.058.5

5.050
代 7.536.551.0

4.540
代 7.045.543.0

7.030
代 12.535.545.5

4.3全
体 10.236.948.6

利用すると思う

（注）　回答者数は各世代とも200人。全体で1,000人。
（出典）　JCB「【2020年 3 月版】キャッシュレス・ポイント還元事業に関する調査」

どちらかといえば
利用すると思う

どちらかといえば
利用しなくなると思う

利用しなくなると思う

3.520
代 17.034.045.5

（％）

11 2020-5



「
非
常
に
減
っ
た
」
の
合
計
）
は
１

・
１
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

年
代
別
に
見
る
と
、
20
代
、
30
代

で
「
非
常
に
増
え
た
」
の
比
率
の
高

さ
が
目
に
つ
く
。
逆
に
、
50
代
、
60

代
は
「
非
常
に
増
え
た
」
と
の
回
答

が
10
％
台
後
半
と
低
い
の
だ
が
、
こ

の
世
代
は
む
し
ろ
以
前
か
ら
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
よ
く
使
っ
て
い
る
世

代
と
い
え
る
。

Ｊ
Ｃ
Ｂ
が
２
月
26
日
に
発
表
し
た

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
関
す
る
総

合
調
査
」（
19
年
度
）
に
よ
る
と
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
保
有
率
は
男

性
50
代
が
85
・
７
％
、
男
性
60
代
が

90
・
５
％
、
女
性
50
代
が
90
・
０

％
、
女
性
60
代
が
89
・
２
％
と
大
方

90
％
に
達
し
て
い
る
。
半
面
、
男
性

20
代
は
72
・
８
％
、
女
性
20
代
は
77

・
３
％
と
若
年
層
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
保
有
率
は
低
い
。

す
で
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
保

有
率
が
高
い
世
代
の
、
利
用
頻
度
が

急
に
高
く
な
ら
な
い
の
は
当
然
の
こ

と
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
あ
ま
り
保
有
し
て
い
な
か

っ
た
世
代
で
も
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
に
よ
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

体
験
を
増
や
し
て
い
る
点
に
注
目
す

べ
き
で
、
利
用
す
る
決
済
手
段
が
何

で
あ
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
利
用
者

の
す
そ
野
が
拡
大
し
て
い
る
と
捉
え

た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。

少
額
決
済
分
野
に�
�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
浸
透

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
関
す
る
調

査
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
終
了

後
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
利
用

す
る
か
ど
う
か
を
聞
い
て
い
る
。
全

体
で
は
「
利
用
す
る
と
思
う
」
が
48

・
６
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
利

用
す
る
と
思
う
」
が
36
・
９
％
と
、

合
わ
せ
て
85
・
５
％
の
人
が
継
続
的

に
利
用
す
る
意
向
を
も
っ
て
い
る

（
図
表
２
）。

そ
の
理
由
は
、「
ポ
イ
ン
ト
が
よ

く
た
ま
る
」（
49
・
６
％
）、「
会
計

が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
」（
37
・
２
％
）、

「
少
額
で
も
気
に
せ
ず
使
え
る
」（
37

・
０
％
）
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
こ
と
が
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
最
大
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
前
出
の
総
合
調
査
で
も
、「
ポ

イ
ン
ト
や
マ
イ
ル
が
た
め
や
す
い
か

ら
」
が
、
毎
年
利
用
理
由
の
ト
ッ
プ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

だ
が
、
３
位
に
少
額
で
も
利
用
で
き

る
こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
と
認
識
し
て
い

る
消
費
者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
興
味

深
い
。

こ
の
調
査
は
加
盟
店
の
レ
ジ
担
当

者
の
意
識
の
変
化
も
調
査
し
て
い
る

の
だ
が
、
レ
ジ
担
当
者
（
３
０
０

人
）
に
勤
務
し
て
い
る
場
所
に
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
あ
っ
た
ほ
う
が

い
い
と
思
う
か
を
聞
い
た
結
果
は
、

50
・
３
％
が
「
と
て
も
そ
う
思
う
」、

38
・
３
％
が
「
や
や
思
う
」
と
回
答

し
た
。
そ
の
理
由
は
、「
お
釣
り
の

ミ
ス
が
な
く
な
る
」（
60
・
５
％
）、

「
会
計
の
手
間
が
減
る
」（
53
・
０

％
）、「
会
計
が
早
く
な
る
」（
49
・

２
％
）
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
現

金
支
払
い
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
ど
ち
ら
が
楽
か
を
聞
い
た
結
果

は
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」
が

36
・
３
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」
が
38
・
７

％
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
持
派
が

75
％
に
の
ぼ
っ
た
。
し
か
も
、
レ
ジ

担
当
者
の
８
割
は
金
額
に
関
係
な
く

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
利
用
し
て

ほ
し
い
と
回
答
し
て
い
る
と
い
う
結

果
も
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
支
持
派
の
比
率
は
昨
年
７

月
の
調
査
よ
り
も
５
％
ポ
イ
ン
ト
、

金
額
に
関
係
な
く
派
は
７
・
３
％
増

加
し
て
い
る
と
い
う
。

消
費
者
に
は
以
前
か
ら
、
少
額
の

代
金
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
す
る

こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
受
け
る
と
い

う
名
目
が
で
き
た
こ
と
で
、
少
額
決

済
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
を
た
め
ら
う
気
持
が
薄
ら
い
だ

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
後
払
い

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）
に
対
す
る

抵
抗
感
を
解
消
し
た
よ
う
に
、
固
定

観
念
を
打
ち
破
る
作
用
が
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
に
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
店
の
レ
ジ
担
当
者
も
少
額
で
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も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
当
た
り
前
の

こ
と
と
受
け
止
め
る
よ
う
に
な
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
本
来
の
メ
リ
ッ

ト
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

流
れ
が
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
他
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手
段
に
比
べ
て
単

価
が
高
い
が
、
そ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
取
引
に
お
い
て
も
少
額
決
済
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
デ

ー
タ
が
あ
る
。
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協

会
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
動
態
調
査

で
毎
月
の
信
用
供
与
額
（
取
扱
高
）

の
前
年
同
月
比
の
増
加
率
を
見
る

と
、
11
月
10
・
９
％
増
、
12
月
12
・

２
％
増
、
１
月
13
・
６
％
増
と
順
調

に
増
加
し
て
い
る
の
だ
が
、
契
約
件

数
（
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
件
数
）
は

同
じ
期
間
に
、
19
・
２
％
増
、
18
・

１
％
増
、
22
・
５
％
増
と
倍
近
い
勢

い
で
増
え
て
い
る
の
だ
。
カ
ー
ド
会

社
か
ら
は
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

も
本
格
的
な
少
額
決
済
の
時
代
に
入

っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く

る
。店

舗
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の�

７
割
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

Ｊ
Ｃ
Ｂ
の
調
査
か
ら
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
が
読
み
と
れ
た
が
、
そ
れ
で
は
数

あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
段
の
な
か

［図表 3］　店舗での支払い決済手段内訳
� （％）

金額構成比 件数構成比
キャッシュレス 42.9 34.0
クレジットカード 30.4 14.9
デビットカード 0.1 0.1
電子マネー 6.3 12.3
QUICPay、iD 0.5 1.2
QRコード決済 0.7 1.8
商品券、プリペイドカード 1.3 1.4
口座振替 1.2 0.5
銀行振込 2.2 1.7

現金 57.1 66.0
合計 100.0 100.0

（注）　 1 万4,000件の家計明細データを収集し分析した。
キャッシュレス決済は現金（紙幣、硬貨）以外の決
済手段全般を指し、クレジットカードや電子マネー
のほか、コード決済や口座振替銀行振込も含んでい
る。件数構成比は明細表をウエイトバック集計した
結果の決済件数をもとに算出。

（出典）　日本クレジットカード協会の「キャッシュレス社
会実現に向けた消費実態の客観的把握調査報告書」

［図表 4］　利用しているキャッシュレス決済方法
� （％）

20代 30代 40代 50代 60代
クレジットカード 75.0 80.5 85.3 88.0 96.2
ICカード（Suica等） 51.5 49.8 42.2 50.0 42.3
iD 17.2 14.0 8.1 11.1 6.7
QUICPay 10.3 9.1 5.7 6.0 5.8
PayPay 39.7 46.6 38.4 37.0 25.0
LINE Pay 23.0 16.7 12.8 13.4 4.3
楽天ペイ 19.1 24.4 21.3 22.2 13.5
メルペイ 16.2 11.3 9.5 7.9 3.4
その他 6.9 7.2 11.4 7.4 9.1

（注）　調査人数は1,060人。複数選択可。
（出典）　ゼネラルリサーチ「キャッシュレス決済に関する調

査」

［図表 ５］　おもなキャッシュレス決済の利用状況
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（注）　キャッシュレス決済を普段利用している人を対象に調査。回答数は3,596。
（出典）　ICT総研「2019年11月　消費増税後のキャッシュレス決済利用状況調査」。

消費増税前から利用していた 消費増税を機に利用を始めた
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で
、
何
が
支
持
を
集
め
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
決
済
ブ
ラ
ン
ド
ご
と
の
利

用
率
等
を
た
ず
ね
た
調
査
も
あ
る
の

で
、
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
日
本
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
協
会
が
野
村
総
合

研
究
所
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
実
現
に
向

け
た
消
費
実
態
調
査
」。
調
査
対
象

世
帯
よ
り
家
計
消
費
支
出
明
細
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
分
析
し
た
結
果
で
、

主
眼
は
口
座
振
替
や
銀
行
振
込
を
含

め
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
比
率
を
算
出

し
、
今
後
現
金
払
い
か
ら
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
に
シ
フ
ト
す
る
可
能
性
の
あ

る
市
場
規
模
、
す
な
わ
ち
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
の
成
長
余
地
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
に
あ
り
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
比
率
は
現
在
62
・
２

％
、
現
金
決
済
規
模
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
成
長
余
地
）
は
73
兆
円

と
推
計
し
て
い
る
。

図
表
３
は
調
査
の
な
か
か
ら
、
店

舗
に
お
け
る
支
払
い
の
決
済
手
段
別

の
構
成
比
（
金
額
と
件
数
）
を
抜
粋

し
た
も
の
だ
。
店
舗
の
支
払
い
な
の

で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
42

・
９
％
（
金
額
ベ
ー
ス
）
と
低
い

が
、
そ
の
う
ち
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

が
30
・
４
％
と
約
７
割
を
占
め
て
い

る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
電
子
マ
ネ
ー

だ
が
、
６
・
３
％
に
す
ぎ
な
い
。
話

題
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
０
・
８
％
に
と

ど
ま
る
（
件
数
ベ
ー
ス
で
は
１
・
８

％
に
高
ま
る
）。
調
査
を
実
施
し
た

の
が
19
年
７
月
と
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
開
始
前
に
な
る
が
、
各
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
が
還
元
合
戦
を
演
じ
、
注
目

が
集
ま
っ
て
い
た
時
期
で
は
あ
る
。

そ
れ
で
も
店
舗
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
と
な
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
分
が
あ
る
よ
う
だ
。

若
年
層
に
浸
透
す
る�

�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

だ
が
、
新
し
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
の
台
頭
を
感
じ
さ
せ

る
調
査
結
果
も
あ
る
。
図
表
４
は
ゼ

ネ
ラ
ル
リ
サ
ー
チ
が
１
月
29
日
に
発

表
し
た
「『
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
』

に
関
す
る
意
識
調
査
」（
１
月
16
日

か
ら
18
日
に
１
０
６
０
人
を
対
象
に

行
わ
れ
た
ネ
ッ
ト
調
査
）
の
う
ち
、

ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
方
法
を

利
用
し
て
い
る
か
を
調
べ
た
も
の
。

同
社
は
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決

済
は
年
齢
が
あ
が
る
ほ
ど
利
用
率
は

高
ま
り
、
反
対
に
20
代
の
利
用
率
は

60
代
に
比
べ
て
20
％
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど

下
が
っ
て
い
る
」
点
と
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
に
つ
い
て
は
「
年
代
が
若
く

な
る
に
つ
れ
て
利
用
率
が
上
が
っ
て

い
る
」
こ
と
に
注
目
す
る
。「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
は
ス
マ
ホ
な
ど
の
ア
プ

リ
を
通
し
て
決
済
す
る
こ
と
や
、
若

い
世
代
は
情
報
の
伝
達
が
速
い
傾
向

に
あ
る
た
め
、
ス
マ
ホ
の
操
作
に
抵

抗
の
な
い
世
代
ほ
ど
こ
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
分
析
す
る
。
ス
マ
ホ
に
慣

れ
親
し
ん
だ
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

世
代
に
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
が
抵

抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

図
表
５
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
総
研
が
11
月
28

日
に
公
表
し
た
「
２
０
１
９
年
11
月

　

消
費
増
税
後
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
利
用
状
況
調
査
」
の
う
ち
、
各

決
済
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
消
費
増
税

前
後
の
利
用
状
況
を
聞
い
た
結
果
を

ま
と
め
た
も
の
。
注
目
し
た
い
の

は
、
数
値
が
小
さ
い
の
で
目
立
た
な

い
が
、
一
番
右
に
あ
る
「
消
費
増
税

を
機
に
利
用
を
始
め
た
」
と
い
う
回

答
の
割
合
だ
ろ
う
。
目
を
引
く
の
は

PayPay

（
ペ
イ
ペ
イ
）
が
15
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
楽
天
ペ
イ
が
８

％
、LIN

E Pay

が
６
％
と
上
位
を

占
め
た
点
。
多
く
の
決
済
手
段
が
３

～
４
％
な
の
に
対
し
、
ペ
イ
ペ
イ
の

高
さ
が
目
立
つ
。
同
社
は
ペ
イ
ペ
イ

や
楽
天
ペ
イ
の
新
規
利
用
が
多
か
っ

た
の
は
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
合

わ
せ
て
独
自
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
こ
と
が
奏
功
し

た
と
分
析
す
る
。

９
月
か
ら
は
、
２
４
５
７
億
円
を

投
じ
る
総
務
省
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

事
業
が
始
ま
る
。
た
だ
、
電
子
マ
ネ

ー
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
は
参
加
す
る

が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
参
加
し

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
勢
力
図
に
ど
の
よ
う
な

変
化
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。 
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日本有数の観光地での
キャッシュレス動向

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
半
年

以
上
前
か
ら
企
画
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
多
く
訪
れ
る
観

光
地
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
動
向
を
調
べ

る
た
め
に
、
京
都
を
訪
ね
ま
し
た
。

行
く
前
に
驚
い
た
の
は
、
ホ
テ
ル
の

宿
泊
料
金
が
と
く
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

で
暴
落
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
た
だ
、

私
が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
の
宿
泊
料
金
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
日
、
支
配
人

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
も
と
も
と
日
本
人

と
外
国
人
の
割
合
は
６
対
４
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
落
込
み
の
影
響
が
少
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

あ
て
に
し
て
、
こ
の
３
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ホ
テ
ル
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
ホ
テ

ル
で
見
た
テ
レ
ビ
番
組
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
外
国
人
の
予
約
が
す

べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
だ
れ
も
泊

ま
る
人
が
い
な
い
ま
ま
オ
ー
プ
ン
し
た

よ
う
で
す
。

京
都
市
内
を
散
策
し
て
み
ま
し
た

ら
、
有
名
な
東
寺
、
西
本
願
寺
、
清
水

寺
、
八
坂
神
社
、
二
条
城
な
ど
は
、
外

国
人
観
光
団
は
皆
無
の
状
況
で
し
た
。

観
光
バ
ス
で
埋
ま
っ
て
い
る
は
ず
の
駐

車
場
に
は
、
空
き
の
と
こ
ろ
が
目
立
ち

ま
す
。
嵐
山
の
渡
月
橋
は
、
平
日
と
は

い
え
、
広
告
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
撮
影

で
き
る
く
ら
い
閑
散
と
し
た
状
況
で
し

た
。
二
年
坂
、
三
年
坂
な
ど
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
も
若
い
女
性
、
カ
ッ
プ
ル
し
か

お
ら
ず
、
平
時
の
３
割
く
ら
い
の
人
通

り
だ
そ
う
で
す
。
店
構
え
と
か
棚
を
見

て
も
、
そ
の
店
が
レ
コ
メ
ン
ド
し
て
い

る
の
は
若
者
向
け
の
商
品
が
中
心
で
、

将
来
、
中
高
年
を
呼
び
戻
そ
う
と
し
て

も
、
老
舗
の
名
店
以
外
は
、
客
足
を
回

復
す
る
の
は
か
な
り
力
わ
ざ
を
使
わ
な

い
と
だ
め
な
よ
う
で
す
。
お
店
の
方
に

聞
く
と
、
爆
買
い
が
な
く
な
っ
て
売
上

は
大
幅
減
に
な
っ
て
い
る
そ
う
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
あ
て
に
し
た
商
売
の
や
り

方
を
考
え
直
す
時
期
だ
と
お
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

当
方
は
す
べ
て
の
決
済
方
法
を
試
す

予
定
で
京
都
入
り
し
た
の
で
す
が
、
市

内
を
走
る
タ
ク
シ
ー
な
ど
タ
ッ
チ
決
済

が
使
え
る
端
末
は
付
い
て
い
る
も
の

の
、
ま
だ
運
用
前
で
、
残
念
な
が
ら
Ｉ

Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
し
く
は
電
子

マ
ネ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
助
手

席
の
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
の
と
こ
ろ
に
Ｉ
Ｃ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
差
し
込
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
は
前
進
で
す
。
市

内
の
お
店
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、
こ

れ
も
想
像
に
難
く
な
い
こ
と
で
す
が
、

A
li Pay

、W
eChat Pay

は
ほ
と
ん

ど
の
店
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
２
月
下
旬
か
ら
パ
タ
ッ

と
利
用
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
す
。
少
な
い
と
は
い
え
、
欧
米
の
外

国
人
も
そ
れ
な
り
に
来
て
お
り
、
お
も

な
決
済
手
段
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
、
タ
ッ
チ
決
済
の
端
末
が
ま
だ
少
な

い
状
況
な
の
で
、
京
都
全
体
で
見
て
も

Ｉ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
チ
ッ
プ
＆

ピ
ン
）
決
済
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で

す
。
最
近
は
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
も

タ
ッ
チ
決
済
対
応
の
も
の
が
出
て
き
て

い
る
の
で
、
い
ま
こ
そ
タ
ッ
チ
決
済
を

普
及
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
の
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
買
い
物
客
、
店
員
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
高
い
で
す
か
ら
。
ち
な
み

に
、
交
通
系
電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
す
る

人
は
、
ほ
と
ん
ど
若
年
層
に
限
ら
れ
、

中
高
年
は
と
い
う
と
、
や
は
り
現
金
中

心
だ
そ
う
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
す
で
に
医
療
崩
壊

が
起
き
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
ま
だ

自
粛
が
中
心
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
い
つ
ま
で
も
自
粛
を
続
け
る
の
に

は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
の
対
策
は

明
ら
か
に
経
済
活
動
を
犠
牲
に
し
て
い

ま
す
が
、
補
償
が
な
い
た
め
、
事
業
者

の
悲
鳴
は
限
界
点
を
超
え
、
崩
壊
寸
前

で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
文
献
を
読
む
限
り
、
こ

の
ウ
イ
ル
ス
と
は
長
い
お
つ
き
合
い
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
で
す
。
世

界
中
の
人
の
６
割
く
ら
い
の
人
が
抗
体

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
初
め
て
戦
時

か
ら
平
常
時
戻
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

に
は
２
、
３
年
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

簡
単
に
で
き
る
抗
体
検
査
を
な
ぜ
実

施
し
な
い
の
か
不
思
議
で
す
。
抗
体
の

あ
る
人
は
、
ガ
ン
ガ
ン
働
く
こ
と
が
で

き
ま
す
か
ら
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
経
済
的
に
は
未
曾
有
の
ダ
メ
ー
ジ

を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。
す
で
に
元
に

戻
る
こ
と
は
無
理
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か

ら
、
働
き
方
改
革
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
根
底
か
ら
変
え
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。 
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日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
は
、
四
半
期
ご
と
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
44
社
の
不
正
利
用
被
害
額
を
集
計
し
て
い
る

が
、
３
月
31
日
に
２
０
１
９
年
第
４
四
半
期
（
10
～
12
月
分
）
の
集
計
値
を
公
表
し
た
こ
と
で
、
19
年
（
暦
年
）
の
年
間

被
害
額
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
19
年
の
被
害
額
は
前
年
比
16
・
３
％
増
加
し
、
２
７
３
億
８
０
０
０
万
円
に
達
し
た
。
こ

の
う
ち
約
２
２
３
億
円
が
番
号
盗
用
に
よ
る
被
害
だ
が
、
そ
の
構
成
比
は
初
め
て
80
％
を
超
え
た
。

非
対
面
取
引
の 

不
正
利
用
が
急
拡
大

日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
は
14
年
に

集
計
方
法
を
見
直
し
、「
偽
造
カ
ー

ド
」
以
外
の
不
正
利
用
を
「
そ
の

他
」
と
し
て
い
た
も
の
を
、「
番
号

盗
用
」
と
「
そ
の
他
」
に
分
け
て
集

計
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
番
号
盗
用

は
、
不
正
に
取
得
し
た
カ
ー
ド
番
号

等
を
用
い
て
カ
ー
ド
会
員
本
人
に
な

り
す
ま
し
て
決
済
し
た
取
引
を
意
味

し
、
非
対
面
取
引
の
不
正
利
用
に
該

当
す
る
も
の
だ
。
新
し
い
区
分
の

「
そ
の
他
」
は
偽
造
カ
ー
ド
と
番
号

盗
用
以
外
の
不
正
利
用
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
た
と
え
ば
紛
失
し
た
カ

ー
ド
、
盗
難
さ
れ
た
カ
ー
ド
の
不
正

利
用
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

こ
の
集
計
方
法
の
見
直
し
は
、
不

正
利
用
の
手
口
の
変
化
を
踏
ま
え
た

も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
そ
の
傾

向
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
お
り
、
し

か
も
不
正
利
用
被
害
額
が
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
取
引
額
を
は
る
か
に
上
回

る
ス
ピ
ー
ド
で
増
大
す
る
元
凶
に
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
非
対
面
加
盟

店
か
ら
流
出
し
た
カ
ー
ド
情
報
を
不

正
に
利
用
し
た
ネ
ッ
ト
上
で
の
な
り

す
ま
し
の
急
増
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
取
引
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
協
議
会
が
発
足

し
、
16
年
か
ら
毎
年
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
実
行
計
画
を
策
定
し
て
き

た
。
加
え
て
割
賦
販
売
法
が
改
正
さ

れ
、
加
盟
店
に
も
カ
ー
ド
情
報
の
適

切
管
理
義
務
な
ど
が
課
せ
ら
れ
た
わ

け
だ
が
、
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
の

集
計
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
残
念
な
が
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ら
不
正
利
用
が
抑
え
き
れ
て
い
な
い

現
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

番
号
盗
用
事
案
の
比
率
は 

19
年
に
80
％
を
超
え
る

図
表
１
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

不
正
利
用
額
の
推
移
を
ま
と
め
た
も

の
だ
が
、
19
年
の
不
正
利
用
被
害
は

２
７
３
億
８
０
０
０
万
円
に
達
し

た
。５

年
前
の
14
年
（
１
１
４
億
５
０

０
０
万
円
）
に
比
べ
る
と
、
２
・
４

倍
の
水
準
で
あ
る
。

こ
の
被
害
額
は
44
社
な
い
し
45
社

の
不
正
利
用
被
害
の
集
計
値
な
の
で

す
べ
て
の
不
正
利
用
を
合
算
し
た
も

の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
市
場
全
体
を
網

羅
し
て
い
る
日
本
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
統

計
の
数
値
（
15
年
か
ら
現
在
の
集
計

方
法
に
変
更
）
と
比
べ
る
の
は
必
ず

し
も
適
切
で
は
な
く
、
正
確
な
不
正

利
用
率
と
は
い
え
な
い
が
、
15
年
の

カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
取
扱
高
（
49

兆
８
３
４
１
億
円
）
に
占
め
る
不
正

利
用
額
の
比
率
は
０
・
０
２
４
％
だ

っ
た
が
、
19
年
は
０
・
０
３
７
％
に

上
昇
し
て
い
る
（
19
年
の
カ
ー
ド
取

扱
高
は
73
兆
４
３
１
１
億
円
）。

不
正
利
用
が
カ
ー
ド
売
上
の
増
加

を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
拡
大
し
て
い

る
わ
け
だ
が
、
そ
の
主
要
因
は
番
号

盗
用
の
急
拡
大
に
あ
る
。
14
年
に
は

67
億
３
０
０
０
万
円
だ
っ
た
番
号
盗

用
被
害
額
は
、
19
年
に
は
３
・
３
倍

の
２
２
２
億
９
０
０
０
万
円
に
達
し

た
。
不
正
利
用
全
体
に
占
め
る
比
率

は
58
・
８
％
か
ら
81
・
４
％
に
上

昇
。
初
め
て
80
％
台
に
乗
っ
た
。

偽
造
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
19
年

は
17
・
８
億
円
と
、
14
年
に
比
べ
８

・
７
％
減
少
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、

16
年
、
17
年
は
30
億
円
台
に
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
着
実
に
抑
止
で

き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

偽
造
カ
ー
ド
に
よ
る
不
正
利
用
に

対
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
対
応
と
い

う
、
確
固
た
る
対
策
が
あ
る
。
日
本

ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
が
２
月
28
日
に
発

表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
調
査
対

象
会
社
の
総
発
行
枚
数
に
占
め
る
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
の
比
率
は
20
年
３
月
末
時

点
で
は
99
・
５
％
に
達
す
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
、
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
化
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。

一
方
、
加
盟
店
サ
イ
ド
は
ど
う
か

と
い
う
と
、
本
誌
20
年
４
月
号
で
対

面
加
盟
店
の
非
保
持
化
が
進
展
し
て

い
る
状
況
を
紹
介
し
た
が
、
非
保
持

化
と
同
時
に
Ｉ
Ｃ
対
応
端
末
の
導
入

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

加
盟
店
側
の
対
応
も
着
実
に
進
展
し

て
い
る
。

［図表 1］　クレジットカードの不正利用被害額の推移� （単位：億円、％）

西暦（暦年） 不正利用
被害額

内訳
偽造カード被害額 番号盗用被害額 その他不正利用被害額

被害額 構成比 被害額 構成比 被害額 構成比
2014 114.5 19.5 （� －） 17.0 67.3 （� －） 58.8 27.7 （� －） 24.2
15 120.9 23.1 （� 18.5） 19.1 72.2 （� 7.3） 59.7 25.6 （� △�7.6） 21.2
16 142.0 30.6 （� 32.5） 21.6 88.9 （� 23.1） 62.6 22.5 （� △�12.1） 15.8
17 236.4 31.7 （� 3.6） 13.4 176.7 （� 98.8） 74.8 28.0 （� 24.4） 11.8
18 235.4 16.0 （� △�49.5） 6.8 187.6 （� 6.2） 79.7 31.8 （� 13.6） 13.5
19 273.8 17.8 （� 11.3） 6.5 222.9 （� 18.8） 81.4 33.1 （� 4.1） 12.1

（注）�　①カッコ内は前年比増減率。国際ブランドを発行しているクレジットカード会社（銀行系カード会社、信販会社、流通系カード会社、中小小売商
団体等44社（14～17年は45社）の集計値。②銀行系カード会社のFC・BCは国内ブランド会社単位、日専連・日商連の単会は連盟単位。③14年に番
号盗用被害額の調査を開始したほか、調査対象会社数を 4社追加したことから13年以前の調査結果は省略した。

（出典）　日本クレジット協会の「クレジットカード不正利用被害実態調査」のデータをもとに編集部作成

［図表 2］　カード情報漏洩事案の件数の推移
� （単位：件）

西暦（暦年） 2016 17 18 19
（ 9 月現在）

漏洩事案件数 13 11 13 22

うち偽の決済画面に
よる漏洩事案の件数 0 0 8 13

漏洩カード番号数 626,871 813,492 294,012 243,423

（注）　クレジット取引セキュリティ対策協議会事務局調べ。
（出典）�　「クレジットカード取引等におけるセキュリティ対策の現状と2020年以

降の取組について～実行計画後の取組（ポスト�2020）」
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19
年
上
期
の
漏
洩
件
数
は 

18
年
年
間
実
績
を
上
回
る

こ
れ
に
対
し
て
、
ま
だ
ま
だ
課
題

が
多
い
の
が
、
番
号
盗
用
に
よ
る
不

正
利
用
で
あ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
実
行
計
画
が
初
め
て
策
定
さ
れ

た
の
は
16
年
３
月
だ
が
、
番
号
盗
用

不
正
利
用
被
害
額
は
16
年
に
88
億
９

０
０
０
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、
17
年

に
は
１
７
６
億
７
０
０
０
万
円
に
拡

大
。
前
年
比
98
・
８
％
増
と
、
一
気

に
倍
増
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の

後
も
、
18
年
に
は
６
・
２
％
増
と
急

に
失
速
し
、
鎮
圧
で
き
た
か
に
見
え

た
が
、
19
年
に
は
18
・
８
％
増
と
再

び
増
勢
に
転
じ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
図
表
２
に
あ
る

よ
う
に
、
カ
ー
ド
情
報
の
漏
洩
事
案

が
引
き
続
き
発
生
し
て
い
る
現
実
が

あ
る
よ
う
だ
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
協
議
会
が
３
月
24
日
に
公
表
し

た
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
取
引
等
に

お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
現
状

と
２
０
２
０
年
度
以
降
の
取
組
に
つ

い
て
～
実
行
計
画
後
の
取
組
（
ポ
ス

ト
２
０
２
０
）」は
、「
カ
ー
ド
情
報
の

漏
え
い
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｅ
Ｃ

加
盟
店
か
ら
の
漏
え
い
で
あ
る
」
と

指
摘
し
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
店
か
ら
対
外
公

表
さ
れ
た
漏
洩
事
案
に
つ
い
て
調
査

結
果
を
掲
載
し
て
い
る
（
図
表
２
）。

こ
れ
を
見
る
と
明
ら
か
な
よ
う

に
、
毎
年
十
数
件
の
漏
洩
事
案
が
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
発
生
し
て
い
る
。
と

く
に
19
年
は
９
月
ま
で
の
半
年
間
の

実
績
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
を
超

え
る
漏
洩
事
案
が
生
じ
て
い
る
。
漏

洩
件
数
が
上
振
れ
し
て
い
る
の
は
不

気
味
で
あ
る
。

実
行
計
画
と
そ
の
後
継
プ
ラ
ン
で

あ
る「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン【
１
・
０
版
】」

は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
店
か
ら
の
カ
ー
ド
情

報
漏
洩
対
策
と
し
て
、
カ
ー
ド
番
号

等
の
非
保
持
化
を
求
め
て
き
た
。
加

盟
店
が
カ
ー
ド
情
報
を
保
有
し
な
け

れ
ば
、
漏
洩
も
起
こ
り
得
な
い
と
い

う
ロ
ジ
ッ
ク
で
対
策
を
講
じ
て
き
た

わ
け
だ
が
、
漏
洩
事
案
の
増
加
は
、

従
来
の
対
策
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
だ
。

偽
の
決
済
画
面
に
誘
導
し 

カ
ー
ド
番
号
を
入
力
さ
せ
る

実
は
、
ポ
ス
ト
２
０
２
０
も
、
漏

洩
事
案
に
新
し
い
手
口
が
目
立
っ
て

い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
特

定
が
容
易
で
あ
っ
た
り
、
簡
易
な
ロ

グ
イ
ン
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
た
り

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
管
理
画
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
制
御
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
な
い
な
ど
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

開
発
・
運
用
段
階
で
の
設
定
の
不
備

や
委
託
先
の
事
業
者
が
提
供
す
る
決

済
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
カ
ー
ト
機
能
等
）
の
脆
弱
性
等
を

狙
っ
て
カ
ー
ド
会
員
を
偽
の
決
済
画

面
に
誘
導
し
、
当
該
偽
画
面
に
入
力

さ
れ
た
カ
ー
ド
情
報
等
を
窃
取
す
る

と
い
う
手
口
」（
８
ペ
ー
ジ
）
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

図
表
２
に
は
「
偽
の
決
済
画
面
に

よ
る
漏
洩
事
案
」
の
内
訳
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
こ
の
手
口
で

あ
る
。
Ｅ
Ｃ
加
盟
店
の
サ
ー
バ
ー
か

ら
カ
ー
ド
情
報
を
窃
取
で
き
な
く
な

っ
た
の
で
、
消
費
者
を
偽
の
決
済
画

面
に
誘
導
し
、
カ
ー
ド
番
号
等
を
入

力
さ
せ
る
手
口
だ
。
カ
ー
ド
番
号
等

を
入
力
す
る
と
エ
ラ
ー
表
示
が
現

れ
、
消
費
者
を
真
正
の
決
済
画
面
に

戻
し
、
そ
こ
で
正
規
の
手
続
を
さ
せ

る
の
で
、
不
正
が
発
覚
に
し
に
く
い

と
い
う
。

消
費
者
一
人
ひ
と
り
に
入
力
さ
せ

る
の
で
、
カ
ー
ド
情
報
を
窃
取
す
る

手
口
と
し
て
は
効
率
が
悪
く
、
そ
れ

が
漏
洩
カ
ー
ド
番
号
数
の
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
加
盟

店
へ
の
啓
発
を
地
道
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ポ
ス
ト
２
０
２
０
も
「
関
係
事
業

者
に
加
え
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
専
門

機
関
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
や
漏

え
い
手
口
及
び
対
応
策
に
関
す
る
情

報
収
集
を
行
い
、
関
係
事
業
者
が
取

組
む
べ
き
対
策
を
検
証
し 

、
対
策

が
必
要
な
関
係
事
業
者
に
対
し
て
迅

速
か
つ 

的
確
な
情
報
提
供
を
行
い
、

対
応
を
促
し
て
い
く
」
必
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。 
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自
己
破
産
・
民
事
再
生
件
数
の
伸
び
は
鈍
化
傾
向
を
見
せ
る

銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
問
題
で
一
時
増
加
す
る
も
、

増
加
基
調
に
は
転
じ
ず

ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト

２
０
１
０
年
、
６
月
に
貸
金
業
法
が
完
全
施
行
さ
れ
、
12
月
に
は
割
賦
販
売
法
に
支
払
可
能
見
込
額
調
査
義
務
が
導
入

さ
れ
、
消
費
者
信
用
業
界
に
対
す
る
与
信
規
制
は
厳
格
化
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
利
息
返
還
請
求
に
よ
る
元
本
毀
損
分
の

償
却
負
担
は
増
大
し
た
も
の
の
、
債
権
の
良
質
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
返
済
不
能
に
よ
る
貸
倒
れ
自
体
は
大
き
く
減
少

し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
負
担
は
大
き
く
低
減
し
た
。
だ
が
、
大
手
信
販
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
は
17
年
度
、
18
年
度
と

増
加
。
上
振
れ
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
な
く
は
な
い
。
だ
が
、
か
つ
て
は
与
信
残
高
が
増
え
れ
ば
当
然

の
よ
う
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
い
っ
た
も
の
だ
が
、
与
信
規
制
も
あ
っ
て
、
信
用
リ
ス
ク
を
適
切
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
は
こ
の
先
、
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
手
信
販
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
が

２
年
連
続
で
大
幅
に
増
加
し
た
が
…

大
手
上
場
信
販
会
社
３
社
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
（
オ
リ
コ
、
ア
プ
ラ

ス
Ｆ
は
連
結
、
ジ
ャ
ッ
ク
ス
は
単

体
）
は
17
年
度
、
６
９
７
億
円
と
、

前
年
度
比
25
・
１
％
増
加
し
た
。
続

く
18
年
度
は
、
８
３
６
億
円
と
、
19

・
９
％
増
に
。
２
年
連
続
し
て
大
幅

な
増
加
を
見
せ
た
。

も
っ
と
も
、
３
社
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

コ
ス
ト
の
計
上
方
法
は
異
な
っ
て
お

り
、
オ
リ
コ
と
ア
プ
ラ
ス
Ｆ
は
貸
倒

引
当
金
繰
入
額
を
、
ジ
ャ
ッ
ク
ス
は

貸
倒
償
却
額
と
同
引
当
金
の
増
減
額

の
合
算
額
を
計
上
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
手
信
販
の
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
は
各
社
各
様
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
３
社
の
合
計
値
で
全
体
の
傾
向

を
正
し
く
把
握
で
き
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

コ
ス
ト
が
急
に
跳
ね
上
が
っ
た
の
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
19
年
度
第
３
四
半
期
は
、

３
社
合
計
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
は

６
３
６
億
円
と
、
増
加
率
は
４
・
３

％
に
と
ど
ま
り
、
落
着
き
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
。

で
は
、
大
手
消
費
者
金
融
会
社
は

ど
う
か
と
い
う
と
、
大
手
３
社
の
18

年
度
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
（
単
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体
）
は
１
４
３
８
億
４
９
０
０
万
円

と
、
前
年
度
比
１
・
５
％
増
と
安
定

し
て
い
る
。
だ
が
、
16
年
度
は
14
・

2
％
増
、
17
年
度
は
７
・
４
％
増
と

要
因
を
、
各
社
は
業
容
の
拡
大
に
伴

う
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
が

多
い
。
確
か
に
、
消
費
者
信
用
業
界

は
こ
こ
数
年
、
取
扱
高
や
貸
付
残
高

を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
。
貸
倒
率
が

一
定
で
も
、
ア
セ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
増
え
れ
ば
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト

が
増
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

だ
が
、
大
手
信
販
３
社
の
取
扱
高

（
ジ
ャ
ッ
ク
ス
の
み
単
体
。
他
２
社

は
連
結
）
の
伸
び
は
、
17
年
度
は
７

・
８
％
増
、
18
年
度
は
９
・
５
％

増
。
確
か
に
業
容
は
順
調
に
拡
大
し

て
い
る
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
は

そ
れ
を
上
回
る
勢
い
で
拡
大
し
て
い

た
と
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
業
容
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

コ
ス
ト
が
常
に
同
じ
動
き
を
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
与
信
か
ら
貸
倒
れ
が

発
生
し
、
貸
倒
償
却
に
至
る
ま
で
に

は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
。
債
務
者
に

よ
っ
て
短
期
の
償
却
に
至
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
返
済
計
画
を
立
て
て
か
ら

長
期
間
に
わ
た
っ
て
返
済
し
た
後

に
、
最
終
的
に
返
済
不
能
に
至
る
場

合
も
あ
る
。
取
扱
高
の
増
減
期
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
の
そ
れ
に
は
ず
れ

が
生
じ
、
パ
ラ
レ
ル
に
動
か
な
い
ほ

う
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
の

増
減
を
左
右
す
る
要
素
は
業
容
だ
け

で
は
な
い
。
そ
の
時
々
の
回
収
方
針

や
財
務
状
況
も
変
数
と
な
り
得
る
。

い
ま
は
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

会
計
監
査
が
厳
格
に
行
わ
れ
る
の

で
、
収
支
を
見
な
が
ら
恣
意
的
に
償

却
額
を
増
や
し
た
り
減
ら
し
た
り
す

る
余
地
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
は
ず

だ
が
、
皆
無
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

こ
う
し
た
変
数
の
多
さ
が
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
の
動
向
を
占
う
の
を

難
し
く
し
て
い
る
。
企
業
経
営
に
と

っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
要
素
だ
け
に
、

十
分
な
開
示
が
行
わ
れ
な
い
、
ブ
ラ

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
た
ま
ま
の
領
域

で
も
あ
る
。

本
稿
の
注
釈
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
は
、
消
費
者
信
用
業
界
の
開
示
ル

ー
ル
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
開
示
項

目
の
変
更
が
突
然
行
わ
れ
た
り
す
る

た
め
だ
が
、
同
一
基
準
で
時
系
列
に

デ
ー
タ
を
追
え
な
い
こ
と
も
、
ク
レ

上
振
れ
し
て
い
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
の

変
動
要
因
は
さ
ま
ざ
ま

ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
が
増
加
す
る

［図表 1］　銀行・信金、貸金業の貸付残高と自己破産の推移

（注）�　自己破産は各年度の自然人の新受件数（最高裁発表の各月の速報値の集計）。銀行・信金は日銀統計のカード
ローン等残高の各年度末残高。貸金業は金融庁の貸金業関係資料集における、消費者向け無担保貸付けの各年
度末の数値。
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全
施
行
さ
れ
て
か
ら
も
減
少
あ
る
い

は
横
ば
い
を
続
け
て
い
た
。
だ
が
、

13
年
度
末
に
は
16
・
０
％
増
、
14
年

度
末
は
12
・
４
％
増
、
15
年
度
末
は

11
・
１
％
増
と
２
桁
の
伸
長
率
を
見

せ
た
。

銀
行
が
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
推
進
に

舵
を
切
っ
た
13
年
度
は
、
日
銀
が
２

年
程
度
で
２
％
イ
ン
フ
レ
を
達
成
す

る
と
目
標
を
掲
げ
、
異
次
元
緩
和
に

乗
り
出
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
。
個
人

向
け
融
資
で
収
益
を
上
げ
る
し
か
な

い
状
況
に
銀
行
は
追
い
込
ま
れ
、
カ

ー
ド
ロ
ー
ン
推
進
の
ア
ク
セ
ル
を
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
自
己

破
産
件
数
が
反
転
す
る
。
13
年
度
の

前
年
度
比
増
減
率
は
11
・
６
％
減
、

14
年
度
は
７
・
３
％
減
と
減
少
が
続

い
て
い
た
が
、
15
年
度
は
１
・
３
％

減
、
16
年
度
は
１
・
５
％
増
と
横
ば

い
状
態
に
な
り
、
17
年
度
に
は
６
・

２
％
増
、
18
年
度
に
は
７
・
４
％
増

へ
と
一
気
に
増
加
に
転
じ
た
。

自
己
破
産
は
03
年
度
の
23
万
９
４

５
１
件
を
ピ
ー
ク
に
、
15
年
度
の
６

万
４
１
６
５
件
ま
で
減
少
を
続
け

た
。
そ
れ
は
大
手
消
費
者
金
融
会
社

の
残
高
が
減
少
に
転
じ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
と
重
な
る
の
だ
が
、
自
己
破
産
が

７
割
強
減
っ
た
の
は
、
06
年
１
月
の

最
高
裁
判
決
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に

過
払
金
返
還
が
無
条
件
で
認
め
ら
れ

た
こ
と
で
、
多
重
債
務
者
の
救
済
手

段
が
自
己
破
産
か
ら
過
払
金
請
求
に

シ
フ
ト
し
た
た
め
で
も
あ
る
。
16
年

度
に
増
加
に
転
じ
た
の
は
、
銀
行
に

対
す
る
債
務
で
は
、
過
払
金
は
発
生

せ
ず
、
自
己
破
産
と
い
う
救
済
措
置

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う

事
情
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

自
己
破
産
と
個
人
再
生
は

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
か

で
は
、
消
費
者
信
用
業
界
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
に
影
響
す
る
自
己
破

産
は
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
。
図
表
１
は
銀
行
と

信
金
の
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
債
権
残
高
と

貸
金
業
の
消
費
者
向
け
無
担
保
残
高

を
合
算
し
た
残
高
と
自
己
破
産
件
数

の
推
移
を
た
ど
っ
た
も
の
だ
。
こ
う

し
て
見
る
と
、
小
口
・
無
担
保
の
消

費
者
ロ
ー
ン
市
場
の
規
模
と
自
己
破

産
は
パ
ラ
レ
ル
に
変
動
し
て
き
た
よ

う
に
見
え
る
。
18
年
度
は
銀
行
・
信

金
の
残
高
は
１
・
８
％
減
少
し
た

が
、
貸
金
業
は
２
・
９
％
増
加
し
て

お
り
、
全
体
で
は
０
・
１
％
増
加
し

て
い
る
。
自
己
破
産
は
７
・
４
％
増

加
し
て
い
る
。

19
年
度
の
数
値
は
ま
だ
公
表
さ
れ

て
い
な
い
の
で
不
明
だ
が
、
自
己
破

産
は
19
年
４
月
～
20
年
２
月
の
11
カ

月
で
６
万
６
３
７
４
件
と
、
前
年
同

期
比
１
・
７
％
減
少
し
て
い
る
。
銀

行
・
信
金
の
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
残
高
は

19
年
12
月
時
点
で
６
兆
４
３
１
億
円

と
、
前
年
同
期
比
４
・
３
％
減
少
し

て
い
る
の
で
、
自
己
破
産
も
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
し
た
可
能
性
が
高
い
。

た
だ
、
日
弁
連
は
こ
の
数
年
間
、

自
己
破
産
件
数
だ
け
で
な
く
、
個
人

再
生
事
件
の
動
向
に
も
目
を
向
け
る

べ
き
だ
と
主
張
し
て
き
た
。
そ
こ

で
、
図
表
２
の
個
人
破
産
と
個
人
再

生
の
推
移
（
３
月
の
速
報
値
が
集
計

中
の
た
め
暦
年
ベ
ー
ス
で
集
計
）
を

見
る
と
、
個
人
再
生
は
15
年
か
ら
18

ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
の
動
向
を
見
え
に
く

く
し
て
い
る
。

銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
の
拡
大
で

自
己
破
産
が
増
加

た
だ
、
中
長
期
的
に
見
れ
ば
、
営

業
資
産
残
高
が
増
え
れ
ば
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
傾
向
が
あ

る
の
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

と
く
に
今
回
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス

ト
の
上
昇
は
、
銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

残
高
の
増
加
と
そ
れ
に
伴
っ
て
増
え

た
と
い
わ
れ
る
個
人
破
産
の
動
き
と

平
仄
が
合
っ
て
い
た
。

銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
残
高
（
全
国

銀
行
ベ
ー
ス
）
は
、
貸
金
業
法
が
完

［図表 2］　自己破産と個人再生の推移

暦年 自己破産 個人再生
12 82,667 （ △17.8 ） 10,021 （ △29.7 ）
13 72,048 （ △12.8 ） 8,372 （ △16.5 ）
14 65,189 （ △9.5 ） 7,667 （ △8.4 ）
15 63,844（ △2.1） 8,476（ 10.6）
16 64,637 （ 1.2 ） 9,602 （ 13.3 ）
17 68,791 （ 6.4 ） 11,284 （ 17.5 ）
18 73,084 （ 6.2 ） 13,210 （ 17.1 ）
19 73,095 （ 0.0 ） 13,594 （ 2.9 ）

（出典�）　最高裁判所司法統計。自己破産は自己破産事件（地方
裁判所）の新受件数（自然人）、個人再生は個人再生事件
（地方裁判所）の新受件数（小規模個人再生事件・給与所
得者等再生事件の合算）の月次速報値。
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年
ま
で
４
年
連
続
で
10
％
台
の
伸
長

率
で
増
加
し
続
け
て
き
た
こ
と
が
わ

か
る
。
自
己
破
産
に
至
る
ほ
ど
重
度

で
は
な
い
も
の
の
、
返
済
に
窮
す
る

多
重
債
務
者
が
増
加
し
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

だ
が
、
19
年
に
は
個
人
破
産
は
ほ

ぼ
横
ば
い
、
個
人
再
生
は
２
・
９
％

増
と
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
。
全
銀

協
が
17
年
に
申
し
合
わ
せ
を
行
い
、

銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
批
判
に
迅
速
に

対
応
し
た
こ
と
で
、
多
重
債
務
問
題

は
次
第
に
沈
静
化
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

消
費
者
金
融
会
社
の

償
却
率
は
低
位
安
定

た
だ
、
大
手
消
費
者
金
融
会
社
は

新
規
獲
得
が
順
調
で
、
貸
付
残
高
は

増
加
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば

消
費
者
金
融
を
主
因
と
す
る
多
重
債

務
問
題
が
再
燃
す
る
お
そ
れ
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
図
表
３
に
消
費
者
金
融

会
社
大
手
３
社
の
無
担
保
貸
付
け
の

合
計
残
高
と
各
社
の
貸
倒
償
却
率
の

推
移
を
ま
と
め
て
み
た
。
利
息
返
還

に
伴
う
元
本
相
殺
分
の
会
計
処
理
が

異
な
り
、
各
社
の
率
の
算
出
方
法
も

異
な
る
の
で
、
各
社
の
率
を
比
べ
る

の
に
は
適
し
て
い
な
い
が
、
貸
倒
償

却
率
は
残
高
の
動
き
よ
り
も
数
年
遅

行
す
る
形
で
同
じ
よ
う
な
山
や
谷
を

形
成
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

10
年
前
後
の
大
き
な
山
は
、
貸
金

業
規
制
の
強
化
や
最
高
裁
判
決
が
も

た
ら
し
た
異
常
値
と
も
い
え
る
が
、

足
元
で
は
落
着
き
を
取
り
戻
し
、
低

位
安
定
し
て
い
る
。
こ
の
水
準
が
３

～
４
年
後
も
あ
る
程
度
維
持
で
き
て

い
れ
ば
、
業
容
を
拡
大
し
つ
つ
も
、

債
権
内
容
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
外
出
自
粛
な

ど
の
対
策
が
、
経
済
を
シ
ュ
リ
ン
ク

さ
せ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、

所
得
減
に
よ
っ
て
返
済
不
能
に
陥
る

債
務
者
は
相
当
数
出
て
く
る
は
ず

だ
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ス
ト
の
先
行
き

は
、
き
わ
め
て
見
通
し
に
く
く
な
っ

て
い
る
。

�

［図表 ３］　大手消費者金融会社の残高と貸倒償却率の推移

（注）�　残高、貸倒償却率は無担保貸付の数値（各社のIR資料に基づく。本誌 7月号及び 9月号掲載のもの）。アコム、アイフルは利息返
還に伴う元本相殺分を含む。各社の償却率の算出基準は異なるため、償却率の厳密な比較はできない。
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貸
金
業
の
貸
付
契
約
の

媒
介
も
可
能
に

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
の
制
度
創
設

は
、
お
も
に
金
融
商
品
の
販
売
等
に
関

す
る
法
律
（
金
融
商
品
販
売
法
）
の
改

正
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
金

融
商
品
販
売
法
に
仲
介
業
に
関
す
る
規

定
を
盛
り
込
む
と
、「
販
売
法
」
と
い

う
名
称
が
そ
ぐ
わ
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
金
融
商
品
販

売
法
を
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関

す
る
法
律
」（
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
法
）

と
名
称
変
更
す
る
。

金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
法
案
の
３
章
に

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
の
参
入
規
制
や

行
為
規
制
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
11
条
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
の
定

義
規
定
で
、
そ
の
１
項
で
、
金
融
サ
ー

ビ
ス
仲
介
業
は
、「
預
金
等
媒
介
業
務
、

保
険
媒
介
業
務
、
有
価
証
券
等
仲
介
業

務
又
は
貸
金
業
貸
付
媒
介
業
務
の
い
ず

れ
か
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
い
う
」

と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
預
金
等
の
媒
介
に
つ
い
て

は
、
銀
行
代
理
業
者
（
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
も
の
を
含
む
）
以
外
の
者
が
行

う
業
務
と
し
（
11
条
２
項
）、
そ
の
業

務
は
同
項
１
号
で
銀
行
や
信
用
金
庫
、

労
働
金
庫
、
信
用
協
同
組
合
な
ど
の
金

融
機
関
の
た
め
に
行
う
「
預
金
等
の
受

入
れ
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結
の
媒

介
」
で
あ
る
と
す
る
が
、
媒
介
す
る
契

約
に
つ
い
て
は
、
カ
ッ
コ
書
き
で
「
顧

客
に
対
し
高
度
に
専
門
的
な
説
明
を
必

要
と
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る

も
の
を
除
く
」
と
規
定
す
る
。

高
度
に
専
門
的
な
説
明
が
必
要
な
商

品
を
媒
介
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
理
由

の
一
つ
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
に

金
融
庁
が
３
月
６
日
に
通
常
国
会
に
提
出
し
た
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の

利
便
の
向
上
及
び
保
護
を
図
る
た
め
の
金
融
商
品
の
販
売
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
は
、
本
誌
４
月
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
資
金
決
済
法
を

改
正
す
る
法
案
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
と
い
う

新
た
な
業
を
創
設
す
る
と
い
う
点
で
も
注
目
す
べ
き
法
案
で
あ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス

仲
介
業
は
、
一
つ
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
で
、
銀
行
・
証
券
・
保
険
、
そ
し
て
貸
金

業
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
仲
介
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
い

わ
れ
る
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
が
い
ま
ま
で
以
上
に
、
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
提
供
し
や
す
く
な
る
ほ
か
、
貸
金
業
に
お
い
て
も
、
貸
金
業
者
とFinTech

（
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
）
企
業
の
連
携
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ
る
法
案
の
概
要
を
紹
介

す
る
。
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つ
い
て
は
「
所
属
性
」
を
採
用
し
な

い
、
つ
ま
り
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
銀
行
等
の
金
融
機
関
が
指
導
・

監
督
の
義
務
や
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い

こ
と
に
し
た
た
め
だ
が
、
預
金
等
の
媒

介
で
取
り
扱
え
る
商
品
は
政
令
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
る
。

金
融
審
議
会
の
決
済
法
制
及
び
金
融

サ
ー
ビ
ス
仲
介
法
制
に
関
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
（
２
０
１

９
年
12
月
20
日
）
で
は
、
銀
行
法
上
の

特
定
預
金
等
契
約
を
除
く
案
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
デ
リ
バ
テ

ィ
ブ
預
金
、
外
貨
預
金
及
び
通
貨
オ
プ

シ
ョ
ン
組
入
型
預
金
な
ど
が
対
象
外
と

な
る
が
、
一
方
で
主
要
通
貨
の
外
貨
預

金
は
媒
介
を
認
め
て
も
よ
い
と
す
る
考

え
に
も
言
及
し
て
い
る
の
で
、
政
令
で

何
が
対
象
外
と
さ
れ
る
か
が
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
だ
。

消
費
者
信
用
業
界
に
と
っ
て
は
、

「
貸
金
業
貸
付
媒
介
業
務
」
の
範
囲
に

関
心
が
集
ま
る
と
思
わ
れ
る
が
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
提
供
法
案
は
11
条
５
項
で
、

「
貸
金
業
者
以
外
の
者
が
貸
金
業
者
と

顧
客
と
の
間
に
お
け
る
資
金
の
貸
付
け

又
は
手
形
の
割
引
を
内
容
と
す
る
契
約

（
略
）
の
締
結
の
媒
介
」
と
規
定
し
て

い
る
。

た
だ
し
、
貸
金
業
の
媒
介
に
つ
い
て

も
、「
顧
客
に
対
し
高
度
に
専
門
的
な

説
明
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
て
政
令

で
定
め
る
も
の
を
除
く
」
と
し
て
お

り
、
媒
介
で
き
る
商
品
の
範
囲
は
政
令

で
明
ら
か
に
な
る
。

電
子
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
は

条
件
付
き
で
電
子
決
済
代
行
業
も
可
能

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
は
登
録
を
受

け
な
け
れ
ば
行
え
な
い
（
金
融
サ
ー
ビ

ス
提
供
法
案
12
条
）。
登
録
申
請
に
あ

た
っ
て
は
、
媒
介
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス

が
何
か
、
つ
ま
り
業
務
の
種
別
（
預
金

等
、
保
険
、
有
価
証
券
等
、
貸
金
業
貸

付
の
媒
介
の
い
ず
れ
か
）
を
登
録
申
請

書
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
（
同
法
案

13
条
１
項
４
号
）。

貸
金
業
貸
付
媒
介
業
務
を
行
う
場
合

は
、「
広
告
又
は
勧
誘
を
す
る
際
に
表

示
又
は
説
明
を
す
る
営
業
所
又
は
事
務

所
の
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先
等
で

あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
」
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
貸

金
業
の
登
録
申
請
で
求
め
ら
れ
て
い
る

事
項
と
平
仄
を
合
わ
せ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

登
録
申
請
手
続
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
13
条
１
項
６
号
で
、「
電
子
金
融

サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
務
」
を
行
う
場
合

は
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
点
。
電
子
金
融
サ
ー
ビ
ス

仲
介
業
務
と
は
、
同
号
で
、「
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他

の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法

で
あ
っ
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に

よ
り
行
う
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
務
」

と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
何
が

該
当
す
る
か
は
府
令
で
明
ら
か
に
な
る

が
、
家
計
簿
ア
プ
リ
の
よ
う
に
、
店
舗

で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
の
ア
プ
リ
を
通
じ
て
媒
介
を
行
う

事
業
者
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

電
子
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
務
を
営

む
場
合
は
、
当
該
業
務
を
「
適
正
か
つ

確
実
に
遂
行
す
る
体
制
の
整
備
」
が
求

め
ら
れ
、
で
き
て
い
な
い
場
合
は
登
録

が
拒
否
さ
れ
る
（
15
条
１
項
１
号
レ
）。

18
条
に
は
、
電
子
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲

介
業
務
に
関
す
る
特
例
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
財
産
的
基

礎
要
件
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に

は
、
銀
行
法
上
の
登
録
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
電
子
決
済
等
代
行
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

賠
償
能
力
を
確
保
す
る
た
め
に

保
証
金
供
託
義
務

金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
に
対
す
る
行

為
規
制
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
標
識
の

掲
示
等
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
（
20
条
）。

た
だ
し
、
電
子
金
融
サ
ー
ビ
ス
仲
介
業

者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て

法
定
事
項
を
公
表
す
る
こ
と
が
求
ら
れ

る
。保

証
金
を
供
託
す
る
義
務
も
課
せ
ら

れ
る
（
22
条
１
項
）。
こ
れ
は
所
属
性

を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
者
が
み
ず
か
ら
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
た
め
、

顧
客
保
護
の
観
点
か
ら
導
入
さ
れ
た
義

務
。
保
証
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
務
の
状
況
や
顧
客
等

の
保
護
を
考
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る

（
同
条
２
項
）。

顧
客
か
ら
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
預

託
を
受
け
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
る
（
27
条
）。
た
だ
し
顧
客
の
保

護
に
欠
け
る
お
そ
れ
が
少
な
い
と
場
合

と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
認

め
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
帳
簿
書
類
の
作
成
・
保

存
義
務
（
33
条
）、
事
業
報
告
書
の
提

出
義
務
（
34
条
）
も
課
せ
ら
れ
る
。

自
主
規
制
団
体
と
し
て
、
認
定
金
融

サ
ー
ビ
ス
仲
介
業
協
会
を
設
け
る
（
40

～
50
条
）。

金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
法
は
公
布
後
１

年
６
カ
月
後
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
。

�
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1　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
不
正
取
引
の
実
態
と
課
題

多
様
化
・
高
度
化
す
る 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
不
正
の
実
態

現
在
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
不
正

利
用
の
被
害
額
が
ど
の
く
ら
い
か
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
₂
₀
₀
₀
年
代
に

と
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
よ
り

被
害
額
は
減
少
傾
向
だ
っ
た
が
、
13

年
以
降
、
不
正
利
用
額
は
再
び
増
加

に
転
じ
た
。
13
年
に
は
78
・
₆
憶
円

だ
っ
た
被
害
額
が
、
16
年
に
は
１
₄

多
様
化
・
高
度
化
す
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
不
正
の
実
態

こ
の
数
年
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
増
加
に
伴
い
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
利
用
も
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。

消
費
者
の
安
全
を
脅
か
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
そ
の
も
の
の
信
頼
性
を
揺
る
が
す
金
融
犯
罪
。
そ
ん
な
な
か
、
多

く
の
金
融
機
関
が 

〝
機
械
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〞
に
注
目
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
も
機
械
学
習
を
利
用
し
た
金
融
犯

罪
対
策
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
今
回
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
決
済
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
例
に
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
見
込
め
る
か
を
ご
説
明
し
よ
う
。
実
際
に
、
機
械
学
習
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利

用
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
企
業
は
、
2
0
1
8
年
度
に
1
1
5
億
ド
ル
の
不
正
防
止
に
成
功
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

企
業
で
も
、
誤
検
知
を
２₀
％
削
減
し
、
ル
ー
ル
生
成
に
要
す
る
時
間
を
従
来
比
１₀
％
に
短
縮
で
き
た
、
と
い
う
報
告
が
あ

が
っ
て
い
る
。

₂
憶
円
、
18
年
に
は
₂
₃
₅
・
₄
憶

円
と
急
増
し
て
い
る
︵
注
１
︶。

Ｅ
Ｃ
取
引
を
利
用
し
た
な
り
す
ま

し
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
サ
イ
ト
改
ざ

ん
と
不
正
内
容
も
多
様
化
す
る
な

か
、
取
引
が
不
正
か
真
正
か
の
最
終

決
定
を
担
う
カ
ー
ド
発
行
会
社
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
オ
ー
ソ
リ
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
不
正
検
知
精
度

の
向
上
は
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き

重
要
事
項
だ
。

オ
ー
ソ
リ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る 

不
正
検
知
に
お
け
る
課
題

オ
ー
ソ
リ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る

不
正
検
知
に
お
け
る
課
題
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従
来
の
不
正
の
検
知
に
は
、
一
般

的
に
以
下
の
よ
う
な
課
題
が
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。

○
不
正
検
知
に
お
け
る
悪
循
環

新
し
い
手
口
は
日
々
進
化
す
る
。

不
正
を
阻
止
す
る
側
に
と
っ
て
、
対

応
は
ス
ピ
ー
ド
と
の
勝
負
だ
。
ゆ
っ

く
り
準
備
を
し
て
備
え
る
余
裕
が
な

い
の
が
常
で
あ
る
。
顧
客
を
守
る
た

め
に
は
、
や
む
を
得
ず
暫
定
対
応
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ

る
。
不
正
を
働
く
側
も
、
あ
る
手
口

が
阻
止
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
別
の
手
口

で
攻
撃
を
し
か
け
て
く
る
た
め
、
不

正
阻
止
の
ル
ー
ル
は
、
本
番
に
適
用

す
る
や
否
や
使
い
物
に
な
ら
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
次
に
発

生
し
た
新
た
な
手
口
に
は
、
ま
た
、

や
む
を
得
な
い
暫
定
処
理
で
対
応
し

な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
。
こ
の
繰

返
し
で
、
十
分
に
シ
ス
テ
ム
精
査
す

る
時
間
も
と
れ
ず
、
蓄
積
さ
れ
た
古

い
ル
ー
ル
が
、
逆
に
誤
検
知
の
原
因

に
な
っ
て
し
ま
う
悪
循
環
を
引
き
起

こ
す
。

シ
ス
テ
ム
を
常
に
最
適
な
状
態
に

し
て
備
え
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、

想
定
外
の
事
態
に
は
急
い
で
対
応
せ

ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
蓄
積
さ

れ
た
デ
ー
タ
の
整
理
は
素
人
に
は
難

し
く
、
一
度
こ
の
悪
循
環
に
陥
る
と

抜
け
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
結
局
、

長
く
不
正
検
知
に
携
わ
っ
た
経
験
と

知
識
を
備
え
た
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
が

シ
ス
テ
ム
内
の
整
理
に
精
を
出
す
こ

と
に
な
る
。
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
こ
の
よ
う
な
形
で
使
わ
ざ

る
を
得
な
い
の
は
、
企
業
に
と
っ
て

は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

○
安
心
感
と
誤
検
知
の
裏
腹

不
正
検
知
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
１
₀
₀
％
不
正
を

阻
止
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
不
正

検
知
シ
ス
テ
ム
に
は
、
検
知
数
を
増

や
そ
う
と
厳
し
い
ル
ー
ル
を
設
定
す

る
と
、
誤
検
知
が
増
え
て
し
ま
う
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
が
つ
き
も
の
だ
。

カ
ー
ド
利
用
者
に
と
っ
て
、
自
分

が
保
有
す
る
カ
ー
ド
発
行
会
社
が
不

正
取
引
対
応
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
大
き
な
安
心
感
と
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
普
段
少
額
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

し
か
し
な
い
ユ
ー
ザ
ー
が
、
家
電
店

で
大
型
冷
蔵
庫
を
購
入
し
よ
う
と
し

た
際
や
、
海
外
旅
行
を
し
な
い
利
用

者
が
、
一
念
発
起
で
家
族
を
連
れ
て

行
っ
た
海
外
旅
行
で
の
レ
ス
ト
ラ
ン

支
払
い
の
際
に
、
不
正
利
用
を
疑
わ

れ
、
カ
ー
ド
利
用
が
拒
否
さ
れ
る
と

い
っ
た
例
は
、
最
近
、
身
の
回
り
で

よ
く
聞
く
話
で
あ
る
。
カ
ー
ド
会
社

の
モ
ニ
タ
ー
力
に
安
堵
感
を
抱
く
一

方
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
増
え
る

と
、
カ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
は
不
便
を
感

じ
て
し
ま
う
。
結
果
と
し
て
、
カ
ー

ド
利
用
離
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。

24
時
間
₃
₆
₅
日
を
通
し
、
即
時

対
応
を
求
め
ら
れ
る
モ
ニ
タ
ー
を
続

け
る
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
同
様

だ
。
誤
検
知
の
多
さ
は
不
要
な
や
り

と
り
を
増
大
さ
せ
、
作
業
効
率
を
悪

化
さ
せ
る
。
対
応
す
る
モ
ニ
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
を
疲
労
困
憊
さ
せ
、
カ
ー
ド

ユ
ー
ザ
ー
の
み
な
ら
ず
、
カ
ー
ド
会

社
に
と
っ
て
も
負
の
要
素
と
な
っ
て

し
ま
う
。
不
正
検
知
に
お
い
て
は
、

検
知
数
と
誤
検
知
の
バ
ラ
ン
ス
も
注

視
す
べ
き
重
要
項
目
だ
。

2　

不
正
検
知
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
取
組
み

機
械
学
習
を
使
っ
た 

分
析
ツ
ー
ル
の
概
要

不
正
検
知
の
エ
リ
ア
で
、
機
械
学

習
を
使
っ
た
分
析
ツ
ー
ル
が
注
目
を

集
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
も
決
済
ト

ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

分
野
で
、
機
械
学
習
を
利
用
し
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る

︵
注
₂
︶。
00
年
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
拠
点
と
し
た
ア
ナ
リ
ス
ト
チ
ー
ム

が
、
各
国
の
不
正
実
態
や
ユ
ー
ザ
ー

の
声
を
反
映
し
な
が
ら
改
良
を
続
け

て
き
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ

リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
ジ
ア

を
中
心
と
す
る
世
界
各
国
の
銀
行
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
、
プ
ロ
セ

シ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
で
に
幅
広

機
械
学
習
を
使
っ
た

分
析
ツ
ー
ル
の
概
要
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く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

は
機
械
学
習
機
能
を
用
い
て
、
人
の

目
で
は
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

不
正
ル
ー
ル
パ
タ
ー
ン
の
提
案
や
、

何
百
も
の
無
数
に
日
々
更
新
さ
れ
て

い
く
ル
ー
ル
の
最
適
化
を
迅
速
に
サ

ポ
ー
ト
し
、
効
率
的
、
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
不
正
検
知
サ
イ
ク
ル
を
実

現
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

︵
図
表
１
︶。

新
た
な
パ
タ
ー
ン
の 

認
識
が
可
能
に

○
機
械
学
習
に
よ
る
自
動
ル
ー
ル
生

成
機
械
学
習
が
も
た
ら
す
最
大
の
利

点
は
、
ル
ー
ル
の
自
動
生
成
で
あ

る
。
人
の
目
で
は
こ
れ
ま
で
気
づ
か

な
か
っ
た
不
正
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン

の
判
断
基
準
︵
ル
ー
ル
︶
を
、
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
の
動
作
で
機
械
が
提
案
し

て
く
れ
る
の
だ
。
大
量
の
ト
ラ
ン
ザ

ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
の
デ
ー
タ
属
性

︵
例
、
ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
、
過
去
カ

ー
ド
利
用
履
歴
、
デ
バ
イ
ス
情
報
な

ど
︶
を
利
用
し
、
不
正
ト
ラ
ン
ザ
ク

シ
ョ
ン
デ
ー
タ
に
含
ま
れ
る
特
性
の

法
則
を
短
時
間
で
導
き
出
し
、
ル
ー

ル
に
変
換
し
て
提
案
し
て
く
れ
る
。

ル
ー
ル
設
定
者
に
と
っ
て
、
作
業
効

率
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
は

ず
だ
。

ル
ー
ル
自
動
生
成
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
利
用
し
て
デ

ー
タ
分
析
を
行
い
、
ヒ
ッ
ト
確
率
の

高
い
ル
ー
ル
を
導
出
す
る
。
分
析
機

能
の
専
門
的
な
仕
組
み
は
、
デ
ー
タ

ア
ナ
リ
ス
ト
集
団
に
よ
り
継
続
的
に

強
化
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
は
詳

細
を
意
識
せ
ず
に
製
品
機
能
と
し
て

利
用
で
き
る
た
め
、
デ
ー
タ
分
析
の

専
門
知
識
が
な
く
て
も
操
作
が
可
能

だ
。
よ
り
精
度
の
高
い
ル
ー
ル
を
早

い
サ
イ
ク
ル
で
本
番
環
境
に
適
用
で

き
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
暫
定
対
応

も
大
幅
に
削
減
で
き
、
悪
循
環
の
解

決
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

○
不
正
検
知
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
ベ
ン

チ
マ
ー
ク

前
述
の
よ
う
に
、
不
正
検
知
で

は
、
よ
り
多
く
の
不
正
を
検
知
し
よ

う
と
す
る
と
誤
検
知
ア
ラ
ー
ム
が
増

え
、
誤
検
知
ア
ラ
ー
ム
を
減
ら
そ
う

と
す
る
と
不
正
検
出
量
が
減
っ
て
し

ま
う
、
と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え

て
い
る
。

ど
の
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
か
、
シ

ス
テ
ム
全
体
で
最
善
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

バ
ラ
ン
ス
の
調
整
を
人
手
で
実
施
す

る
の
は
困
難
で
、
熟
練
し
た
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
の
勘
や
経
験
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
も
多
い
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
、
ル
ー
ル
自
動
生
成
の
際
、
既
存

ル
ー
ル
や
同
時
に
生
成
さ
れ
た
ル
ー

ル
の
効
果
も
加
味
し
た
う
え
で
、
個

別
ル
ー
ル
ご
と
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

評
価
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
情
報
に
は
、

当
該
ル
ー
ル
が
検
知
す
る
不
正
金

額
、
真
正
金
額
の
ほ
か
に
、
当
該
ル

ー
ル
の
ヒ
ッ
ト
率
、
誤
検
出
、
誤
検

出
さ
れ
た
場
合
の
金
額
イ
ン
パ
ク
ト

等
の
統
計
情
報
が
合
わ
せ
て
表
示
さ

れ
る
。

あ
ら
か
じ
め
統
計
数
値
が
お
さ
ま

る
べ
き
範
囲
を
指
定
し
て
お
け
ば
、

そ
の
指
定
条
件
に
見
合
っ
た
範
囲
の

ル
ー
ル
を
生
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
不
正
検
知

率
を
上
げ
る
の
か
、
誤
検
知
を
少
な

く
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム

設
定
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
が
で
き

る
。
全
体
的
に
誤
検
出
率
を
下
げ
た

い
場
合
は
、
検
知
率
を
重
要
視
す
る

設
定
に
し
て
お
け
ば
よ
い
、
と
い
う

具
合
だ
。
季
節
や
イ
ベ
ン
ト
の
状
況

に
よ
っ
て
設
定
を
変
更
し
た
り
、
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
効
率
に
合
わ
せ
て
調

整
し
た
り
す
る
な
ど
、
業
務
全
体
の

効
率
改
善
が
期
待
で
き
る
。

可
視
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
に
よ
る 

わ
か
り
や
す
さ
の
提
供

よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
だ
が
、
Ａ
Ｉ
が

導
き
出
す
答
え
の
な
か
に
、
一
見
何

の
関
連
性
も
な
い
よ
う
な
ワ
ー
ド
が

唐
突
に
表
示
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た

こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
同

様
に
、
初
期
の
機
械
学
習
を
使
っ
た

新
た
な
パ
タ
ー
ン
の

認
識
が
可
能
に

可
視
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
に
よ
る

わ
か
り
や
す
さ
の
提
供
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モ
デ
ル
で
は
、
不
正
検
知
の
理
由
が

ユ
ー
ザ
ー
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
モ
デ

ル
と
い
わ
れ
、
分
析
の
結
果
だ
け
が

伝
え
ら
れ
る
状
態
で
あ
る
。

１
分
１
秒
を
争
う
金
融
犯
罪
と
の

闘
い
の
世
界
に
お
い
て
は
、「
人
間

で
は
気
づ
か
な
い
因
果
関
係
だ
が
、

機
械
分
析
が
導
き
出
し
た
の
だ
か

ら
、
何
か
お
も
し
ろ
い
関
係
が
あ
る

に
違
い
な
い
」、
と
興
味
津
々
で
考

え
て
い
る
時
間
は
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー

に
と
っ
て
は
、
使
い
づ
ら
い
と
指
摘

さ
れ
て
き
た
。

最
近
の
機
械
学
習
で
は
、
因
果
関

係
が
ユ
ー
ザ
ー
に
見
え
る
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ッ
ク
ス
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
が
採
用
さ
れ

て
い
る
の
も
特
徴
だ
。
機
械
学
習
で

導
出
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
は
、
そ
の
ま

ま
利
用
可
能
な
数
式
の
よ
う
な
ル
ー

ル
形
式
で
表
示
さ
れ
る
。

モ
ニ
タ
ー
側
に
も
、
ト
ラ
ン
ザ
ク

シ
ョ
ン
が
不
正
と
見
な
さ
れ
た
理
由

が
可
視
化
さ
れ
、
そ
の
後
に
と
る
べ

き
対
応
の
判
断
が
容
易
に
な
り
、
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
質
の
向
上
に
つ
な

［図表 １ ］　IBMのソリューション全体の概要

［図表 ２ ］　典型的な従来モデリングワークフローと新しいワークフローの違い

リアルタイムオペレーション

データ蓄積

統計分析

ラーニング 経験・ノウハウ

シュミレーション/テスト

従来のワークフロー

リアルタイム・データベース

リアルタイム・オペレーション

シミュレーション用テストベッド

統計分析

手動モデル生成

インタラクティブ・モデル生成

自動モデル生成

新しいワークフロー（Safer Payments）

（注）  Safer PaymantsについてはIBM Analytics White Paper ：Preventing payment fraud:　A major leap in modeling 
efficiencyを参照

機械学習機能を用いて、人の目ではこれまで気づかなかった不正ルールパターンの提案や、何百もの無数
に日々更新されていくルールの最適化を迅速にサポートし、効率的、かつスピーディーな不正検知サイク
ルを実現するソリューション。
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が
る
。

ル
ー
ル
作
成
者
に
と
っ
て
も
、
従

来
の
よ
う
に
、
デ
ー
タ
相
関
の
分
析

結
果
を
も
と
に
、
一
定
の
ル
ー
ル
へ

と
変
換
す
る
作
業
は
不
要
と
な
り
、

ル
ー
ル
設
定
に
費
や
す
時
間
を
大
幅

に
短
縮
す
る
こ
と
と
な
る
。
よ
り
細

や
か
に
後
続
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
内

容
を
設
定
す
る
な
ど
、
よ
り
重
要
な

判
断
を
必
要
と
す
る
業
務
へ
と
時
間

を
振
り
分
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。ア

ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
と 

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
融
合

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
連
携
さ
れ
る

ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
を
、
そ

の
ま
ま
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
も
ル
ー
ル

生
成
に
も
共
通
し
て
利
用
で
き
る
シ

ス
テ
ム
構
成
を
採
用
し
て
い
る
。
従

来
は
、
機
械
学
習
に
よ
る
ル
ー
ル
生

成
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
し
て
作
成
し
、
ル
ー
ル
生
成
エ

ン
ジ
ン
に
連
携
さ
せ
る
、
と
い
っ
た

仕
組
み
の
も
の
が
多
か
っ
た
︵
図
表

₂
︶。一

方
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ

を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

構
成
で
は
、
デ
ー
タ
分
析
面
で
大
き

な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。
具
体

的
に
、
ど
の
よ
う
に
不
正
サ
イ
ク
ル

の
改
善
に
寄
与
す
る
の
か
を
見
て
み

よ
う
。

3　

不
正
検
知
作
業
の
効
率
化
や
高
度
化
に
伴
う
プ
ロ
セ
ス
改
善

ル
ー
ル
本
番
適
用
ま
で
の 

作
業
の
効
率
化

一
般
的
に
、
不
正
検
知
で
は
、
大

量
の
調
査
や
分
析
の
結
果
か
ら
ル
ー

ル
を
導
出
、
勘
や
経
験
を
働
か
せ
て

何
度
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り

返
し
た
う
え
で
最
適
な
ル
ー
ル
を
選

定
す
る
、
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
主
流

で
、
日
次
ベ
ー
ス
で
ル
ー
ル
を
更
新

す
る
の
は
困
難
だ
と
考
え
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
上
記
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
ー
を
採
用
す
れ
ば
、
調
査
・
分
析

か
ら
ル
ー
ル
の
本
番
適
用
ま
で
の
サ

イ
ク
ル
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が

可
能
だ
。

○
迅
速
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
最
適
な
組
合
せ
の
提
案

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行
す
れ

ば
、
そ
の
時
点
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ

ー
タ
に
対
し
て
、
既
存
ル
ー
ル
も
含

め
た
各
ル
ー
ル
の
成
績
を
あ
っ
と
い

う
間
に
統
計
情
報
と
し
て
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
悪
い
ル
ー
ル
や
重
複
ル
ー
ル
が
可

視
化
さ
れ
る
た
め
、
効
果
が
低
い
ル

ー
ル
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
詳
細
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
情
報
や
ス
コ
ア
を

確
認
し
、
削
除
す
る
こ
と
も
、
変
更

調
整
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
い
た
っ
て

高
速
で
、
日
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
影
響
し
な
い
シ
ス
テ
ム
構
成
と
な

っ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
実
行
可
能
で
あ
る
。
ル
ー
ル

内
容
を
変
更
し
た
場
合
は
、
再
度
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
効
果

の
変
化
を
即
時
に
確
認
す
る
こ
と
も

で
き
る
た
め
、
１
日
に
複
数
回
の
ル

ー
ル
更
新
も
可
能
で
あ
る
。
タ
イ
ム

リ
ー
に
、
そ
の
時
々
で
最
適
な
ル
ー

ル
の
組
合
せ
を
決
定
し
、
モ
デ
ル
を

更
新
す
れ
ば
、
時
代
遅
れ
に
な
っ
た

ル
ー
ル
や
重
複
ル
ー
ル
に
よ
る
悪
影

響
は
抑
え
ら
れ
、
不
要
な
誤
検
知
発

生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

だ
。

○
即
座
に
本
番
環
境
へ
適
用

本
番
同
等
デ
ー
タ
を
使
っ
た
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
効
果
を
測
定
し
、

有
効
だ
と
判
断
す
れ
ば
、
有
効
な
ル

ー
ル
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
モ
デ
ル
か

ら
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
モ
デ
ル
へ
と
昇
格

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
即
時
に
本
番

環
境
に
適
用
で
き
る
。
本
番
環
境
適

用
ま
で
の
時
間
は
短
期
化
さ
れ
、
ル

ー
ル
管
理
に
お
け
る
運
用
負
荷
は
大

幅
に
削
減
で
き
る
。
新
た
に
発
生
す

る
不
正
へ
の
対
応
サ
イ
ク
ル
が
大
幅

に
改
善
で
き
る
の
だ
。

デ
ー
タ
分
析
に
よ
る 

被
害
の
未
然
防
止

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
と

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
融
合

ル
ー
ル
本
番
適
用
ま
で
の

作
業
の
効
率
化

デ
ー
タ
分
析
に
よ
る

被
害
の
未
然
防
止
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ル
ー
ル
自
動
生
成
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
多
角
的
な
観

点
か
ら
不
正
防
止
サ
イ
ク
ル
を
改
善

す
る
た
め
の
分
析
も
容
易
に
実
施
可

能
と
な
る
。
例
を
あ
げ
る
と
、
共
通

利
用
先
︵
Ｃ
Ｐ
Ｐ
︶
特
定
だ
。　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
蓄
積
さ
れ
た
過
去
の
不
正
履
歴
を

一
定
の
法
則
で
遡
り
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
不
正
カ
ー
ド
の
共
通
利
用
先
と

考
え
ら
れ
る
加
盟
店
や
端
末
を
瞬
時

に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
加
盟
店
や
端
末
に
関
わ

る
オ
ー
ソ
リ
に
対
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
側
に
同
時
に
ア
ラ
ー
ム
を
発
生
さ

せ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
可
能

だ
。
加
盟
店
に
も
、
こ
の
情
報
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
連
携
で
き
れ
ば
、
不
正

の
早
期
発
見
と
抑
止
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
。
デ
ー
タ
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
被

害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
機
械
学
習
を
う
ま

く
利
用
す
れ
ば
、
不
正
検
知
で
陥
り

が
ち
な
悪
循
環
を
断
ち
切
り
、
先
手

を
打
つ
た
め
の
対
応
に
い
っ
そ
う
力

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。

今
後
は
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た 

金
融
犯
罪
対
策
が
主
流
に

い
ま
や
、
不
正
取
引
を
含
む
金
融

犯
罪
は
組
織
化
し
た
一
種
の
ビ
ジ
ネ

ス
と
化
し
て
お
り
、
急
激
な
ス
ピ
ー

ド
で
進
化
し
て
い
る
。
金
融
犯
罪
か

ら
大
切
な
顧
客
を
守
る
た
め
に
、
事

業
者
側
の
負
荷
も
大
き
く
な
る
一
方

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
、
機
械
学
習
分
析
ツ
ー
ル
の
利
用

は
、
世
界
で
注
目
さ
れ
て
お
り
、
す

で
に
大
き
な
効
果
を
出
し
て
い
る
事

業
者
も
存
在
す
る
。　

今
後
は
、
日
本
で
も
こ
の
よ
う
な

分
析
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
対
策
が
主

流
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

（
注
1
）　

日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
不
正
使
用
被
害
の
集

計
結
果
に
つ
い
て
」

（
注
2
）  IBM

 Safer Paym
ents

と

し
て
製
品
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供
さ

れ
て
い
る

今
後
は
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た

金
融
犯
罪
対
策
が
主
流
に
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Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
の
拡
大
と

三
者
協
に
よ
る
交
流
拡
大
等
の
検
討

₇
⑴
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
の
順
調
な
発
展

１
９
８
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
情

報
交
流
（
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
）
は
順
調
に
照

会
件
数
が
伸
び
て
い
く
（
図
表
）。

8₇
年
か
ら
91
年
ま
で
の
５
年
間
は
、

全
銀
協
つ
ま
り
銀
行
業
界
か
ら
他
業

界
へ
の
照
会
が
６
割
近
く
を
占
め
て

い
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
等
に
よ
り
銀

行
の
ロ
ー
ン
が
収
縮
に
向
か
っ
た
た

め
、
銀
行
業
界
の
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
利
用
は

91
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｃ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
界
か
ら

の
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
照
会
は
、
利
用
会
員
の

増
加
、
大
手
会
員
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
照
会
へ

の
切
替
え
、
信
販
、
流
通
等
の
貸
金

事
業
の
強
化
等
に
よ
り
、
順
調
に
増

加
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
、
貸
金
業
界
か
ら
の
Ｃ
Ｒ

Ｉ
Ｎ
利
用
は
、
当
初
は
参
加
地
区
セ

ン
タ
ー
も
少
な
く
、
ま
た
業
界
と
し

て
営
業
店
舗
の
大
幅
減
少
の
時
期
に

あ
た
っ
た
た
め
ご
く
少
数
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
91
年
以
降
は
、
バ
ブ
ル
後

の
貸
金
業
界
へ
の
顧
客
回
帰
や
、
全

第
6
章
で
取
り
上
げ
る
1
9
9
0
年
代
前
半
、
銀
行
、
貸
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
三
業
界
の
信
用
情
報
機
関
（
以
下
「
機

関
」）
は
、
情
報
や
シ
ス
テ
ム
の
体
制
が
整
い
、
本
格
的
な
発
展
期
に
入
っ
た
。
今
回
は
各
機
関
の
基
本
と
な
る
ル
ー
ル

が
ど
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
た
か
、
と
く
に
多
重
債
務
防
止
の
た
め
の
交
流
拡
大
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
り
、
な

ぜ
、
で
き
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。

情
連
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
大
手
企
業
の
照
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
に
よ
り
毎
年
増
加
し
、
95
年

の
他
業
界
へ
の
照
会
件
数
は
Ｃ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
開
始
直
後
の
88
年
に
比
べ
約
10
倍

に
達
し
た
。

⑵
三
者
協
が
機
関
の
ル
ー
ル
を
決
め

る
三
者
協
で
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
の
実
施

に
関
す
る
調
整
等
が
一
段
落
す
る

と
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
実
質
的
に
情

報
機
関
の
業
界
団
体
と
し
て
機
能
し

て
い
く
。
①
照
会
情
報
の
あ
り
方
と

由
井

　敬

バ
ブ
ル
崩
壊
と
機
関
の
選
択（
第
４
回
）

第6章 「
信
用
情
報
機
関
の
半
世
紀
」
―
情
報
機
関
三
国
志
―

（
元
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
）

第18回

信
用
情
報
の
交
流
拡
大
な
ら
ず

（1991～95年）
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情
報
の
保
有
期
間
に
関
す
る
問
題
、

②
多
重
債
務
問
題
へ
の
対
応
の
た
め

の
情
報
交
流
拡
大
の
問
題
、
③
情
報

機
関
の
法
的
位
置
づ
け
、
海
外
の
機

関
の
活
動
状
況
等
の
調
査
、
④
消
費

者
へ
の
機
関
の
役
割
周
知
、
広
報
活

動
、
⑤
大
蔵
省
、
通
産
省
の
行
政
施

策
へ
の
機
関
の
対
応
、
⑥
機
関
の
会

員
に
対
す
る
勉
強
会
等
の
開
催
及
び

機
関
職
員
の
研
修
の
実
施
等
、
と
広

範
囲
に
わ
た
っ
た
。

照
会
情
報
に
つ
い
て
は
、
各
機
関

は
従
来
保
有
し
利
用
し
て
い
た
が
、

照
会
情
報
の
性
格
（
信
用
情
報
か
、

単
な
る
記
録
か
）

や
、
開
示
の
義
務

が
あ
る
か
、
同
意

取
得
は
ど
う
す
る

か
、
情
報
交
流
の

対
象
に
す
る
か
、

管
理
照
会
の
取
扱

い
を
ど
う
す
る

か
、
な
ど
に
つ
い

て
は
明
確
で
は
な

か
っ
た
。

ま
た
、
情
報
の

保
有
期
間
に
つ
い

て
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
７

年
、
全
情
連
６

年
、
全
銀
協
５
年

と
各
機
関
で
バ
ラ

バ
ラ
だ
っ
た
。
三

者
協
で
は
適
正
な

保
有
期
間
に
つ
い
て
の
検
討
を
、
学

識
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
か
ら

な
る
検
討
会
議
「
個
人
信
用
情
報
の

登
録
期
間
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」

に
付
託
す
る
。�

同
会
は
、
91
年
10

月
か
ら
92
年
１
月
ま
で
３
回
開
か
れ

る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
一
橋
大
・
堀
部

教
授
、
早
大
・
江
夏
教
授
、
日
経
新

聞
・
栗
原
氏
、
読
売
新
聞
・
横
山

氏
、
全
銀
協
・
大
山
部
長
、
全
情
連

・
平
野
理
事
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
・
植
田
専

務
、
だ
っ
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
情
報
の
登
録

期
間
に
関
す
る
法
的
な
問
題
、
と
く

に
時
効
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
ま
た
、
公
的
機
関
の
情
報
保
有

期
間
、
諸
外
国
の
状
況
等
に
つ
い
て

も
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
機
関

の
情
報
保
有
期
間
は
５
年
に
な
る
。

そ
の
他
の
検
討
課
題
と
し
て
、
三

者
協
は
①
同
意
文
言
、
②
名
寄
せ
の

キ
ー
項
目
、
③
与
信
拒
否
の
通
知
方

法
、
④
開
示
の
方
法
と
料
金
、
⑤
会

員
と
機
関
と
の
契
約
内
容
、
⑥
誤
情

［図表 1］　CRIN照会件数推移

（出典）『全情連20年と10年の歩み』（1996年）より
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（万件）

CIC→JIC/KSC（全銀協）
KSC→JIC/CIC
JIC→KSC/CIC

▲

多
重
債
務
懇
談
会
の
報
告
書
を
報
じ
る「
月
刊
　
消
費
者
信
用
」94
年
2
月
号
の
記
事
。（
画
像
）
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報
の
信
用
回
復
措
置
、
⑦
本
人
申
告

情
報
や
貸
付
禁
止
依
頼
の
取
扱
い
等

の
情
報
に
係
る
重
要
項
目
に
つ
い
て

検
討
し
た
。　

ま
た
、
機
関
の
活
動
内
容
や
開
示

制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
三
者
協
と
し

て
一
般
消
費
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
全
国

各
地
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

説
明
会
を
毎
年
各
地
で
開
催
し
、
消

費
者
の
相
談
に
直
接
応
じ
る
相
談
員

の
方
々
に
、
信
用
情
報
及
び
機
関
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
た
。

⑶
三
者
協
で
交
流
拡
大
を
検
討

交
流
拡
大
問
題
の
検
討
は
、
自
己

破
産
者
の
増
加
が
社
会
問
題
に
な
っ

て
き
た
91
年
11
月
、
大
蔵
省
、
通
産

省
の
呼
び
か
け
で
、
全
銀
協
、
全
情

連
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
３
機
関
が
集
め
ら

れ
、
多
重
債
務
問
題
の
対
応
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
に
な
る
。
92
年
２
月
、
大
蔵
、

通
産
の
招
集
に
よ
る
、
全
銀
協
、
全

金
連
、
ク
レ
産
協
、
信
販
協
、
カ
ー

ド
協
の
い
わ
ゆ
る
５
者
協
が
開
か

れ
、
多
重
債
務
問
題
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
問
題
、
消
費
者
対
策
等
の
検
討

を
促
さ
れ
る
。
こ
の
会
合
は
現
在
も

多
重
債
務
防
止
の
た
め
、
５
者
（
現

４
者
）
で
ポ
ス
タ
ー
等
の
共
同
広
報

を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
92
年
６
月
に
総
務
庁
は
、

「
消
費
者
保
護
に
関
す
る
行
政
監
察

結
果
報
告
書
」
で
、
多
重
債
務
問
題

の
対
応
の
必
要
性
を
関
係
官
庁
に
要

請
す
る
。
さ
ら
に
、
92
年
７
月
の
公

明
党
の
提
言
「
カ
ー
ド
破
産
防
止
・

消
費
者
信
用
の
健
全
化
に
関
す
る
提

言
」
で
ホ
ワ
イ
ト
情
報
の
整
備
と
活

用
が
訴
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
通
産
省
は
割
賦

販
売
審
議
会
ク
レ
ジ
ッ
ト
産
業
部
会

を
開
き
、
93
年
５
月
に
「
利
用
残
高

情
報
の
業
態
を
超
え
た
交
流
が
必

要
」、
大
蔵
省
で
は
多
重
債
務
問
題

懇
談
会
で
、
94
年
６
月
に
「
適
正
与

信
の
確
保
に
は
残
高
情
報
交
流
が
必

要
だ
が
、
当
面
は
部
分
交
流
か
ら
始

め
る
」
と
い
う
報
告
を
出
す
（
画

像
）。
同
時
に
両
省
は
、
指
導
監
督

し
て
い
る
団
体
と
機
関
に
交
流
問
題

の
検
討
を
促
す
。

三
者
協
で
の
具
体
的
検
討
は
、
全

銀
協
か
ら
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
開
始
時
の
５
原

則
に
あ
る
「
情
報
の
全
面
交
流
の
原

則
」
に
つ
い
て
検
討
す
べ
し
、
と
い

う
要
請
が
あ
り
始
ま
る
。
三
者
協
で

は
、
94
年
に
「
信
用
情
報
交
流
の
検

討
会
」
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
が
、

拙
速
を
お
そ
れ
る
意
見
が
会
員
か
ら

強
く
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
設
置
の
た

め
の
準
備
会
を
95
年
１
月
に
開
く
。

準
備
会
で
は
、
各
機
関
の
会
員
の

意
見
を
聞
く
会
合
が
必
要
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
第
１
回
の
「
信
用
情
報

交
流
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」（
95

年
５
月
）
で
は
、
全
銀
協
か
ら
住
友

銀
行
、
富
士
銀
行
、
全
金
連
か
ら
コ

ー
エ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ア
ー
ク
、
プ

ロ
ミ
ス
、
ク
レ
産
協
か
ら
オ
リ
エ
ン

ト
、
ス
バ
ル
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
モ
デ
ル

ク
レ
ジ
ッ
ト
、
三
菱
電
機
ク
レ
ジ
ッ

ト
が
出
席
し
意
見
を
述
べ
た
。

第
２
回
の
「
意
見
交
換
会
」
で

は
、
全
銀
協
か
ら
千
葉
銀
行
、
さ
く

ら
銀
行
、
富
士
銀
行
、
全
金
連
か
ら

大
新
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
キ
ャ
ス
コ
、
ク

レ
産
協
か
ら
エ
ム
ワ
ン
カ
ー
ド
、
Ｄ

Ｃ
カ
ー
ド
、
東
武
百
貨
店
が
出
席
し

た
。

⑷
交
流
に
つ
き
食
い
違
う
各
業
界
の

意
見銀

行
業
界
の
意
見
は
、「
環
境
が

大
き
く
変
わ
り
、
適
切
な
与
信
を
す

る
た
め
に
は
債
務
者
の
状
況
を
知
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
残
高
の
交

流
が
必
要
。
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
の
原
則
に
は

全
面
交
流
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
全

面
交
流
が
到
達
点
で
あ
る
が
、
部
分

交
流
か
ら
始
め
て
も
よ
い
。
情
報
の

質
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
は
乗
り
越

え
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

貸
金
業
界
の
意
見
は
、「
残
高
交

流
を
行
う
に
は
情
報
の
質
が
違
い
す

ぎ
る
。
正
確
で
均
質
化
さ
れ
た
情
報

で
な
け
れ
ば
交
流
で
き
な
い
。
消
費

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題
も

あ
る
。
業
界
ご
と
の
規
制
の
違
い
も

あ
る
、
わ
れ
わ
れ
は
50
万
円
ま
で
し

か
貸
せ
な
い
が
、
銀
行
は
２
０
０
万

円
ま
で
貸
せ
る
。
交
流
拡
大
を
す
る

な
ら
、
ま
ず
ブ
ラ
ッ
ク
の
交
流
拡
大

や
グ
レ
ー
情
報
の
交
流
か
ら
を
考
え

る
べ
き
」
と
否
定
的
だ
っ
た
。
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し
か
し
、
貸
金
業
界
の
本
音
は
、

「
銀
行
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
界
の
信
用

情
報
は
、
貸
金
業
界
の
よ
う
に
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
全
件
登
録
で
は
な

く
残
高
情
報
も
な
い
。
同
じ
土
俵
に

乗
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
ま
た
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
三
者

契
約
な
の
で
、
加
盟
店
か
ら
貸
金
の

利
用
者
で
あ
る
こ
と
が
漏
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
貸
金
の
利
用
者
は
良
い

顧
客
で
も
他
業
界
か
ら
与
信
拒
否
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
貸
金
の
優
良

顧
客
が
貸
金
業
界
か
ら
逃
げ
て
し
ま

う
」
と
い
う
懸
念
も
あ
っ
た
。「
金

利
と
価
格
面
で
は
他
業
界
が
有
利
で

あ
り
情
報
が
均
質
化
す
れ
ば
、『
ま

と
め
』
を
さ
れ
る
。
残
高
交
流
よ
り

全
情
連
の
情
報
の
一
元
化
が
先
で
は

な
い
か
」
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
業
界
の
意
見
は
、

「
基
本
的
に
は
多
重
債
務
防
止
の
た

め
に
は
残
高
情
報
の
交
流
が
必
要
だ

が
、
ま
ず
各
業
界
で
ど
の
よ
う
な
情

報
が
出
せ
る
か
議
論
す
る
べ
き
。
情

報
の
質
と
均
質
化
が
条
件
。
照
会
情

報
の
交
流
も
考
え
る
」
と
消
極
的
だ

っ
た
。

⑸
「
信
用
情
報
交
流
研
究
会
」
の
結

論
意
見
交
換
会
を
重
ね
た
末
、
三
者

協
で
は
95
年
11
月
に
「
信
用
情
報
交

流
研
究
会
」
を
設
置
す
る
。
メ
ン
バ

ー
は
、
与
信
業
者
を
入
れ
ず
に
業
界

団
体
と
機
関
だ
け
で
議
論
す
る
た

め
、
全
銀
協
、
全
金
連
、
全
情
連
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
、
ク
レ
産
協
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
６

者
と
し
た
。

研
究
会
は
、
96
年
５
月
に
報
告
書

を
出
す
。
内
容
は
、
多
重
債
務
問
題

等
懇
談
会
の
提
起
し
た
、
情
報
の
部

分
交
流
に
つ
い
て
は
、「
直
近
一
定

期
間
に
お
け
る
一
定
数
」「
新
規
設

定
の
有
無
」
と
「
照
会
時
点
で
の
一

定
件
数
以
上
の
取
引
の
有
無
」
の
有

用
性
を
検
証
し
た
う
え
で
、
こ
れ
は

多
重
債
務
防
止
に
は
役
立
た
な
い
、

と
は
っ
き
り
否
定
す
る
。

加
え
て
、
部
分
交
流
は
、
機
関
・

会
員
と
も
に
過
重
な
開
発
費
が
か
か

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
費
用
対
効
果

を
考
え
る
と
採
用
で
き
な
い
と
し

た
。ま

た
、
交
流
を
実
施
す
る
前
提
で

消
費
者
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、

①
同
意
文
言
の
改
正
と
消
費
者
へ
の

説
明
、
②
与
信
拒
否
の
対
応
な
ど
統

一
さ
れ
た
消
費
者
対
応
の
実
施
が
必

要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
交
流
す
る
た

め
の
前
提
条
件
と
し
て
会
員
間
の
公

平
性
確
保
の
措
置
も
必
要
と
し
た
。

交
流
拡
大
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
検
討
す
る
と
い
う
玉
虫
色

の
結
論
に
な
る
。

つ
ま
り
、
団
体
と
機
関
の
代
表
か

ら
な
る
「
信
用
情
報
交
流
研
究
会
」

温
故
�
悩
ま
し
い
「
照
会
情
報
」
の
取
扱
い

91
年
頃
か
ら
各
機
関
で
照
会
情
報
に

つ
い
て
の
検
討
が
始
ま
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
は
手
作
業
の
頃
か
ら
照
会

情
報
は
買
い
回
り
防
止
の
重
要
な
情
報

で
あ
り
、
そ
の
情
報
が
そ
の
ま
ま
成
約

情
報
と
見
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
も
と

も
と
全
件
登
録
の
貸
金
業
界
で
は
、
照

会
情
報
（
記
録
）
は
単
な
る
再
問
合
せ

の
た
め
の
記
録
だ
っ
た
。

こ
の
情
報
は
い
っ
た
い
何
な
の
か

─
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
対
す
る
社

会
的
要
請
の
高
ま
り
に
よ
り
、
機
関
側

も
放
置
で
き
な
く
な
っ
た
。

照
会
情
報
が
信
用
情
報
で
あ
れ
ば
開

示
の
義
務
が
あ
る
が
、
単
な
る
記
録
な

ら
開
示
は
必
要
な
い
。
照
会
情
報
の
登

録
の
同
意
取
得
は
ど
う
す
る
か
、
照
会

情
報
を
交
流
対
象
に
す
る
か
、
Ｃ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
利
用
の
照
会
情
報
の
保
持
方
法
は
、

管
理
照
会
の
取
扱
い
を
ど
う
す
る
か
、

照
会
情
報
の
保
有
期
間
は
、
な
ど
わ
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。

各
機
関
の
照
会
情
報
の
登
録
と
開
示

等
実
施
時
期
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

・�

Ｃ
Ｉ
Ｃ　

85
年
４
月
の
業
務
開
始
よ

り
登
録
・
回
答
（
開
示
は
96
年
か

ら
）

・�
全
銀
協　

92
年
８
月
よ
り
登
録
・
回

答
（
求
め
が
あ
れ
ば
開
示
）

・�

全
情
連　

94
年
４
月
よ
り
登
録
・
開

示
（
そ
れ
以
前
は
単
な
る
記
録
）

開
示
の
費
用
は
、
当
初
は
各
機
関
と

も
有
料
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
そ
の
後
無

料
に
な
り
、
現
在
は
ま
た
有
料
（
５
０

０
～
１
０
０
０
円
）
に
な
っ
て
い
る
。

�
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は
、
情
報
の
部
分
交
流
は
ハ
ッ
キ
リ

否
定
し
た
う
え
で
、
交
流
そ
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
消
費
者
保
護
と
業
界

間
の
公
平
性
確
保
に
つ
い
て
述
べ
る

だ
け
で
、
具
体
的
な
提
案
、
進
展
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
こ
の
原
因
は

銀
行
業
界
以
外
で
は
、
交
流
促
進
を

求
め
る
声
が
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
。個

人
信
用
情
報
保
護
の

動
き

880
年
代
か
ら
90
年
代
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
国
内
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
普

及
し
、
大
量
の
個
人
情
報
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
経
由
し
て
伝
達
さ
れ
る
時

代
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
個
人
情
報

の
保
護
法
制
は
ま
だ
な
く
、
信
用
情

報
、
個
人
情
報
を
巡
る
不
祥
事
が

次
々
に
発
生
す
る
。
お
も
な
も
の
を

記
述
す
る
。

89
年
12
月
：
香
川
県
警
の
犯
歴
デ

ー
タ
が
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

に
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。

90
年
６
月
：
三
和
銀
行
と
太
陽
神

戸
三
井
銀
行
の
預
金
者
リ
ス
ト
が
流

出
。91

年
12
月
：
朝
日
生
命
、
東
邦
生

命
の
保
険
契
約
者
約
１
万
３
０
０
０

件
が
流
出
。
売
ら
れ
て
い
た
。

92
年
３
月
：
三
銀
ク
レ
ジ
ッ
ト
か

ら
提
携
先
の
三
越
の
顧
客
リ
ス
ト
３

０
０
０
～
４
０
０
０
人
分
が
流
出
。

93
年
１
月
：
武
富
士
の
顧
客
情
報

約
２
万
件
が
同
社
員
か
ら
外
部
業
者

に
１
件
１
０
０
円
で
売
ら
れ
る
。

93
年
１
月
：
横
浜
銀
行
か
ら
顧
客

名
簿
流
出
。
取
得
者
か
ら
３
億
円
の

要
求
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
社
会
の
批
判

が
高
ま
る
と
、
行
政
は
対
応
に
乗
り

出
す
。
ま
ず
、
89
年
６
月
に
通
産
省

情
報
化
対
策
委
員
会
個
人
情
報
保
護

部
会
が
「
民
間
部
門
に
お
け
る
電
子

計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報
の
保

護
に
つ
い
て
（
指
針
）」
を
ま
と
め

る
。
こ
れ
を
受
け
て
89
年
７
月
に
通

産
省
は
通
達
「
民
間
部
門
に
お
け
る

電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報

保
護
に
つ
い
て
」
と
通
産
大
臣
告
示

「
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情

報
の
保
護
の
た
め
の
措
置
等
に
つ
い

て
の
登
録
簿
に
関
す
る
規
則
」
を
公

表
す
る
。

��

機
関
に
関
し
て
は
、
大
蔵
省
は
92

年
６
月
の
「
ノ
ン
バ
ン
ク
問
題
懇
談

会
」
中
間
報
告
で
、
通
産
省
は
93
年

５
月
の
「
割
賦
販
売
審
議
会
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
産
業
部
会
」
中
間
報
告
で
個

人
信
用
情
報
の
保
護
の
必
要
性
が
強

調
さ
れ
、
両
省
は
機
関
に
対
し
指
導

を
行
う
。

ク
レ
産
協
で
は
90
年
12
月
に
「
販

売
信
用
取
引
に
お
け
る
電
子
計
算
機

処
理
に
係
る
個
人
情
報
保
護
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
通

産
省
の
登
録
簿
に
登
録
す
る
。
さ
ら

に
91
年
９
月
に
「
開
示
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
の
指
針
」、
91
年
11
月
に

「
安
全
対
策
基
準
作
成
の
指
針
」、
92

年
３
月
に
「
法
令
等
の
規
程
に
よ
る

情
報
提
供
の
際
の
留
意
事
項
」、
93

年
５
月
に
「
個
人
情
報
保
護
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
社
内
規
定
モ
デ

ル
」、
94
年
度
に
「
個
人
情
報
取
扱

主
任
者
制
度
」
の
実
施
な
ど
の
対
策

を
実
行
す
る
。

銀
行
業
界
は
、
金
融
情
報
シ
ス
テ

ム
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）
の
個
人

情
報
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

社
内
規
則
を
整
備
す
る
。

貸
金
業
界
は
、
全
金
連
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
全
情
連
の
倫
理
綱
領
に
よ

り
各
社
が
社
内
規
則
を
整
備
し
た
。

各
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の

考
え
方
に
沿
っ
た
運
営
ル
ー
ル
を
策

定
し
て
い
た
が
、
機
関
と
し
て
平
仄

を
合
わ
せ
る
必
要
の
あ
る
、
保
有
期

間
、
消
費
者
開
示
、
同
意
文
言
な
ど

に
つ
い
て
は
、
三
者
協
で
の
検
討
結

果
を
参
考
に
規
則
を
改
訂
し
た
。

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
、

質
、
量
と
も
に
急
速
に
拡
大
し
つ
つ

あ
る
信
用
情
報
及
び
機
関
の
法
的
規

制
を
先
行
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
強

か
っ
た
が
、
国
や
自
治
体
の
個
人
情

報
、
そ
し
て
企
業
、
団
体
の
個
人
情

報
の
流
出
な
ど
も
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
た
こ
と
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勧
告

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
研
究
会
報
告

へ
の
対
応
等
も
あ
り
、
よ
り
包
括
的

な
個
人
情
報
保
護
を
優
先
し
、
信
用

情
報
に
つ
い
て
の
個
別
法
規
制
は
見

合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
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約
10
年
後
の
２
０
０
３
年
に
個
人

情
報
保
護
法
が
で
き
る
ま
で
は
、
業

界
の
自
主
規
制
と
機
関
の
運
営
規
則

等
に
よ
り
個
人
信
用
情
報
保
護
の
対

応
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

量
か
ら
質
へ
、

初
期
与
信
か
ら
途
上
与
信
へ

990
年
代
前
半
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
極
端
な
不
景
気
と
消
費
の
後
退
に

よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
は
縮

小
期
に
入
る
。
し
か
し
、
貸
金
業
界

だ
け
は
、
80
年
代
後
半
の
冬
の
季
節

を
乗
り
切
り
、
銀
行
や
信
販
等
が
窓

口
を
狭
く
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
人

勝
ち
の
様
相
に
な
る
。

社
会
的
に
は
、「
カ
ー
ド
破
産
」

と
呼
ば
れ
る
若
者
等
の
破
産
者
増
加

に
よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
界
等
に
厳

し
い
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
る
。

通
産
省
は
、
総
合
割
賦
規
制
で
銀

行
系
カ
ー
ド
業
界
を
割
販
法
の
世
界

に
取
り
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
多
重

債
務
問
題
に
積
極
的
に
対
応
す
る
。

具
体
的
な
自
主
規
制
の
検
討
は
業
界

団
体
の
ク
レ
産
協
に
指
示
し
、
残
高

情
報
な
ど
信
用
情
報
に
つ
い
て
は
Ｃ

Ｉ
Ｃ
に
実
施
さ
せ
る
。
95
年
に
は

「
通
達
」
を
出
し
て
、
ク
レ
産
協
と

Ｃ
Ｉ
Ｃ
と
の
協
定
締
結
な
ど
の
明
示

的
な
関
係
を
つ
く
ら
せ
、
ク
レ
産
協

を
通
じ
て
機
関
を
指
導
し
て
い
く
体

制
を
つ
く
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｃ
は
、
独
自
に
開
発
し
た
画

期
的
な
信
用
情
報
シ
ス
テ
ム
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
」
普
及
に
全
力
を

傾
注
す
る
が
、
業
界
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
ら
れ
ず
、
情
報
整
備
に
後
れ

を
取
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
界
は
業
界

内
の
競
争
の
た
め
、
途
上
与
信
に
必

要
な
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
先

送
り
に
さ
せ
た
た
め
、
業
界
と
し
て

量
か
ら
質
へ
の
情
報
整
備
が
遅
れ

る
。銀

行
業
界
は
、
リ
テ
ー
ル
進
出
に

失
敗
し
、
さ
ら
に
バ
ブ
ル
の
後
始
末

で
ロ
ー
ン
等
の
業
績
が
下
が
り
続
け

る
が
、
起
死
回
生
策
と
し
て
Ｃ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
に
よ
る
ホ
ワ
イ
ト
情
報
の
交
流
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
。
全
銀
協
セ
ン

タ
ー
の
情
報
の
質
と
量
を
拡
充
し
、

交
流
に
備
え
る
た
め
照
会
情
報
や
残

高
情
報
の
登
録
を
行
い
、
他
の
業
界

の
機
関
と
同
等
の
情
報
を
揃
え
よ
う

と
努
力
す
る
。
し
か
し
、
貸
金
業
界

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
界
は
銀
行
業
界
の

思
惑
を
感
知
し
、
交
流
は
進
ま
な

い
。貸

金
業
界
は
、
情
報
に
関
す
る
有

利
な
周
辺
状
況
を
変
更
す
る
こ
と
な

く
事
業
を
伸
ば
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
業
界
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
薄
い

情
報
交
流
拡
大
よ
り
も
、
他
業
界
に

比
べ
て
遅
れ
て
い
る
全
情
連
の
信
用

情
報
シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
に
邁
進
す

る
。全

情
連
の
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
、

信
用
情
報
を
活
用
し
て
初
期
、
途
上

与
信
の
効
率
化
精
緻
化
を
行
っ
た
大

手
貸
金
業
界
は
、
順
調
に
残
高
と
利

益
を
拡
大
す
る
（
第
６
章
終
わ
り
）。

�
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45

弁
護
士
か
ら
の
破
産
手
続
の
明
記
が
な
い「
債
務
整
理
の
通
知
」が

黙
示
の
支
払
停
止
の
表
示
と
さ
れ
た
事
例

弁 護 士 か ら の 破 産 手 続 の 明 記 が

な い 「 債 務 整 理 の 通 知 」 が  

黙 示 の 支 払 停 止 の 表 示 と さ れ た

事 例  

弁
護
士
介
入
後
も

支
払
い
を
継
続

新
釜　

先
日
、
代
理
人
弁
護
士
か
ら

債
務
整
理
の
受
任
通
知
を
受
け
た
の

で
、
該
当
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
債

権
に
つ
き
、
通
知
・
催
告
、
連
絡
等

を
行
わ
な
い
よ
う
手
続
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
本
人
か
ら
カ
ー

ド
利
用
代
金
が
現
金
封
筒
で
送
金
さ

れ
て
き
た
の
で
す
。

津
森　

ど
う
し
て
な
ん
だ
い
。

新
釜　

消
費
者
金
融
等
に
負
債
が
あ

り
、
弁
護
士
に
債
務
整
理
を
依
頼
し

た
と
こ
ろ
だ
が
、
当
社
の
カ
ー
ド
は

仕
事
上
、
出
張
や
仕
入
れ
な
ど
で
使

い
た
い
の
で
、
き
ち
ん
と
支
払
っ
て

い
き
、
会
員
資
格
を
失
わ
せ
た
く
な

い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と

の
メ
モ
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

津
森　

債
務
整
理
の
受
任
通
知
が
あ

る
と
、
通
常
は
支
払
停
止
と
し
て
扱

う
し
、
そ
う
な
れ
ば
、
期
限
の
利
益

の
当
然
喪
失
事
由
に
該
当
し
、
退
会

扱
い
と
な
っ
て
、
カ
ー
ド
は
使
用
で

き
な
く
な
る
。
こ
の
後
、
破
産
手
続

に
入
る
と
過
払
金
の
可
能
性
が
あ
る

と
き
な
ど
破
産
管
財
人
が
選
任
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
一
割
前
後
あ
る
。
そ
う

支
払
い
を
延
滞
し
て
い
る
債
務
者
が
弁
護
士
に
委
任
し
て
、
債
務
整
理
の
通
知
を
し
て
く
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
文
字

通
り
、
そ
の
後
、
弁
護
士
を
交
え
、
任
意
整
理
手
続
に
入
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
し
ば
ら
く
し
て
、
破
産
手
続
開
始
の
申
立

て
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
貸
金
業
法
で
は
、
弁
護
士
介
入
通
知
後
の
債
務
者
へ
の
交
渉
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
に
お
い
て
も
、
以
降
の
督
促
行
為
を
停
止
し
て
い
る
。
個
人
債
務
者
の
場
合
、
債
務
整
理
に
は
、
破
産
手
続

を
予
定
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
一
部
債
権
者
の
債
務
の
み
の
整
理
を
企
図
す
る
も
の
が
あ
る
。
ま

れ
に
で
は
あ
る
が
、
諸
事
情
に
よ
り
、
何
ら
か
の
形
で
通
知
後
に
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
破

産
手
続
開
始
の
申
立
て
に
至
っ
た
場
合
、
そ
の
間
の
弁
済
が
破
産
管
財
人
に
よ
り
、
否
認
さ
れ
、
弁
済
と
し
て
受
領
し
た

額
の
返
還
請
求
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
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破
産
法
15
条
２
項
は
、「
債
務
者

が
支
払
を
停
止
し
た
と
き
は
、
支
払

不
能
に
あ
る
も
の
と
推
定
す
る
」
と

定
め
て
お
り
、「
支
払
不
能
」
は
、
破

産
原
因
（
同
15
条
１
項
）
と
な
っ
て

い
る
。
破
産
者
が
支
払
不
能
に
な
っ

た
後
に
し
た
行
為
は
否
認
の
対
象
と

な
る
（
同
１
６
２
条
１
項
１
号
イ
）

と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
債
務

整
理
開
始
の
通
知
」
が
「
支
払
の
停

止
」
の
表
示
に
該
当
す
れ
ば
、
Ｙ
が

通
知
受
領
後
に
給
与
天
引
き
に
よ
り

受
領
し
た
17
万
円
は
破
産
管
財
人
に

返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

判
例
で
は
、「
支
払
の
停
止
」
と

は
、「
債
務
者
が
資
力
欠
乏
の
た
め

弁
済
期
の
到
来
し
た
債
務
に
つ
い

て
、
一
般
的
か
つ
継
続
的
に
弁
済
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
そ

の
旨
を
明
示
的
又
は
黙
示
的
に
外
部

に
表
示
す
る
行
為
を
い
う
」（
最
高

裁
昭
和
60
年
２
月
14
日
判
決
・
判
例

時
報
１
１
４
９
号
１
５
９
頁
）
と
さ

れ
て
お
り
、
裁
判
で
は
、
Ｅ
事
務
所

が
Ａ
の
債
権
者
に
発
送
し
た
「
債
務

整
理
開
始
の
通
知
」
が
「
支
払
の
停

債
務
の
具
体
的
内
容
や
債
務
整
理
の

方
針
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
Ａ
は
、
同
年
２

月
初
旬
、
Ｙ
に
対
し
、
債
務
整
理
を

弁
護
士
に
委
任
し
た
旨
連
絡
し
、
給

与
控
除
の
方
法
に
よ
る
弁
済
の
停
止

を
求
め
た
が
、
Ｙ
は
、
同
年
２
月
か

ら
同
年
７
月
ま
で
の
間
、
Ａ
か
ら
、

給
与
控
除
の
方
法
に
よ
り
合
計
17
万

円
の
弁
済
を
受
け
た
。
Ａ
は
、
東
京

地
方
裁
判
所
に
自
己
破
産
の
申
立
て

を
し
、
同
年
８
月
５
日
破
産
手
続
を

開
始
す
る
旨
の
決
定
を
受
け
、
Ｙ
は

同
月
７
日
破
産
手
続
開
始
通
知
書
を

受
領
し
た
。

破
産
管
財
人
に
就
任
し
た
Ｘ
は
、

Ｙ
に
対
し
、
上
記
弁
済
が
破
産
法
１

６
２
条
１
項
１
号
イ
に
該
当
す
る
と

し
て
否
認
権
を
行
使
し
、
17
万
円
及

び
こ
れ
に
対
す
る
受
領
し
た
後
の
平

成
21
年
７
月
16
日
か
ら
支
払
い
済
み

ま
で
民
法
所
定
の
年
５
分
の
割
合
に

よ
る
利
息
の
支
払
い
を
求
め
た
。

通
知
が
「
支
払
の
停
止
」
に

あ
た
る
か
が
争
点

な
る
と
、
破
産
管
財
人
か
ら
、
債
務

整
理
通
知
の
受
領
後
の
カ
ー
ド
代
金

の
支
払
い
を
否
認
さ
れ
、
返
還
請
求

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

新
釜　

本
人
が
自
発
的
に
支
払
っ
て

も
、否
認
さ
れ
る
の
で
す
か
。で
も
、

破
産
手
続
を
利
用
せ
ず
、
任
意
整
理

し
た
り
、
個
人
民
事
再
生
を
利
用
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
う
な
れ
ば
否
認
権
行
使
の
問
題
は

生
じ
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

由
丸　

そ
う
だ
ね
。
債
務
整
理
通
知

後
に
、
全
員
が
破
産
手
続
に
入
る
こ

と
は
、
経
験
上
な
い
か
ら
ね
。
定
型

的
な
債
務
整
理
の
通
知
で
は
、
事
後

的
に
ど
の
よ
う
な
整
理
手
法
を
と
る

の
か
、
債
務
整
理
の
方
針
や
全
債
務

総
額
な
ど
債
務
の
具
体
的
内
容
の
記

載
が
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の

よ
う
な
申
し
出
が
あ
る
と
、
判
断
に

悩
む
こ
と
に
な
る
ね
。
今
回
の
事
案

は
、
共
済
組
合
か
ら
の
給
与
天
引
き

と
い
う
形
の
支
払
い
で
あ
り
、
貸
金

業
法
の
適
用
が
な
い
取
引
事
案
で
あ

る
が
、
裁
判
所
の
否
認
権
行
使
の
前

提
と
な
る
「
債
務
整
理
通
知
」
と

「
支
払
の
停
止
」
の
解
釈
に
関
す
る

判
断
が
参
考
に
な
る
。

破
産
管
財
人
か
ら

弁
済
否
認
の
訴
訟

Ａ
は
、
平
成
５
年
７
月
か
ら
都
職

員
と
し
て
勤
務
す
る
者
で
あ
り
、
Ｙ

は
、
都
職
員
な
ど
を
組
合
員
と
す
る

共
済
組
合
で
あ
り
、
組
合
員
貸
付
け

を
行
っ
て
い
た
。
Ａ
は
、
平
成
19
年

１
月
23
日
Ｙ
か
ら
１
５
０
万
円
を
借

り
受
け
、
以
後
、
Ａ
の
毎
月
の
給
料

及
び
賞
与
か
ら
、
給
与
控
除
の
方
法

に
よ
り
弁
済
し
て
い
た
。
Ａ
は
、
平

成
20
年
頃
、
負
債
が
増
加
し
て
弁
済

に
窮
し
、
平
成
21
年
１
月
18
日
、
弁

護
士
法
人
Ｅ
事
務
所
に
対
し
、
債
務

整
理
を
委
任
し
た
。

Ｅ
事
務
所
は
、
同
年
１
月
18
日

頃
、
Ｙ
を
含
む
Ａ
の
債
権
者
ら
に
対

し
、
債
務
整
理
開
始
通
知
を
送
付

し
、
Ａ
の
債
務
整
理
の
任
に
あ
た
る

旨
通
知
し
た
。
債
務
整
理
開
始
通
知

に
は
、「
債
務
者
や
家
族
、
保
証
人

へ
の
連
絡
や
取
立
て
行
為
は
中
止
願

い
ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
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隔
が
あ
る
こ
と
等
の
事
実
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
Ｙ
の
担
当

者
に
自
己
破
産
の
手
続
を
弁
護
士
に

依
頼
し
た
と
伝
え
て
天
引
き
停
止
の

了
承
を
求
め
た
旨
の
主
張
は
採
用
で

き
な
い
。
ま
た
ⓓ
債
務
整
理
開
始
通

知
に
は
、「
債
務
者
や
家
族
、
保
証

人
へ
の
連
絡
や
取
立
て
行
為
は
中
止

願
い
ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
債
務
の
具
体
的
内
容
や
債
務
整

理
の
方
針
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
債
務
整
理

開
始
通
知
は
、
そ
の
記
載
内
容
に
照

ら
す
と
、
弁
護
士
が
破
産
申
立
て
を

受
任
し
た
旨
の
記
載
は
な
く
、
債
務

の
具
体
的
内
容
や
債
務
整
理
の
方
針

の
記
載
も
な
い
も
の
で
、
弁
護
士
が

債
務
整
理
を
受
任
し
た
こ
と
を
示
す

に
と
ど
ま
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て

債
務
者
が
資
力
欠
乏
の
た
め
弁
済
期

の
到
来
し
た
債
務
に
つ
い
て
、
一
般

的
か
つ
継
続
的
に
弁
済
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
考
え
て
そ
の
旨
を
明

示
的
又
は
黙
示
的
に
外
部
に
表
示
す

る
行
為
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

し
て
、
Ｙ
の
控
訴
請
求
を
認
め
た
。

止
」
の
通
知
に
該
当
す
る
か
が
争
点

に
な
っ
た
。

一
審
と
二
審
で

判
断
が
分
か
れ
る

第
一
審
で
は
、
①
Ａ
は
、
債
務
の

弁
済
に
窮
し
て
、
自
己
破
産
の
申
立

て
を
弁
護
士
事
務
所
に
委
任
し
た
こ

と
、
②
Ｅ
事
務
所
が
、
Ｙ
を
含
む
Ａ

の
債
権
者
ら
に
対
し
、
Ａ
か
ら
債
務

整
理
を
受
任
し
た
旨
を
記
載
し
た
債

務
整
理
開
始
通
知
を
送
付
し
た
こ

と
、
③
Ａ
は
、
Ｙ
に
対
し
、
給
与
控

除
の
方
法
に
よ
る
弁
済
の
停
止
を
求

め
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
④
通
常
、

債
務
者
が
債
務
整
理
を
弁
護
士
事
務

所
に
委
任
す
る
場
合
に
は
、
債
務
の

弁
済
に
窮
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
、
⑤
債
務
整
理
開
始
通
知
に
は
Ａ

の
債
権
者
に
対
し
て
取
立
て
行
為
の

中
止
を
求
め
る
旨
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
、
債
務
整
理
開
始
通

知
を
も
っ
て
「
黙
示
的
の
支
払
の
停

止
」
と
判
断
し
、
破
産
管
財
人
Ｘ
の

否
認
権
を
認
め
た
。

こ
の
判
決
に
対
し
控
訴
し
た
Ｙ

は
、
上
記
④
の
通
常
、
債
務
者
が
債

務
整
理
を
弁
護
士
事
務
所
に
委
任
す

る
場
合
に
は
、
債
務
の
弁
済
に
窮
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
、
黙
示

の
支
払
の
停
止
の
一
つ
の
根
拠
と
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
㋐
通
知
内
容

に
破
産
手
続
を
採
る
よ
う
な
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、

㋑
債
務
整
理
の
通
知
で
あ
っ
て
も
、

任
意
整
理
や
民
事
再
生
手
続
が
採
ら

れ
る
場
合
も
多
く
、
必
ず
し
も
弁
済

能
力
が
欠
如
し
た
支
払
不
能
状
態
で

あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
㋒
債
務

整
理
開
始
通
知
発
送
後
に
、
貸
金
業

者
に
対
し
て
過
払
金
返
還
請
求
権
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
有
無

及
び
請
求
し
得
る
金
額
如
何
で
債
務

状
況
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
弁
護

士
が
受
任
通
知
を
出
す
段
階
で
は
、

支
払
不
能
か
否
か
の
判
断
を
下
す
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
も
多
い
な
ど
と

反
論
し
た
。

ま
た
、
Ｙ
は
、
㋓
「
弁
護
士
が
債

務
整
理
を
受
任
し
た
場
合
に
は
、
貸

金
業
者
に
対
し
て
は
、
貸
金
業
法
21

条
１
項
９
号
の
取
立
禁
止
の
遵
守
を

促
す
た
め
に
取
立
て
行
為
の
中
止
を

求
め
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
上
記
記

載
は
正
に
そ
の
趣
旨
の
記
載
で
あ

り
、
必
ず
し
も
貸
金
業
者
で
な
い
他

の
債
権
者
に
対
す
る
要
請
で
は
な

い
」
と
も
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
二
審
裁
判
所
（
原

審
）
は
、
ⓐ
Ａ
は
Ｅ
事
務
所
に
対

し
、
勤
務
先
に
は
自
己
破
産
の
申
立

て
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

伝
え
て
い
た
が
、
弁
護
士
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
Ｙ
に
電
話
を
か
け
、

担
当
者
に
給
与
か
ら
の
天
引
き
停
止

の
了
承
を
求
め
た
旨
の
記
載
が
あ
る

が
、
電
話
を
受
け
た
Ｙ
の
担
当
者
の

報
告
書
に
は
、
近
日
中
に
民
事
再
生

の
予
定
で
あ
り
、
給
与
控
除
は
停
止

し
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ａ

の
主
張
が
矛
盾
と
も
い
え
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
ⓑ
Ｙ
に
送
付
さ

れ
た
債
務
整
理
開
始
通
知
に
は
破
産

申
立
て
を
す
る
旨
の
記
載
は
な
い
こ

と
、
Ⓒ
同
通
知
が
さ
れ
て
か
ら
破
産

者
の
破
産
手
続
開
始
通
知
書
が
送
付

さ
れ
る
ま
で
に
は
６
カ
月
以
上
の
間
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こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
が
上
告
し
た
。

最
高
裁
は
個
人
の
場
合
に

支
払
停
止
を
認
め
る

回
復
さ
せ
、
債
権
者
間
の
平
等
を
実

現
す
る
た
め
に
「
否
認
権
」
の
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

否
認
権
に
は
「
詐
害
行
為
否
認
」

と
「
偏
頗
行
為
否
認
」
が
あ
る
。
前

者
は
、
債
務
者
が
債
権
者
全
体
に
対

し
て
責
任
財
産
を
減
少
さ
せ
る
行
為

（
詐
害
行
為
）
を
否
認
す
る
こ
と
を

い
う
。
後
者
は
、
債
権
者
間
の
平
等

を
害
す
る
よ
う
な
行
為
（
偏
頗
行

為
）
を
否
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
今

回
の
事
案
は
、
特
定
の
債
権
者
に
対

し
て
弁
済
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
他

の
破
産
債
権
者
と
の
間
で
不
平
等
が

生
じ
て
お
り
、
偏
頗
行
為
と
し
て
破

産
管
財
人
が
否
認
権
を
行
使
し
た
も

の
で
あ
る
。

偏
頗
行
為
と
し
て
否
認
で
き
る
の

は
、
①
破
産
者
が
支
払
不
能
又
は
破

産
手
続
開
始
申
立
の
後
に
、
②
既
存

債
務
に
つ
い
て
担
保
の
供
与
又
は
債

務
の
弁
済
を
行
っ
た
場
合
、
③
破
産

債
権
者
が
支
払
不
能
又
は
破
産
手
続

申
立
を
知
っ
て
い
た
と
き
（
破
産
法

１
６
２
条
１
項
１
号
）
に
な
る
。 

今
回
の
事
案
で
は
、
③
の
要
件
の

最
高
裁
は
、
今
月
の
判
示
事
項
の

と
お
り
の
判
断
を
示
し
、
弁
護
士
ら

が
債
権
者
一
般
に
対
し
て
本
件
通
知

を
送
付
し
た
行
為
は
、
破
産
法
１
６

権
の
行
使
を
認
め
た
。

破
産
手
続
に
お
け
る

否
認
権
と
は

破
産
手
続
開
始
決
定
が
な
さ
れ
る

直
前
の
時
期
に
、
特
定
の
債
権
者
が

債
権
の
回
収
を
行
っ
た
り
、
債
務
者

が
手
元
に
資
金
を
残
す
た
め
に
自
己

の
財
産
を
廉
価
で
処
分
し
た
り
す
る

２
条
１
項
１
号
イ
及
び

３
項
に
い
う
「
支
払
の

停
止
」
に
あ
た
る
と
判

断
し
、
Ｙ
の
控
訴
判
決

を
破
棄
し
、
Ｘ
の
否
認

な
ど
す
る
と
、
破
産

手
続
開
始
決
定
段
階

で
破
産
財
団
が
形
成

で
き
な
い
お
そ
れ
が

生
じ
る
。
こ
れ
を
許

す
と
、
破
産
法
の
目

的
で
あ
る
関
係
者
の

利
害
調
整
や
債
務
者

の
財
産
の
公
平
な
清

算
を
図
る
（
破
産
法

１
条
）
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
。
そ
こ

で
、
一
定
の
要
件
の

下
で
、
破
産
手
続
開

始
前
に
行
わ
れ
た
行

為
の
効
力
を
否
定
し

て
流
出
し
た
財
産
を

［図表］　事案の概要（最高裁平成24年10月19日判決）

 

 

 

 

破産者 Ａ 
Ｙ 共済組合 

弁護士法人
Ｅ 事務所 

破産管財人 Ｘ

②21年１月
債務整理
の委任 

③21年１月債務整理
開始の通知 

⑧否認権
行使

裁判所

➀19年１月150万円の借入れ

④21年２月給与からの
控除の停止の要請

➆21年８月
破産開始決定 

勤務先

⑥破産手続開始の申立て

⑤17万円給与天引き

今月の裁判要旨
個人である債務者が、自らの債務の支払の猶予又は減免等についての
事務である債務整理を、法律事務の専門家である弁護士らに委任した
旨の記載がされており、当該弁護士らが、債権者一般に宛てて債務者
等への連絡及び取立て行為の中止を求めるなどその債務につき統一的
かつ公平な弁済を図ろうとしている旨をうかがわせる記載がされてい
た場合において、債務者が単なる給与所得者であり広く事業を営む者
ではないという本件の事情を考慮すると、上記各記載のある本件通知
には、自己破産を予定している旨が示されていなくても、債務者が支
払能力を欠くために一般的かつ継続的に債務の支払をすることができ
ないことが、少なくとも黙示的に外部に表示されているとみるのが相
当である。
� （最高裁平成24年10月19日判決　金法1962号60頁）
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該
当
性
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
債
務

整
理
通
知
に
は
、
自
己
破
産
を
予
定

し
て
い
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、
債
務
者
が
単
な
る
給
与
所
得
者

で
あ
る
個
人
で
あ
り
、「
統
一
的
か

つ
公
平
な
弁
済
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
旨
を
う
か
が
わ
せ
る
記
載
が
さ
れ

て
い
た
場
合
」、
す
な
わ
ち
、
破
産

手
続
に
よ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
、「
債
務
者
が
支
払
能
力
を

欠
く
た
め
に
一
般
的
か
つ
継
続
的
に

債
務
の
支
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
」（
支
払
不
能
）
が
、「
少
な

く
と
も
黙
示
的
に
」
外
部
に
表
示
さ

れ
て
い
る
と
裁
判
所
は
判
断
し
た
の

で
あ
る
。

記
載
内
容
が
異
な
る
場
合
や

法
人
の
場
合
に
留
意
を

新
釜　

本
件
は
、
貸
金
業
法
の
適
用

が
な
い
共
済
組
合
が
債
権
者
で
、
給

与
天
引
き
で
の
弁
済
と
い
う
大
変
特

殊
な
事
案
で
す
ね
。

津
森　

共
済
組
合
が
主
張
し
て
い
る

よ
う
に
、
債
務
整
理
す
る
旨
と
本
人

等
へ
の
催
告
な
ど
取
立
て
の
中
止
要

請
だ
け
で
、
債
務
の
内
容
や
整
理
の

時
期
な
ど
が
明
確
で
な
く
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
整
理
手
法
を
と
る
の
か

が
不
明
な
通
知
が
散
見
さ
れ
ま
す

ね
。

新
釜　

過
払
金
が
存
在
し
て
お
り
、

法
的
整
理
に
は
至
ら
ず
、
一
部
弁
済

を
受
け
る
こ
と
さ
え
、
あ
り
ま
す
か

ら
ね
。

由
丸　

本
事
案
は
、
消
費
者
金
融
業

者
等
に
対
し
て
多
額
の
債
務
を
負
担

し
て
い
る
個
人
や
零
細
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
債
務
整
理
通
知
に
、
破
産

手
続
を
行
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

な
く
て
も
、
支
払
停
止
と
し
て
扱

い
、
通
知
後
の
弁
済
を
否
認
し
て
、

本
人
に
返
還
す
べ
し
と
い
う
こ
と

だ
。

新
釜　

そ
う
す
る
と
、
債
務
整
理
の

通
知
が
あ
る
と
、
す
べ
て
支
払
停
止

の
表
明
で
あ
る
と
し
て
扱
わ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
。

由
丸　

い
や
そ
う
で
は
な
い
。
最
高

裁
は
、「
そ
の
債
務
に
つ
き
統
一
的

か
つ
公
平
な
弁
済
を
図
ろ
う
と
し
て

い
る
旨
を
う
か
が
わ
せ
る
記
載
が
さ

れ
て
い
た
場
合
」
に
お
い
て
「
単
な

る
給
与
所
得
者
」
で
あ
る
と
き
に
、

支
払
停
止
の
通
知
文
書
と
見
る
べ
き

で
あ
る
と
し
て
い
る
だ
け
だ
。
し
た

が
っ
て
、
通
知
文
の
内
容
を
確
認

し
、
自
己
破
産
等
の
申
立
予
定
と
の

記
載
が
あ
る
か
、
記
載
内
容
か
ら
自

己
破
産
が
予
想
さ
れ
る
か
判
断
し
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
と
き
や
通
知
か
ら

時
間
が
経
過
し
て
も
方
針
の
明
示
が

な
け
れ
ば
、
通
知
人
の
弁
護
士
に
債

務
整
理
方
針
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
ね
。

津
森　

債
務
者
等
に
は
連
絡
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
が
、
弁
護
士
に

は
と
く
に
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

ね
。

由
丸　

そ
う
だ
。
と
く
に
、
法
人
が

債
務
者
の
場
合
は
、
信
用
失
墜
、
取

引
停
止
を
回
避
す
る
た
め
、
弁
済
計

画
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
。

最
高
裁
判
決
で
の
須
藤
最
高
裁
判
事

の
補
足
意
見
に
あ
る
よ
う
に
、
法
人

の
場
合
は
、
通
知
を
直
ち
に
「
支
払

の
停
止
」
と
扱
う
と
、
か
え
っ
て
再

建
の
芽
を
摘
ん
で
し
ま
い
か
ね
な
い

こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
ね
。

新
釜　

と
こ
ろ
で
、
債
務
整
理
通
知

を
受
け
る
前
か
ら
、
債
務
名
義
に
基

づ
い
て
債
権
に
対
す
る
強
制
執
行
を

し
て
い
て
、
通
知
受
領
後
に
取
立
権

に
基
づ
き
引
渡
し
を
受
け
る
よ
う
な

場
合
で
も
、
否
認
の
対
象
に
な
り
ま

す
か
。

由
丸　

執
行
行
為
に
よ
り
弁
済
が
な

さ
れ
た
場
合
で
も
他
の
破
産
債
権
者

が
弁
済
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い

う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
の
で
、
破

産
法
１
６
５
条
は
執
行
行
為
の
否
認

を
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
１

６
６
条
の
規
定
に
よ
り
、
破
産
手
続

開
始
の
申
立
て
の
日
か
ら
１
年
以
上

前
に
し
た
執
行
行
為
に
は
、
適
用
さ

れ
な
い
の
で
否
認
さ
れ
な
い
。
債
務

整
理
の
通
知
前
後
の
強
制
執
行
の
場

合
は
、
事
後
的
に
破
産
手
続
に
な
る

と
否
認
権
を
行
使
さ
れ
る
可
能
性
は

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
担
保

権
の
実
行
は
、
別
除
権
と
し
て
保
護

さ
れ
て
い
る
の
で
、
否
認
権
の
対
象

に
は
な
ら
な
い
。

�

422020―5



シリーズ

家族をつなぐ新しいプラットフォームで、
家計の共有と家族の見守りを可能に

三井住友カード
「かぞくのおさいふ」

新
た
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
の
第
３
弾

三
井
住
友
カ
ー
ド
は
２
０
２
０
年

３
月
16
日
、
家
庭
内
で
の
お
金
の
や

り
と
り
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
で
き

る
、
ま
っ
た
く
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト

の
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
か
ぞ
く
の
お
さ

い
ふ
」
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
商
品
企
画

開
発
部
プ
リ
ペ
イ
ド
開
発
グ
ル
ー
プ

部
長
代
理
の
渡
邊
真
司
氏
は
い
う
。

「
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
、
18
年

５
月
に
『
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
戦

略
』
を
発
表
し
、
事
業
者
と
利
用
者

双
方
の
顧
客
の
目
線
で
サ
ー
ビ
ス
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、

日
本
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
進
展

の
阻
害
要
因
の
解
決
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
加
盟
店
向
け
に
は
次
世
代
決

済
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
「stera

」

や
デ
ー
タ
分
析
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

「Custella

」
な
ど
を
推
進
。
そ
し

て
、
利
用
者
向
け
に
は
、
実
際
に
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
ご
利
用
さ
れ
る
お

客
様
に
、
い
ま
ま
で
と
は
違
う
『
安

ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
、
使
い
す
ぎ
が
心
配
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
利
用
に
不
安
を
抱
く
人
、
あ
る
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
入
会
で
き
る

年
齢
に
達
し
て
い
な
い
若
年
層
な
ど
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
体
験
で
き
る
決

済
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
幅
広
い
人
々
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
従
来
の
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
一
人
ひ
と
り
が
異
な
る
ア
カ
ウ
ン
ト
を
も
ち
、
入
金
（
チ

ャ
ー
ジ
）
や
利
用
明
細
の
管
理
も
、
個
々
の
カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
行

う
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
常
識
を
覆
し
、
斬
新
な
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決
済
エ
ク
ス
ペ

リ
エ
ン
ス
を
提
供
し
よ
う
と
、
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
が
登
場
し
た
。
三
井
住
友
カ
ー
ド
が
３
月
16
日
に
リ
リ
ー
ス
し
た
「
か

ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」
が
そ
れ
だ
。「
家
族
を
つ
な
ぐ
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
た
新
商
品
の
開
発
過
程
を
追
っ

た
。

心
・
安
全
』『
便
利
』『
お
得
』
を
実

感
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
新
た
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
新
デ
ザ
イ
ン
カ
ー
ド
の
採
用
、

Ｖ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ア
プ
リ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
続
く
『
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
』

は
、
そ
の
第
３
弾
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
新
商
品
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
と
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
長
所
を

組
み
合
わ
せ
、
家
計
を
管
理
し
や
す

く
し
、
さ
ら
に
家
庭
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
お
金
の
や
り
と
り
の
な
か
で
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
で
き
る
領
域
を
拡

大
す
る
の
が
狙
い
で
す
」。

共
通
の
お
さ
い
ふ
と

個
別
の
お
さ
い
ふ
が
連
携

こ
の
「
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」

は
、「
共
通
の
お
さ
い
ふ
」
と
「
個

別
の
お
さ
い
ふ
」
の
二
つ
に
分
か
れ

て
い
る
。

共
通
の
お
さ
い
ふ
は
家
計
管
理
者

用
で
本
会
員
と
家
族
会
員
そ
れ
ぞ
れ

１
枚
ず
つ
、
合
計
２
枚
の
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
で
残
高
を
共
有
す
る
も
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の
。
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
、
両
者

に
利
用
通
知
メ
ー
ル
が
届
く
。

た
と
え
ば
、
共
通
の
お
さ
い
ふ
を

夫
婦
共
有
の
プ
リ
ぺ
イ
ド
カ
ー
ド
口

座
と
し
て
活
用
す
れ
ば
、
妻
が
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
使
え
ば
夫
に
も
、

夫
が
使
え
ば
妻
に
も
通
知
が
届
き
、

利
用
明
細
や
残
高
を
共
有
し
な
が

ら
、
夫
婦
が
一
緒
に
な
っ
て
家
計
管

理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
つ
の
個
別
の
お
さ
い
ふ

は
、
家
計
管
理
者
以
外
の
家
族
用

だ
。
入
金
さ
れ
た
残
高
の
範
囲
内
で

利
用
で
き
る
家
族
会
員
の
プ
リ
ぺ
イ

ド
カ
ー
ド
が
紐
付
い
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
子
供
の
お
小
遣
い
用

や
仕
送
り
用
の
プ
リ
ぺ
イ
ド
カ
ー
ド

口
座
と
い
っ
た
割
当
て
が
で
き
る
よ

う
に
、
個
別
の
お
さ
い
ふ
は
、
最
大

九
つ
ま
で
。
６
歳
以
上
の
小
学
生
か

ら
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

個
別
の
お
さ
い
ふ
の
利
用
者
は
子

供
だ
け
で
な
く
、
老
親
も
想
定
で
き

る
。
老
親
へ
の
仕
送
り
を
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
へ
の
チ
ャ
ー
ジ
で
行
う
こ

と
が
可
能
だ
。

家
族
の
間
の
資
金
の
流
れ
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

共
通
の
お
さ
い
ふ
の
残
高
は
、
個

別
の
お
さ
い
ふ
へ
の
つ
け
替
え
が
で

き
る
し
、
個
別
の
お
さ
い
ふ
か
ら
共

通
の
お
さ
い
ふ
へ
と
残
高
を
移
動
す

る
こ
と
も
可
能
で
、
双
方
向
で
お
金

を
移
せ
る
（
図
表
）。
本
会
員
は
共

有
の
お
さ
い
ふ
と
個
別
の
お
さ
い
ふ

に
チ
ャ
ー
ジ
が
で
き
る
。
共
通
の
お

さ
い
ふ
を
使
っ
て
い
る
家
族
会
員

も
、
共
通
の
お
さ
い
ふ
に
チ
ャ
ー
ジ

が
可
能
。
そ
の
ほ
か
の
家
族
会
員
は

そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
も
っ
て
い
る
個

別
の
お
さ
い
ふ
に
チ
ャ
ー
ジ
で
き

る
。ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
本
会
員
と
家
族
会
員
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
チ
ャ
ー
ジ
が
で
き
る

し
、
本
会
員
は
共
通
の
お
さ
い
ふ
と

個
別
の
お
さ
い
ふ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
よ
る
オ
ー
ト
チ
ャ
ー
ジ
を
設

定
で
き
る
。
チ
ャ
ー
ジ
は
こ
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
セ
ブ
ン

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
ロ
ー
ソ
ン
店
頭
で
も

可
能
で
あ
る
。

個
別
の
お
さ
い
ふ
用
の
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
、
共
通
の

お
さ
い
ふ
を
使
っ
て
い
る
本
会
員
に

利
用
通
知
メ
ー
ル
が
届
く
。
利
用
明

細
は
「
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」
専
用

の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
「
マ
イ
ペ
ー

ジ
」
で
確
認
で
き
る
が
、
三
井
住
友

カ
ー
ド
が
発
行
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
保
有
し
て
い
れ
ば
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
会
員
向
け
の
Ｖ
ｐ
ａ
ｓ

ｓ
ア
プ
リ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
ほ
か
、
家
計
簿
ア
プ
リ
の

マ
ネ
ー
ツ
リ
ー
の
利
用
者
で
あ
れ

ば
、
三
井
住
友
カ
ー
ド
や
「
か
ぞ
く

の
お
さ
い
ふ
」
の
利
用
履
歴
デ
ー
タ

を
連
携
で
き
る
の
で
、
そ
ち
ら
で
確

認
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

こ
の
よ
う
に
文
字
で
表
現
し
よ
う

と
す
る
と
や
や
複
雑
な
商
品
設
計
に

感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
チ
ャ
ー

ジ
や
残
高
の
移
動
、
利
用
明
細
の
確

認
は
ウ
ェ
ブ
や
ア
プ
リ
で
操
作
で
き

る
の
で
、
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
は
シ
ン
プ
ル
だ
。
シ
ン
プ
ル
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
対

応
で
き
る
柔
軟
性
を
有
し
て
い
る
。

「
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」
を
使
え

ば
、
家
族
間
の
お
金
の
や
り
と
り
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
と
家
計
の
見
え

る
化
が
図
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

家
族
の
家
計
管
理
の
課
題
を

１
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
申
込
み

は
18
歳
以
上
か
ら
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
普
及
し

よ
う
と
思
う
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
保
有
年
齢
と
い
う
大
き
な
壁
に

ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
個
人
で

は
な
く
家
族
と
い
う
単
位
で
見
る
こ

と
で
、
新
た
な
ヒ
ン
ト
が
見
出
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
18
年
夏
に

20
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
１
万
人
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
世

帯
の
家
計
管
理
や
子
供
や
親
へ
の
問

題
意
識
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
『
か

ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
』
の
開
発
の
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
」（
渡
邊
氏
）。
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世
帯
の
問
題
意
識
で
上
位
を
占
め

た
の
は
、「
貯
蓄
が
で
き
て
い
な
い
」

「
支
出
の
適
正
額
」「
預
貯
金
と
の
分

別
管
理
手
順
」
と
い
っ
た
貯
蓄
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
。

子
供
に
対
し
て
は
、「
正
し
い
お

金
の
使
い
方
」
や
「
何
に
使
っ
た
の

か
を
チ
ェ
ッ
ク
、
把
握
し
た
い
」
と

い
っ
た
金
融
教
育
や
状
況
把
握
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
。
老
親
に
対
し
て
は

「
だ
ま
さ
れ
て
い
な
い
か
」「
使
い
す

ぎ
の
防
止
」
と
い
っ
た
心
配
解
消
の

た
め
の
ニ
ー
ズ
が
上
位
を
占
め
た
と

い
う
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
家
族
カ

ー
ド
利
用
分
も
ま
と
め
て
支
払
え
る

よ
う
に
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
本

会
員
と
家
族
会
員
を
セ
ッ
ト
に
し
た

家
族
単
位
で
残
高
を
共
有

で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
浮
か
び
上

が
っ
た
課
題
が
解
決
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
で
あ
れ
ば
、
チ
ャ
ー

ジ
し
た
残
高
の
範
囲
内
で

の
ご
利
用
に
な
る
の
で
、

使
い
す
ぎ
の
心
配
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
持
て
な
い
年
齢
の

子
供
で
も
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
家
族
会

員
と
し
て
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
」

（
渡
邊
氏
）。

複
数
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を

紐
付
け
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発

三
井
住
友
カ
ー
ド
は
、「
か
ぞ
く

の
お
さ
い
ふ
」
に
先
立
っ
て
、
19
年

９
月
、
審
査
不
要
で
６
歳
以
上
（
小

学
生
以
上
）
か
ら
持
て
る
発
行
手
数

料
無
料
の
Ｖ
ｉ
ｓ
ａ
の
タ
ッ
チ
決
済

機
能
付
き
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
「
Ｖ

ｉ
ｓ
ａ
プ
リ
ペ
」
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。「

か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」
の
シ
ス

テ
ム
は
、
こ
の
Ｖ
ｉ
ｓ
ａ
プ
リ
ペ
の

シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。

だ
が
、
複
数
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
で
残
高
を
共
有
す
る
の
は
た
や
す

い
作
業
で
は
な
い
。

シ
ス
テ
ム
統
括
部
部
長
代
理
の
河

村
和
宏
氏
は
、
こ
う
い
う
。

「
そ
も
そ
も
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

は
利
用
者
一
人
に
つ
き
一
つ
の
ア
カ

ウ
ン
ト
を
設
定
し
、
個
々
の
ア
カ
ウ

ン
ト
で
残
高
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
間

で
残
高
を
つ
け
替
え
る
こ
と
は
ま
っ

た
く
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
家
族
の
み
ん
な
が
使
っ
て
い
る

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
紐
付
け
、
一
体
で
管
理
す
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
大
改
修

が
必
要
で
し
た
。
し
か
も
、
た
と
え

ば
、
親
が
共
通
の
お
さ
い
ふ
か
ら
子

供
の
個
別
の
お
さ
い
ふ
に
残
高
を
移

動
す
る
場
合
、
す
ぐ
に
子
供
が
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
き
な
い
と
困
る

場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
移
動
額
を
残
高
に
反
映
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
族
に
安

心
・
安
全
を
提
供
す
る
た
め
の
商
品

で
す
。
シ
ス
テ
ム
部
門
と
し
て
は
、

確
実
に
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
、
念

に
は
念
を
入
れ
て
し
っ
か
り
と
作
り

込
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
」。渡

邊
氏
も
、「
シ
ス
テ
ム
部
門
に

は
と
に
か
く
無
理
を
聞
い
て
も
ら
っ

た
」
と
、
シ
ス
テ
ム
部
門
へ
の
感
謝

す
る
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。

実
は
、
商
品
企
画
の
初
め
か
ら
、

共
通
の
お
さ
い
ふ
と
個
別
の
お
さ
い

ふ
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
固
ま
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。

［図表］　共通のおさいふと個別のおさいふとの間の残高移動のイメージ
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「『
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
』
の
商

品
設
計
を
す
る
段
階
で
、
共
通
の
お

さ
い
ふ
だ
け
、
あ
る
い
は
個
別
の
お

さ
い
ふ
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
設
計
で

よ
い
の
で
は
と
い
う
意
見
も
出
ま
し

た
。
し
か
し
、
お
申
込
み
さ
れ
た
ご

家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

使
い
方
を
想
定
し
、
そ
れ
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
二
つ
の
性

格
の
違
う
お
さ
い
ふ
を
セ
ッ
ト
に
し

て
、
利
用
状
況
の
共
有
の
仕
方
や
チ

ャ
ー
ジ
の
仕
方
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
の
で
す
」（
渡
邊
氏
）。

こ
の
ほ
か
、
個
別
の
お
さ
い
ふ
に

も
オ
ー
ト
チ
ャ
ー
ジ
機
能
を
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
前
述
し
た

が
、
た
と
え
ば
高
校
生
の
子
供
が
持

つ
家
族
カ
ー
ド
に
は
オ
ー
ト
チ
ャ
ー

ジ
機
能
を
付
け
る
が
、
小
学
生
の
子

供
の
家
族
カ
ー
ド
に
は
つ
け
な
い
と

い
う
選
択
も
可
能
。

こ
の
柔
軟
性
が
「
か
ぞ
く
の
お
さ

い
ふ
」
の
持
ち
味
な
の
だ
が
、
商
品

設
計
が
進
む
に
つ
れ
て
、
シ
ス
テ
ム

要
件
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

Ｖ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ア
プ
リ
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員
専
用
に

ま
た
、「
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」

と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員
向
け
ア

プ
リ
「
Ｖ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ア
プ
リ
」
と
の

関
係
を
ど
う
整
理
す
る
か
も
大
き
な

議
論
を
呼
ん
だ
と
い
う
。

選
択
肢
は
二
つ
。

Ｖ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ア
プ
リ
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
会
員
に
限
定
す
る
か
。
そ

れ
と
も
、「
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」

だ
け
を
利
用
す
る
プ
リ
ぺ
イ
ド
カ
ー

ド
専
用
会
員
に
も
開
放
す
る
か
で
あ

る
。「

Ｖ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ア
プ
リ
を
『
か
ぞ

く
の
お
さ
い
ふ
』
専
用
の
会
員
も
使

え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
既
存
の
Ｖ

ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ア
プ
リ
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
用
の
機
能
を
加
え
、
プ
リ
ペ
イ

ド
の
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
建
物
に
た

と
え
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
専

用
の
１
階
建
て
の
ま
ま
に
す
る
か
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
の
２
階
建
て
に
す
る
か
の
選

択
で
す
。
結
局
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
員
専
用
Ｖ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
の
世
界
観

を
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
機

能
を
増
や
し
て
複
雑
に
し
て
し
ま
う

と
ア
プ
リ
の
Ｕ
Ｉ
が
わ
か
り
に
く
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
１
階
建
て
に

す
る
形
で
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
」

（
渡
邊
氏
）。

そ
こ
で
、「
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」

専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
し
て
「
マ

イ
ペ
ー
ジ
」
を
構
築
。
共
有
の
お
さ

い
ふ
の
家
計
管
理
者
が
、
家
族
会
員

に
チ
ャ
ー
ジ
し
た
り
、
残
高
照
会
、

利
用
明
細
照
会
な
ど
の
家
族
管
理
が

行
え
る
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と
と
し

た
わ
け
だ
。

14
種
類
の

券
面
デ
ザ
イ
ン
を
用
意

最
後
に
カ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
よ
う
。

「
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
ち
な
み
、
お
さ
い
ふ

を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

券
面
は
２
種
類
。

が
ま
ぐ
ち
財
布
の
ら
っ
き
ょ
う
玉

（
留
め
金
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「
ス
マ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
、
お
財

布
の
チ
ャ
ッ
ク
を
ポ
ッ
プ
に
描
い
た

「
チ
ャ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
」
だ
（
画

像
）。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
新
デ

ザ
イ
ン
同
様
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

番
号
等
は
裏
面
に
印
字
さ
れ
て
い

る
。特

筆
す
べ
き
は
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

共
通
の
お
さ
い
ふ
で
２
枚
、
個
別

の
お
さ
い
ふ
に
は
最
大
で
９
枚
と
、

か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
に
は
最
大
で
合

計
11
枚
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
が
紐

付
く
格
好
に
な
る
。

そ
こ
で
、
ス
マ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

チ
ャ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ

に
、
レ
ッ
ド
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
グ
リ
ー

ン
、
イ
エ
ロ
ー
、
ネ
イ
ビ
ー
、
パ
ー

プ
ル
、
ピ
ン
ク
の
七
つ
の
カ
ラ
ー
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
用
意
し
た
。
カ
ラ

ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
る
と
、

券
面
デ
ザ
イ
ン
の
選
択
肢
は
、
14
種

類
に
広
が
る
の
で
、
家
族
内
で
プ
リ

ぺ
イ
ド
カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
が
被
ら
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な
い
よ
う
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。家

族
み
ん
な
で
好
き
な
デ
ザ
イ
ン

と
色
を
選
べ
る
か
ら
、
だ
れ
が
ど
れ

に
す
る
と
か
、
家
族
の
会
話
も
弾
む

だ
ろ
う
。

「
券
面
の
デ
ザ
イ
ン
の
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
実
際

の
カ
ー
ド
を
見
て
選
ん
で
い
た
だ
く

会
場
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
モ
ニ
タ

ー
は
当
社
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
か
、
持
っ
て
い
な
い
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
が
い
る
方
約

２
０
０
名
。
高
校
生
の
お
子
様
同
伴

で
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
案
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
は
７
種
類
。
そ
れ
ぞ
れ
の

デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
て

い
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

先
入
観
を
与
え
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
社
名
は
伏
せ
て
行
い
ま

し
た
」（
渡
邊
氏
）。

「
か
ぞ
く
の
お
さ
い
ふ
」
の
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、「
家
族
み
ん
な
が

持
て
る
Ｖ
ｉ
ｓ
ａ
プ
リ
ぺ
イ
ド
カ
ー

ド
で
家
計
の
共
有
と
家
族
の
見
守
り

を
」。家

族
の
お
さ
い
ふ
は
家
族
内
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
だ
け
で
な
く
、
家

計
簿
や
お
小
遣
い
帳
の
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
も
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

家
族
の
家
計
管
理
が
大
き
く
様
変

わ
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
稲
毛
ゆ
か
）

▲
�

二
つ
の
デ
ザ
イ
ン
と
カ
ー
ド
の
裏
面
。（
画
像
）
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信用金庫部
上席審議役

公立学校臨時休業要請が
もたらす影響

５

直
接
の
影
響
を
受
け
た

労
働
者
数
は
？

５
年
に
一
度
の
公
表
の
た
め
、
現

時
点
で
も
最
新
の
デ
ー
タ
と
な
る
２

０
１
７
年
版
の
就
業
構
造
基
本
調
査

で
は
、「
夫
婦
の
い
る
世
帯
の
う
ち

共
働
き
の
割
合
」
が
、
全
都
道
府
県

で
前
回
調
査
を
上
回
り
ま
し
た
。
最

上
位
の
福
井
県
か
ら
最
下
位
の
奈
良

県
ま
で
の
全
国
平
均
は
48
・
８
％
と

な
り
（
図
表
１
）、
５
年
前
に
比
べ
、

３
・
４
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
上
昇
傾
向
は
、
現
在

ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
20
年
４
月
現
在
で

は
、
過
半
に
達
し
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

今
回
、
政
府
側
が
要
請
対
象
と
し

た
の
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
と
特

別
支
援
学
校
で
す
。
18
年
の
国
民
生

活
基
礎
調
査
で
は
、「
18
歳
未
満
の

児
童
の
い
る
核
家
族
世
帯
」
は
、
一

人
親
の
約
76
万
１
０
０
０
世
帯
を
含

む
９
３
８
万
５
０
０
０
世
帯
に
及
ん

で
い
ま
す
。

休
業
に
伴
う
在
宅
負
担
が
相
対
的

に
重
い
と
思
わ
れ
る
小
学
生
を
念
頭

に
置
き
、
０
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
18

年
の
う
ち
の
６
年
間
と
し
て
こ
の
世

帯
数
を
３
等
分
す
る
と
、
約
３
１
２

万
８
０
０
０
世
帯
と
な
り
ま
す
。
そ

の
約
半
数
が
共
働
き
し
て
い
る
と
仮

定
す
れ
ば
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
の
短
時
間
労
働
を
含
め
、
子
供

を
世
話
し
な
が
ら
、
小
学
校
へ
の
通

学
中
な
ど
に
就
労
し
て
い
る
労
働
者

は
、
約
１
５
６
万
４
０
０
０
人
と
な

り
ま
す
。
今
般
の
休
業
要
請
は
、
小

学
生
の
親
だ
け
で
も
、
少
な
く
と
も

こ
の
く
ら
い
の
人
数
に
何
ら
か
の
影

響
を
与
え
た
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。３

月
25
日
に
は
、
小
池
都
知
事
よ

り
、
感
染
爆
発
懸
念
の
高
ま
り
を
背

景
に
、
都
民
へ
の
平
日
の
可
能
な
限

り
の
自
宅
仕
事
・
夜
間
の
外
出
の
抑

制
・
週
末
の
不
要
不
急
の
外
出
抑
制

が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
都

立
大
学
の
新
学
期
を
５
月
の
連
休
明

け
か
ら
と
す
る
こ
と
に
言
及
す
る
と

と
も
に
、
他
の
大
学
に
も
効
果
の
あ

る
対
策
を
要
請
し
ま
し
た
。

翌
26
日
に
は
、
大
野
埼
玉
県
知
事

よ
り
県
民
に
対
し
て
週
末
の
東
京
都

へ
の
不
要
不
急
の
外
出
の
抑
制
が
要

請
さ
れ
、
千
葉
県
も
こ
れ
に
続
く
動

き
を
示
す
な
ど
、
影
響
の
長
期
化
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

休
業
に
伴
う

負
担
と
ニ
ー
ズ

２
月
27
日
の
第
15
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
の
議
論
を
踏

ま
え
た
３
月
２
日
か
ら
春
休
み
ま
で
の
公
立
学
校
へ
の
臨
時
休
業
要
請
は
、
社

会
に
大
き
な
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
安
倍
総
理
か
ら
の
要
請

時
に
は
、
入
学
式
・
卒
業
式
な
ど
を
実
施
す
る
際
の
万
全
の
対
策
、
行
政
機
関

・
民
間
企
業
で
の
休
暇
の
取
り
や
す
い
環
境
整
備
、
子
供
を
も
つ
保
護
者
へ
の

配
慮
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
が
リ
テ
ー
ル
金
融
機
関
市

場
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
考
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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信用金庫部
上席審議役

公立学校臨時休業要請が
もたらす影響

５

こ
う
し
た
共
働
き
核
家
族
世
帯
に

と
っ
て
は
、
突
然
の
学
校
休
業
に
伴

っ
て
、
家
庭
で
の
子
供
の
世
話
に
追

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
近
隣
に

住
む
父
母
や
義
父
母
な
ど
に
世
話
を

依
頼
す
る
な
か
で
、
引
き
受
け
た
側

に
は
、“
孫
疲
れ
”
の
事
象
も
見
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
遠
隔

地
に
住
む
親
族
に
子
供
を
預
け
る
形

の
“
疎
開
”
を
実
施
す
る
向
き
も
認

め
ら
れ
ま
す
。

前
者
の
場
合
に
は
、
自
宅
ま
で
の

交
通
費
や
子
供
に
与
え
る
軽
食
な
ど

に
充
当
す
る
た
め
に
、
父
母
や
義
父

母
に
小
遣
い
を
渡
す
こ
と
が
一
般
的

な
よ
う
で
す
。
後
者
の
場
合
に
は
、

遠
隔
地
へ
の
交
通
費
に
加
え
、
食
費

分
も
渡
す
こ
と
が
平
均
的
な
よ
う
で

す
。
い
ず
れ
も
、
相
応
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
段
が
選
択
で
き
る
世

帯
ば
か
り
で
は
な
く
、
毎
日
は
依
頼

で
き
な
い
世
帯
も
相
当
数
に
及
び
ま

す
。
そ
う
し
た
世
帯
で
は
、
養
育
と

仕
事
の
両
立
の
た
め
に
世
話
の
一
部

を
他
者
に
委
ね
た
り
、
休
業
に
伴
う

学
業
の
遅
れ
を
教
育
産
業
の
活
用
に

よ
っ
て
補
っ
た
り
す
る
ニ
ー
ズ
が
生

じ
ま
す
。
こ
う
し
た
外
部
委
託
手
段

も
多
岐
に
わ
た
り
、
費
用
に
も
相
応

の
幅
が
認
め
ら
れ
ま
す
（
図
表
２
）。

別
の
視
点
で
は
、
自
宅
に
こ
も
る

こ
と
に
伴
う
新
た
な
ニ
ー
ズ
も
生
ま

れ
ま
す
（
図
表
３
）。
感
染
症
対
策

だ
け
で
な
く
、
花
粉
症
の
発
症
時
期

と
も
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空

気
清
浄
機
関
係
の
販
売
が
伸
び
て
い

る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
３
月
９
日
に
は
、
文
部
科

学
省
よ
り
自
治
体
向
け
Ｑ
＆
Ａ
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
は
、「
子

供
の
健
康
維
持
の
た
め
屋
外
で
適
度

な
運
動
や
散
歩
を
し
た
り
す
る
こ
と

を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
／
感
染
リ

ス
ク
を
極
力
減
ら
し
な
が
ら
適
切
な

行
動
を
取
る
こ
と
が
重
要
」
等
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け

て
、
各
自
治
体
か
ら
休
業
中
の
散
歩

な
ど
に
関
す
る
指
針
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

そ
ん
な
な
か
に
あ
っ
て
も
、
感
染

防
止
の
た
め
、
子
供
を
極
力
自
宅
に

留
め
置
く
家
庭
も
見
ら
れ
ま
す
。
親

［図表 1］　都道府県ごとの共働き世帯の割合（抜粋）

順位 都道府県 割合（％）

1 福井県 60.0

33 東京都 49.1

47 奈良県 42.0

全国平均 48.8
出典：総務省

［図表 3］　子供にまつわる巣ごもりニーズ（例示／順不同）

内訳 価格

空気清浄機／空気清浄機付きエアコン 3～30万円

自宅用トレーニング器具 1～20万円

テレワーク・オンライン通信教育用パソコン・
タブレット

５～30万円

［図表 2］　子供の世話の外部委託先（例示／順不同）

分類 内訳 1時間当たり料金単価

保育
親族など （移動時の交通費等）

シッター 1,５00～3,400円程度

学習

家庭教師 2,５00～8,000円程度

オンライン通信教育 1,600～8,000円程度

学習塾 2,５00～8,000円
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側
の
運
動
不
足
と
も
相
ま
っ
て
、
自

宅
用
の
運
動
器
具
も
よ
く
売
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
が
選
択
可
能
な
勤
務

先
や
業
種
の
場
合
に
は
、
子
供
の
世

話
と
の
両
立
を
図
る
べ
く
、
そ
れ
を

希
望
す
る
動
き
が
当
然
に
見
ら
れ
ま

す
。
そ
の
際
の
条
件
に
、
一
定
の
仕

様
・
性
能
を
も
つ
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

調
達
や
、
指
定
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ

フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
を

あ
げ
て
い
る
企
業
な
ど
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
教
育
産
業

か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
利
用

と
合
わ
せ
て
、
情
報
・
通
信
機
器
を

購
入
す
る
動
き
も
見
ら
れ
て
い
ま

す
。

音
楽
教
室
な
ど
の
事
業
者
も

自
主
的
に
休
講
な
ど
の
対
応

今
般
の
学
校
休
業
に
つ
い
て
は
、

音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
習
い
事
を
展
開
す
る
事
業
者
側

に
、
感
染
防
止
の
た
め
の
自
粛
の
動

き
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
大
手
音
楽
教
室
で
あ
る

ヤ
マ
ハ
も
、
３
月
中
の
レ
ッ
ス
ン
の

休
止
と
発
表
会
の
中
止
を
決
定
・
通

知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
じ
て
ユ

ー
ス
組
織
が
充
実
し
て
い
る
サ
ッ
カ

ー
ス
ク
ー
ル
も
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
か
ら
２
月
27
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
関
す
る
自
粛
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
な
さ
れ
た
た
め
、
ほ

と
ん
ど
が
ス
ク
ー
ル
を
休
講
さ
せ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
際
に
は
、
月
謝
な
ど
は

返
金
せ
ず
、
再
開
後
の
月
謝
に
充
当

す
る
扱
い
が
平
均
的
な
よ
う
で
す
。

新
年
度
を
迎
え
る
な
か
で
、
新
規
募

集
を
最
も
熱
心
に
行
う
時
期
に
重
な

っ
た
た
め
、
最
悪
の
場
合
、
そ
の
ま

ま
閉
鎖
す
る
事
業
者
も
出
て
く
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
一
方
で
、
教
育
産
業
側
の

対
応
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。
大
手
学
習

塾
の
間
で
も
、
一
定
の
休
講
期
間
を

設
定
し
、
講
義
の
代
わ
り
に
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
を
行
う
、
検
温
・
マ
ス
ク

着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
を
徹
底
さ

せ
て
予
定
通
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

進
め
る
、
な
ど
の
違
い
が
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
中
小
を
含
む
個
別
学
習

塾
に
は
、
休
業
を
商
機
と
に
ら
ん
で

積
極
的
に
子
供
を
預
か
ろ
う
と
す
る

動
き
も
見
ら
れ
ま
す
（
画
像
）。

家
計
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
は

ど
う
変
化
す
る
か

18
年
の
国
立
・
私
立
中
学
へ
の
進

学
実
績
（
人
数
）
は
、
全
体
の
約
８

・
２
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数

値
に
は
、
１
９
９
９
年
の
改
正
学
校

教
育
法
の
施
行
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

公
立
中
高
一
貫
校
が
含
ま
れ
て
い
な

い
た
め
、
そ
れ
を
加
え
れ
ば
、
１
割

を
超
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
中
学
受
験
ブ
ー
ム
は
加
熱
化
す
る

一
方
で
、
19
年
の
１
都
３
県
の
受
験

率
は
、
約
16
％
に
達
す
る
と
い
う
デ

ー
タ
も
見
ら
れ
ま
す
。

休
業
は
、
そ
ん
な
概
況
下
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
親
側
に
「
学
業

に
遅
れ
が
生
じ
か
ね
な
い
」「
自
主

性
に
委
ね
ら
れ
た
分
だ
け
学
力
差
が

つ
い
て
志
望
校
が
さ
ら
に
難
化
し
か

ね
な
い
」
等
の
不
安
や
心
配
が
も
た

ら
さ
れ
ま
す
。
当
初
は
シ
ッ
タ
ー
だ

け
の
依
頼
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
う

し
た
不
安
等
に
引
き
ず
ら
れ
る
形

で
、
家
庭
教
師
に
変
更
す
る
動
き
も

少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

子
供
を
小
学
校
に
送
り
出
し
て
か

ら
子
供
が
帰
宅
す
る
頃
ま
で
に
あ
た

る
「
午
前
10
時
く
ら
い
か
ら
午
後
２

時
く
ら
い
ま
で
」
の
時
間
帯
に
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
勤
務
す
る
主
婦
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
時

給
１
０
０
０
円
で
１
日
４
時
間
・
週

５
日
の
条
件
で
４
週
間
勤
務
す
れ
ば

収
入
は
８
万
円
と
な
り
、
１
年
を
通

じ
て
52
週
勤
務
す
れ
ば
、
収
入
は
１

０
４
万
円
と
な
り
ま
す
。
所
得
税
法

上
の
配
偶
者
控
除
の
上
限
金
額
が
年

収
１
０
３
万
円
で
す
の
で
、
こ
の
く

ら
い
の
条
件
で
働
い
て
い
る
方
は
少

な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

上
記
の
条
件
で
、
休
業
に
伴
っ
て

午
前
中
ま
た
は
午
後
だ
け
子
供
を
預

か
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
１
日
お
き
に

預
か
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
れ
ば
、
収

入
は
半
減
し
ま
す
が
、
政
府
が
実
施

す
る
所
得
補
償
は
１
日
単
位
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
た
と
え
１
時
間
で
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も
出
勤
す
れ
ば
補
償
の
対
象
外
と
な

っ
て
し
ま
う
た
め
、
前
者
の
早
帰
り

で
は
な
く
、
後
者
の
出
勤
日
自
体
を

選
択
す
る
希
望
者
が
増
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

そ
の
一
方
で
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ

イ
ト
勤
務
者
比
率
の
高
い
飲
食
店
や

小
売
業
な
ど
で
は
、
今
般
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
っ

て
、
時
短
営
業
や
従
業
員
の
絞
り
込

み
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
や
勤
務

先
な
ど
か
ら
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
る
よ
う
要
請
・
指
示
が
な
さ
れ
る

な
か
で
、
売
上
不
振
に
陥
っ
て
い
る

飲
食
店
な
ど
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
た
と
え
所
得
補
償

が
受
給
で
き
て
も
、
感
染
拡
大
前
と

同
様
の
金
額
が
収
入
と
し
て
受
け
取

れ
る
職
場
ば
か
り
と
は
な
ら
な
い
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

３
月
２
日
か
ら
第
３
週
の
３
連
休

前
の
19
日
ま
で
の
平
日
は
、
14
日
あ

り
ま
し
た
。
仮
に
「
税
込
み
１
時
間

４
４
０
０
円
の

個
別
塾
に
２
時

間
」
の
形
で
、

１
日
お
き
に
通

わ
せ
た
場
合
の

費
用
は
、
６
万

１
６
０
０
円
に

な
り
ま
す
。
所

得
税
法
上
の
配

偶
者
控
除
の
上

限
金
額
で
あ
る

年
収
１
０
３
万

円
を
12
等
分
す

る
と
約
８
万
６

０
０
０
円
と
な
り
、
３
週
目
ま
で
と

し
て
４
分
の
３
を
乗
じ
れ
ば
、
約
６

万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
結
果

と
し
て
上
記
の
通
塾
費
用
と
ほ
ぼ
同

額
と
な
る
こ
と
か
ら
も
、
大
き
な
金

銭
的
負
担
と
な
り
ま
す
。

金
融
機
関
は

ど
う
対
応
す
べ
き
か

一
般
的
な
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

の
給
与
は
、
月
末
締
め
翌
月
該
当
日

払
い
と
な
る
た
め
、
勤
務
を
減
ら
し

た
場
合
の
減
収
が
本
格
化
す
る
の

は
、
４
月
以
降
と
な
り
ま
す
。
翌
月

以
降
の
収
入
や
所
得
補
償
の
受
給
金

額
に
不
透
明
な
部
分
が
残
る
な
か
で

も
、
教
育
産
業
は
先
払
い
で
あ
る
た

め
、
預
金
を
払
い
戻
し
て
こ
う
し
た

支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
動
き
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
で
、
相
応
の
ロ
ー
ン
利

用
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
教
育
一
般
貸
付
け
の
対
象

は
、
義
務
教
育
期
間
を
終
え
た
中
学

校
卒
業
以
上
と
し
て
お
り
、
義
務
教

育
年
齢
ま
で
の
児
童
に
つ
い
て
は
、

一
律
に
対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
プ
ロ
パ
ー
教
育
ロ
ー
ン

で
は
、
①
資
金
使
途
に
通
塾
費
用
を

含
め
た
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
金

融
機
関
と
、
②
取
り
扱
っ
て
い
な
い

金
融
機
関
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
渉
外
や
テ
ラ
ー
に

こ
れ
ら
の
概
況
を
必
要
十
分
に
理
解

さ
せ
た
う
え
で
、
子
連
れ
で
の
来
店

者
や
渉
外
活
動
で
の
個
人
宅
訪
問
時

な
ど
に
先
ん
じ
て
声
を
か
け
さ
せ
る

こ
と
が
有
効
で
す
。
前
者
①
の
金
融

機
関
で
は
、
通
塾
に
も
対
応
し
て
い

る
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
え
ま
す
。

後
者
②
の
金
融
機
関
で
は
、
図
表
３

で
示
し
た
巣
ご
も
り
の
ニ
ー
ズ
な
ど

に
も
言
及
し
な
が
ら
、
フ
リ
ー
ロ
ー

ン
を
紹
介
す
る
こ
と
が
一
案
と
な
る

で
し
ょ
う
。

な
お
、
通
信
販
売
の
決
済
手
段

は
、
大
多
数
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

が
占
め
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
カ
ー
ド
の
推
奨

を
図
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

※
本
稿
は
３
月
26
日
時
点
の
事
実
に

沿
っ
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

▶�

子
供
の
有
無
を
問
わ
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
全
戸
に
ま
か
れ
た
チ
ラ
シ
。

（
画
像
）
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第000回第000回第177回

寅さんと、キヤッシュレスと
松竹大船撮影所

撮影所付近の現金主義の街中華を訪ねて

大
船
近
く
に

引
っ
越
す

20
代
の
中
頃
か
ら
、
海
外
勤
務
数

回
の
十
数
年
を
除
け
ば
、
東
急
東
横

線
の
妙
蓮
寺
駅
の
そ
ば
（
神
奈
川

区
）
に
住
み
、
横
浜
市
民
と
し
て
暮

ら
し
て
き
た
。
も
と
も
と
は
東
京
出

身
（
豊
島
区
）
だ
か
ら
、
横
浜
市
と

の
縁
は
、
大
学
の
下
級
生
の
時
に
東

急
沿
線
に
あ
っ
た
校
舎
に
通
っ
た
程

度
だ
っ
た
。

だ
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
ず
っ
と
横
浜
市
民
だ
っ
た
。
子

供
時
代
は
祖
父
、
父
、
私
と
三
代
に

わ
た
る
「
江
戸
っ
子
」
と
い
っ
て
威

張
っ
て
い
た
私
だ
っ
た
が
、
横
浜
で

は
「
三
代
」
な
ど
と
い
わ
な
い
か

ら
、
息
子
は
「
浜
っ
子
」
と
し
て
こ

の
世
に
姿
を
現
し
た
。

そ
の
私
が
、
昨
年
、
事
情
が
あ
っ

て
横
浜
市
の
北
の
方
か
ら
、
市
の
一

番
南
の
栄
区
に
引
っ
越
す
こ
と
に
な

っ
た
。
ど
う
も
好
き
な
横
浜
か
ら
離

れ
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。

新
居
の
す
ぐ
南
隣
は
鎌
倉
市
の
大

船
だ
。
丘
の
上
で
眺
め
が
い
い
の

で
、
家
の
窓
越
し
の
南
の
方
角
の
下

の
方
に
、
大
船
の
街
が
見
え
る
。
そ

の
向
こ
う
の
山
も
鎌
倉
市
に
属
し
、

そ
れ
を
越
え
れ
ば
鎌
倉
の
中
心
の
旧

市
街
や
由
比
ガ
浜
の
海
岸
だ
。

こ
の
あ
た
り
に
住
ん
だ
こ
と
は
な

い
と
は
い
っ
て
も
、
鎌
倉
や
江
の
島

は
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
頃
か
ら
来
て
い

る
し
、
学
生
時
代
の
デ
ー
ト
で
、
あ

る
い
は
独
身
時
代
、
東
京
か
ら
親
友

と
週
末
に
車
を
走
ら
せ
て
、
鎌
倉
の

海
浜
で
よ
っ
ぴ
て
話
し
込
ん
だ
り
し

た
も
の
だ
が
、
そ
の
親
友
は
10
年
近

く
前
に
急
病
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

母
は
鎌
倉
の
隣
の
逗
子
に
長
く
住
ん

だ
の
で
、
や
は
り
そ
の
家
に
行
く
こ

と
も
多
か
っ
た
。

加
盟
店
開
拓
に
精
を
出
し
た

横
浜
支
店
時
代
の
思
い
出

さ
て
、
そ
ん
な
私
の
新
居
の
周
辺

事
情
だ
が
、
や
は
り
家
の
近
く
の
様

子
は
気
に
な
る
。
暇
が
あ
る
と
、
地

元
関
連
の
本
を
読
ん
だ
り
、
街
歩
き

を
し
た
り
、
結
構
真
面
目
に
探
索
と
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ず
い
ぶ
ん
出
席
し
た
。
箱
根
の
旅
館

も
電
車
や
車
で
訪
問
し
た
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
や
、
中

国
の
各
地
で
同
じ
よ
う
な
営
業
活
動

を
し
た
が
、
そ
の
際
に
若
い
時
の
経

験
が
役
に
立
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
と
面

の
皮
が
厚
く
な
り
、
多
数
を
前
に
し

て
も
あ
が
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な

っ
た
。

ダ
イ
エ
ー
の
閉
店
で
振
り
返
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
歴
史

昨
年
の
２
月
、
横
浜
駅
西
口
の
ス

ー
パ
ー
の
ダ
イ
エ
ー
が
46
年
余
り
の

学
習
を
始
め
た
。

私
は
横
浜
市
の
依
頼
で
、『
横
浜

の
町
名
』（
初
版
１
９
８
２
年
。
横

浜
市
市
民
局
刊
）
と
い
う
横
浜
の
町

名
す
べ
て
の
解
説
本
を
一
人
で
書
い

た
こ
と
が
あ
る
し
、
い
ま
は
横
浜
地

名
研
究
会
と
い
う
会
の
会
長
を
し
て

い
る
か
ら
、
普
通
の
人
よ
り
市
内
の

様
子
は
か
な
り
知
っ
て
い
る
つ
も
り

だ
が
、
横
浜
と
い
っ
て
も
広
く
、
市

内
を
く
ま
な
く
歩
い
て
い
る
と
は
い

え
な
か
っ
た
。
だ
が
、
行
く
の
と
住

む
の
で
は
大
違
い
だ
。
住
め
ば
発
見

も
あ
る
。

私
は
日
本
で
の
勤
務
は
ほ
と
ん
ど

東
京
の
本
社
（
千
代
田
区
、
港
区
）

で
あ
っ
た
が
、
数
少
な
い
国
内
の
地

方
勤
務
を
経
験
し
た
の
は
、
１
年

少
々
の
横
浜
支
店
で
の
加
盟
店
契
約

業
務
で
あ
っ
た
。
74
年
か
ら
75
年
の

こ
と
で
あ
る
。
神
奈
川
県
全
域
、
静

岡
県
の
東
半
分
、
そ
し
て
東
京
の
町

田
市
が
担
当
地
区
だ
っ
た
。

そ
の
頃
ど
ん
な
店
が
カ
ー
ド
の
加

盟
店
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
た
と

え
ば
横
浜
の
中
華
街
で
は
、
結
婚
式

を
や
る
よ
う
な
大
き
な
中
華
料
理
店

の
２
～
３
店
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
受
け
て
い
た
が
、
聘へ
い
ち
ん
ろ
う

珍
楼
の
よ
う

な
、
い
ま
で
は
東
京
や
香
港
に
ま
で

進
出
し
て
い
る
大
規
模
な
有
名
店
で

も
カ
ー
ド
が
使
え
ず
、
私
は
こ
の
店

と
の
加
盟
店
契
約
を
当
時
の
社
長
と

店
の
２
階
で
行
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

い
ま
で
は
隔
世
の
感
が
あ
り
、
多

く
の
店
で
カ
ー
ド
が
使
用
で
き
る
。

横
浜
市
内
で
は
、
カ
ー
ド
の
受
け
入

れ
が
進
ん
だ
の
は
、
百
貨
店
を
別
に

す
れ
ば
、
元
町
の
商
店
街
だ
っ
た
。

伊
勢
佐
木
町
な
ど
は
、
あ
ま
り
カ
ー

ド
と
い
う
雰
囲
気
は
な
く
、
み
な
と

み
ら
い
な
ど
は
存
在
も
し
て
い
な
か

っ
た
。
元
町
に
は
元
町
Ｓ
Ｓ
会
と
い

う
商
店
組
織
が
あ
り
、
横
浜
銀
行
元

町
支
店
な
ど
が
積
極
的
に
カ
ー
ド
加

盟
店
契
約
を
推
進
し
て
い
た
。

私
は
横
浜
市
内
だ
け
で
は
な
く
、

県
内
や
静
岡
県
の
百
貨
店
や
大
型

店
、
商
店
街
、
専
門
店
な
ど
を
対
象

に
毎
日
加
盟
店
契
約
に
歩
い
た
。
地

方
都
市
の
商
店
街
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
の
加
盟
店
説
明
会
に
も

歴
史
を
閉
じ
、
閉
店
の
少
し
前
に
店

頭
に
閉
店
の
通
知
が
掲
示
さ
れ
た

（
写
真
１
）。
私
は
こ
こ
で
長
く
顧
客

と
し
て
買
い
物
も
し
た
が
、
カ
ー
ド

業
界
関
係
者
と
し
て
、
こ
の
掲
示
を

前
に
し
て
立
ち
、
し
ば
し
特
別
の
感

慨
に
浸
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
私
が
知
る
限
り
、
横

浜
駅
近
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
、
初
め
て
食
料
品
の
購
入
に
カ
ー

ド
を
使
え
る
よ
う
に
し
た
の
は
、
こ

の
店
だ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
ま
で
も

一
般
の
商
品
の
購
入
に
は
カ
ー
ド
が

使
え
て
も
、
生
鮮
食
品
売
場
な
ど
で

は
カ
ー
ド
が
使
え
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
ダ
イ
エ
ー
の
発
展
や
閉

店
は
、
一
つ
の
時
代
を
牽
引
し
、
流

通
業
界
を
代
表
し
た
店
の
栄
枯
盛
衰

の
話
で
も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
ペ
イ

メ
ン
ト
カ
ー
ド
や
消
費
者
信
用
の
歴

史
や
業
務
の
変
せ
ん
と
し
て
紐
解

き
、
評
価
し
、
記
録
し
て
お
く
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
件
に

も
、「
消
費
者
信
用
」
業
務
に
と
っ

て
は
、
そ
れ
な
り
の
独
自
の
見
方
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
え
て
申
し

▶�

閉
店
し
た
ダ
イ
エ
ー
横
浜
西
口
店
。（写
真
１
）
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上
げ
て
お
き
た
い
。

こ
の
業
務
は
、
ダ
イ
エ
ー
に
限
ら

な
い
が
、
カ
ー
ド
の
導
入
の
決
断
、

準
備
や
作
業
、
手
動
の
イ
ン
プ
リ
ン

タ
ー
と
紙
の
無
効
番
号
通
知
、
簡
易

端
末
機
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
と
の
接
続
な
ど
な

ど
、
多
年
に
わ
た
る
多
く
の
人
々
の

努
力
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

が
図
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
た
の
だ
。

い
ま
や
わ
が
国
に
お
け
る
「
支
払

い
」
で
は
、
サ
イ
ン
な
し
、
つ
ま
り

サ
イ
ン
レ
ス
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
が
、
も
と
も
と
世
界
的
に
は
ペ

イ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
に
は
署
名
が
不
可

欠
だ
っ
た
か
ら
、
１
９
９
０
年
に
Ｊ

Ｃ
Ｂ
カ
ー
ド
と
西
友
（
セ
ゾ
ン
カ
ー

ド
と
西
武
カ
ス
タ
マ
ー
ズ
カ
ー
ド
）

が
、
サ
イ
ン
な
し
の
支
払
い
を
導
入

し
た
際
に
は
、
国
際
的
な
基
準
に
な

じ
ま
な
い
と
、
他
の
銀
行
系
カ
ー
ド

会
社
が
反
対
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ

が
、
結
果
的
に
は
、
他
店
や
他
の
業

種
へ
も
サ
イ
ン
レ
ス
が
広
ま
り
、
い

ま
で
は
全
国
的
に
当
た
り
前
の
も
の

に
な
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
日
本
な
ら
で
は
の

「
サ
イ
ン
レ
ス
」
の
決
済
方
法
の
導

入
が
、
電
子
マ
ネ
ー
や
モ
バ
イ
ル
決

済
に
お
け
る
「
サ
イ
ン
な
し
方
式
」

受
容
へ
と
、
連
綿
と
続
い
て
い
る
の

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
ど
う
い
う
過

程
を
経
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
が
進
展
し
て
い
っ

た
か
は
、
現
状
の
理
解
の
た
め
に

も
、
将
来
を
考
え
る
た
め
に
も
、
関

連
業
務
関
係
者
は
最
低
限
の
事
項
と

し
て
正
確
に
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
、
私
は
横
浜
や
神
奈

川
県
を
仕
事
場
と
し
て
の
み
で
は
な

く
、
住
民
・
消
費
者
と
し
て
も
こ
の

地
域
の
カ
ー
ド
事
情
を
40
年
以
上
眺

め
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
眺
め

て
き
た
と
い
う
よ
り
、
観
察
あ
る
い

は
凝
視
し
て
き
た
と
い
う
べ
き
か
。

同
じ
よ
う
な
現
象
や
発
展
は
、
全
国

各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
は
ず
だ
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
オ
ン
リ
ー
の

老
舗
の
街ま
ち
ち
ゅ
う
か

中
華

こ
の
よ
う
に
引
越
し
先
に
対
す
る

関
心
が
増
加
し
て
い
っ
た
あ
る
日
、

何
気
な
く
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
ら
、

大
船
付
近
の
街
の
様
子
が
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
な
か
に
、
こ
こ
に
か

つ
て
あ
っ
た
松
竹
の
映
画
撮
影
所
に

関
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
37
（
昭
和

12
）
年
に
開
設
さ
れ
た
松
竹
の
撮
影

所
は
、
日
本
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
目
指

し
て
い
た
と
か
で
、
３
万
坪
の
広
大

な
敷
地
の
周
辺
に
は
６
万
坪
の
住
宅

用
地
が
開
発
さ
れ
、
有
名
な
俳
優
に

も
こ
こ
に
移
り
住
む
人
が
い
た
。

そ
の
テ
レ
ビ
番
組
で
は
、
フ
ー
テ

ン
の
寅
さ
ん
の
渥
美
清
が
い
き
つ
け

だ
っ
た「
で
ぶ
そ
ば
」と
い
う
中
華
料

理
屋
を
紹
介
し
て
い
た
が
、
私
が
と

く
に
気
に
な
っ
た
の
は
、
テ
レ
ビ
画

面
に
映
っ
た
「
当
店
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
の
取
扱
い
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

現
金
の
み
の
取
扱
い
。Cash O

n 
ly

」
と
い
う
店
の
ガ
ラ
ス
戸
の
張
り

紙
だ
っ
た（
写
真
２
）。

ま
あ
珍
し
い
掲
示
と
ま
で
は
い
わ

な
い
が
、
こ
の
と
こ
ろ
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
」
は
話
題
だ
し
、
私
は
こ
れ

ま
で
も
こ
の
連
載
で
も
カ
ー
ド
が
使

え
な
い
場
所
に
つ
い
て
書
い
て
き
た

の
で
、
こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
現
金
だ

け
と
書
い
て
あ
る
の
は
商
売
柄
、
気

に
な
る
。
私
は
し
ば
し
そ
の
場
面
で

目
を
止
め
た
。
そ
こ
で
早
速
、
近
所

だ
か
ら
の
ぞ
き
に
行
く
こ
と
に
し

た
。
店
内
に
は
渥
美
清
の
色
紙
が
飾

ら
れ
て
お
り
、
私
は
行
き
が
か
り

上
、
渥
美
さ
ん
が
よ
く
注
文
し
た
と

い
う
「
寅
さ
ん
セ
ッ
ト
」
と
い
う
も

の
を
注
文
し
た
。

こ
の
店
に
関
し
て
は
、
森
田
郷
平

・
大
嶺
俊
順
編
の
『
思
い
出
55
話
・

松
竹
大
船
撮
影
所
』（
集
英
社
新
書
）

に
か
な
り
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

写
真
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ

の
店
は
庶
民
的
な
、
い
わ
ゆ
る
街ま
ち

中ち
ゅ
う
か華
の
素
朴
な
店
だ
。
当
時
の
店
で

撮
影
所
近
辺
で
い
ま
で
も
残
っ
て
い

る
の
は
、
こ
の
店
と
そ
ば
屋
の
浅
野

屋
だ
。
浅
野
屋
の
店
の
な
か
に
は
、

か
つ
て
の
撮
影
所
の
全
景
の
絵
が
か

か
っ
て
い
て
、
こ
の
店
と
撮
影
所
と

の
因
縁
を
感
じ
さ
せ
る
。

大
船
撮
影
所
と

周
辺
の
飲
食
店
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こ
の
撮
影
所
は
２
０
０
０
年
に
閉

鎖
さ
れ
る
ま
で
、
64
年
間
、
関
東
地

方
に
お
け
る
松
竹
の
最
大
の
撮
影
所

で
あ
り
、
関
東
大
震
災
以
後
、
東
京

の
蒲
田
か
ら
移
転
し
た
。

松
竹
と
い
え
ば
小
津
安
二
郎
、
木

下
恵
介
、
渋
谷
実
、
成
瀬
巳
喜
男
、

山
田
洋
次
な
ど
の
監
督
、
俳
優
で

は
、
田
中
絹
代
、
原
節
子
、
高
峰
秀

子
、
岸
恵
子
、
高
峰
三
枝
子
、
佐
野

周
二
、
佐
分
利
信
、
上
原
謙
、
佐
田

啓
二
、
笠
智
衆
な
ど
多
数
が
所
属
し

て
映
画
の
制
作
に
あ
た
っ
た
。
佐
野

は
関
口
宏
の
父
、
上
原
は
加
山
雄
三

の
父
だ
。

小
津
監
督
、
原
節
子
主
演
の
、

「
晩
春
」「
麦
秋
」「
東
京
物
語
」
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
「
紀
子
」
３
部
作

や
、
山
田
洋
次
監
督
、
渥
美
清
主
演

の
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
48
本
な
ど
は

お
も
に
こ
こ
の
セ
ッ
ト
で
撮
影
さ
れ

た
。こ

う
い
っ
た
映
画
を
実
際
に
見
る

と
、
撮
影
所
内
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
映
画
が
こ
の
付
近
で
撮
影
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
見
慣
れ
た
景
色
が

画
面
に
登
場
す
る
。

私
と
こ
の
撮
影
所
と
の
縁
も
な
い

こ
と
は
な
い
。
私
は
Ｊ
Ｃ
Ｂ
の
82
年

の
カ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
変
更
の
際
の
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
撮
影
の
担
当

だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
撮
影
を
大
船

の
撮
影
所
で
行
っ
た
の
で
、
つ
い
で

に
柴
又
帝
釈
天
の
寅
さ
ん
の
店
の
セ

ッ
ト
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ

の
セ
ッ
ト
は
現
在
、
柴
又
に
あ
る
寅

さ
ん
記
念
館
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

先
日
、
柴
又
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た

の
で
、
数
十
年
ぶ
り
に
こ
の
セ
ッ
ト

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

松
竹
時
代
に
は
、
各
監
督
や
ス
タ

ッ
フ
、
俳
優
な
ど
が
撮
影
所
付
近
の

だ
い
た
い
決
ま
っ
た
店
を
ひ
い
き
に

し
て
お
り
、
小
津
安
二
郎
は
「
月
ヶ

瀬
」、
木
下
恵
介
は
「
松
尾
食
堂
」、

渋
谷
実
は
松
尾
か
ら
「
ミ
カ
サ
」
と

い
う
風
に
し
て
、
勢
力
範
囲
が
あ

り
、
な
か
に
は
店
の
な
か
に
下
宿
し

て
い
る
よ
う
な
人
も
い
た
と
い
う
。

こ
の
三
軒
は
い
ず
れ
も
現
存
し
な

い
。
た
だ
し
、「
ミ
カ
サ
」
の
建
物

は
現
存
す
る

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
話
は
、
木
下

恵
介
も
愛
用
し
て
い
た
「
月
ヶ
瀬
」

の
娘
が
、
佐
田
啓
二
と
結
婚
し
た
こ

と
だ
ろ
う
。
ご
存
じ
の
方
も
あ
ろ
う

が
、
そ
の
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
子

が
、
俳
優
の
中
井
貴
一
さ
ん
と
中
井

貴
恵
さ
ん
だ
。
中
井
貴
一
さ
ん
は
、

長
く
Ｄ
Ｃ
カ
ー
ド
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に

出
て
お
ら
れ
る
。

大
船
撮
影
場

周
辺
地
の
い
ま

し
か
し
、「
で
ぶ
そ
ば
」
も
「
浅

野
屋
」
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
受

け
て
い
な
い
。
こ
う
い
っ
た
店
で
は

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
」
に
期
待
す

る
も
の
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
の

だ
ろ
う
。

「
で
ぶ
そ
ば
」
は
、
ご
主
人
の
話

▶�

現
金
決
済
の
み
を
伝
え
る
張
り
紙
。（
写
真
２
）

▶�

往
時
の
大
船
撮
影
場
と
飲
食
店
の
様
子
が
う
か
が
え
る
本
。（
写
真
３
）
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に
よ
る
と
、
あ
と
２
年
く
ら
い
で
店

を
た
た
む
つ
も
り
と
か
。
こ
う
い
っ

た
店
も
伝
説
の
か
な
た
に
消
え
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
。
桜
の
老
木
が
朽
ち

て
い
く
よ
う
に
、
撮
影
所
華
や
か
な

り
し
頃
か
ら
の
店
は
、
こ
う
し
て
消

え
ゆ
く
最
終
段
階
に
入
っ
て
き
た
の

だ
ろ
う
。

当
時
の
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、
松

尾
食
堂
の
娘
さ
ん
の
山
本
若
菜
さ
ん

が
書
い
た
『
松
竹
大
船
撮
影
所
前　

松
尾
食
堂
』（
中
央
公
論
社
。
中
公

文
庫
も
あ
り
）
と
い
う
本
が
出
て
い

る
。
映
画
監
督
や
俳
優
の
裏
話
が
書

か
れ
て
い
て
、
日
本
映
画
フ
ァ
ン
に

は
興
味
深
い
内
容
だ
ろ
う
（
写
真

っ
て
お
り
、
き
れ
い
な
花
弁
を
開
い

て
い
た
。
撮
影
所
の
周
囲
に
１
０
０

０
本
の
桜
が
植
え
ら
れ
た
と
い
う

（
写
真
４
）。
し
か
し
、
時
節
柄
、
花

見
に
来
た
人
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
か

け
な
か
っ
た
。

３
万
坪
の
松
竹
の
撮
影
所
の
跡
地

は
、
ス
ー
パ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
女
子
大
な
ど
に
な
り
、
わ

ず
か
に
バ
ス
の
停
留
所
や
交
差
点
の

名
前
、
通
り
の
名
前
に
「
松
竹
」
の

名
を
と
ど
め
て
い
る
。

大
船
撮
影
所
近
辺
に
眠
る

名
監
督
た
ち

話
は
変
わ
る
が
、
私
は
最
近
Ｊ
Ｃ

Ｂ
の
退
職
者
の
会
の
発
行
す
る
新
聞

に
「
Ｊ
Ｃ
Ｂ
掃
苔
録
」
と
い
う
、
歴

代
の
社
長
や
役
員
な
ど
の
物
故
者
の

お
墓
を
訪
れ
る
「
掃
苔
録
」
を
書
い

て
い
る
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
の
第
三
代
目
の

社
長
で
あ
る
朝
長
正
軌
さ
ん
の
お
墓

は
近
く
の
鎌
倉
霊
園
に
あ
り
、
私
の

家
か
ら
も
遠
く
な
い
。
鎌
倉
霊
園
に

は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
川
端
康

成
さ
ん
や
、
私
が
就
職
す
る
時
に
推

薦
状
を
書
い
て
く
れ
た
Ｉ
教
授
の
お

墓
、
小
説
家
の
山
本
周
五
郎
さ
ん
の

お
墓
な
ど
も
こ
こ
に
あ
る
。

小
津
安
二
郎
さ
ん
や
木
下
恵
介
さ

ん
の
お
墓
は
、
大
船
の
隣
の
北
鎌
倉

の
円
覚
寺
に
あ
る
。
ご
存
じ
の
方
も

あ
ろ
う
が
、
突
然
大
衆
の
前
か
ら
半

世
紀
ほ
ど
姿
を
隠
し
、
95
歳
で
鬼
籍

に
入
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
原
節
子
さ

ん
は
鎌
倉
で
の
居
所
は
わ
か
っ
て
い

た
が
、
墓
地
は
明
ら
か
で
な
い
と
い

う
。撮

影
所
は
跡
形
も
な
い
が
、
撮
影

所
を
舞
台
に
活
躍
し
た
人
た
ち
や
、

そ
の
残
し
た
も
の
は
、
消
え
去
る
ど

こ
ろ
か
国
の
内
外
で
評
価
を
高
め
て

い
る
。

変
わ
り
つ
つ
あ
る

大
船
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
情

最
後
に
大
船
駅
前
の
肉
屋
さ
ん
の

店
頭
で
見
か
け
た
表
示
の
写
真
を
掲

載
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
店
も

あ
れ
ば
、
こ
の
４
月
か
ら
カ
ー
ド
を

受
け
付
け
る
店
も
あ
る
こ
と
を
ご
紹

介
し
て
お
こ
う
（
写
真
５
）。

ま
た
、
大
船
地
区
で
は
、PayP

ay

な
ど
の
勢
い
も
店
に
よ
っ
て
は

見
ら
れ
る
（
写
真
６
）。

こ
う
い
っ
た
動
き
が
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
」
の
大
き
な
成
果
で
あ
る

の
か
ど
う
か
は
私
は
知
ら
な
い
。

横
浜
で
は
知
ら
れ
た
野
毛
の
飲
食

店
街
や
、
昔
か
ら
の
食
品
市
場
で
あ

る
横
浜
橋
市
場
、
洪
福
寺
市
場
、
大

船
の
大
き
な
市
場
や
魚
屋
さ
ん
に

は
、
カ
ー
ド
類
を
受
け
ず
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
な
ど
ど
こ
吹
く
風
と
思
わ

せ
る
よ
う
な
店
が
ま
だ
ま
だ
多
数
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
身
に
は
、
何

と
も
い
え
な
い
か
ら
だ
。

私
は
い
つ
も
野
菜
を
近
く
の
農
園

３
）。今

年
の
４
月
初
め
の

桜
の
季
節
に
、
大
船
の

撮
影
所
の
あ
っ
た
場
所

の
周
辺
を
実
際
に
歩
い

て
み
た
。
撮
影
所
が
開

設
さ
れ
た
頃
に
植
え
ら

れ
た
桜
並
木
の
老
木

が
、
と
く
に
砂
押
川
の

川
岸
に
ま
だ
か
な
り
残

▶

�

砂
押
川
の
川
岸
の
桜
並
木
。（
写
真
４
）
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で
買
う
。
こ
こ
で
も
支
払
い
は
現
金

の
み
だ
。
大
衆
を
相
手
に
し
た
政
策

や
施
策
は
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ

地
下
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
ば
か
り
に
目

を
向
け
て
行
う
の
は
間
違
い
で
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
網
に
は
か
か
ら
な

い
販
売
形
態
や
生
活
者
が
横
浜
の
よ

う
な
大
都
市
に
も
多
数
あ
っ
た
り
、

い
た
り
す
る
こ
と
を
認
識
し
な
い
と

い
け
な
い
だ
ろ
う
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
の
政
策
は
中
小
企
業
の
振
興
に

も
配
慮
し
た
も
の
だ
そ
う
だ
が
、
消

費
者
か
ら
見
る
と
ポ
イ
ン
ト
還
元
の

対
象
に
な
ら
な
い
よ
う
な
「
中
小
企

業
」
は
そ
こ
ら
中
に
存
在
し
て
い

る
。
東
京
に
次
ぐ
人
口
第
二
の
街
、

横
浜
で
の
状
況
も
こ
の
よ
う
な
も
の

な
の
だ
。

昔
の
名
作
映
画
で
も

観
て
み
ま
せ
ん
か

松
竹
の
撮
影
所
、
松
竹
映
画
、
小

津
安
二
郎
さ
ん
、
原
節
子
さ
ん
な
ど

に
関
す
る
書
籍
は
そ
れ
こ
そ
お
び
た

だ
し
い
数
に
達
す
る
が
、
貴
田
庄
さ

ん
の
小
津
監
督
の
食
に
関
す
る
書
籍

の
一
部
の
名
を
あ
げ
て
ご
参
考
に
供

し
た
い
。
映
画
に
興
味
が
あ
る
人
に

は
、
小
津
さ
ん
の
映
画
で
の
「
食
」

の
取
扱
い
や
、
小
津
さ
ん
の
食
へ
の

関
心
や
こ
だ
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
東
京
の
食
に
関
す
る

テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
特
集
で
は
、
〇
〇

の
一
つ
覚
え
の
よ
う
に
、
池
波
正
太

郎
が
食
通
と
し
て
頻
繁
に
紹
介
さ
れ

る
が
、
小
津
安
二
郎
が
も
っ
と
使
わ

れ
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

松
竹
の
監
督
で
は
物
知
り
の
山
本

嘉
次
郎
な
ど
も
食
に
関
す
る
著
作
が

あ
る
し
、
高
峰
秀
子
に
も
あ
る
。

昔
の
松
竹
の
映
画
な
ど
も
、
ネ
ッ

ト
経
由
で
か
な
り
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
時
期
、
家
庭
で
古
い
映
画

を
観
て
、
関
連
の
本
を
読
む
、
な
ど

と
い
う
時
間
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。
小
津
さ
ん
の
監
督
し
た

映
画
も
い
い
が
、「
二
十
四
の
瞳
」

「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
年
月
」
な
ど
、

木
下
恵
介
監
督
の
映
画
も
な
か
な
か

い
い
。「
二
十
四
の
瞳
」
に
は
、
主

人
公
の
女
の
先
生
（
高
峰
秀
子
）
が

月
賦
で
自
転
車
を
買
う
話
が
出
て
く

る
。
戦
前
の
話
だ
が
、
瀬
戸
内
海
の

島
の
小
学
校
の
先
生
が
、
通
勤
用
の

自
転
車
を
月
賦
で
買
え
た
の
か
な

ど
、
新
た
な
関
心
が
わ
い
て
く
る
な

ど
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
に
ま
つ
わ
る

「
発
見
」
も
あ
る
。

私
は
こ
の
原
稿
を
書
く
た
め
、
と

い
う
目
的
も
あ
っ
た
が
、
１
カ
月
で

30
本
ほ
ど
の
映
画
を
見
て
、
40
冊
ほ

ど
の
映
画
関
係
の
本
を
読
ん
で
し
ま

っ
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
テ
レ
ビ
で

た
ま
た
ま
見
か
け
た
、
一
枚
の
「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
お
断
り
の
張
り
紙

の
影
響
な
の
だ
。

貴
田
庄
さ
ん
の
小
津
安
二
郎
さ
ん

の
食
に
関
す
る
本

『
小
津
安
二
郎　

東
京
グ
ル
メ
案

内
』（
朝
日
文
庫
）

『
小
津
安
二
郎
の
食
卓
』（
ち
く
ま

文
庫
）

『
小
津
安
二
郎　

美
食
三
昧　

関
東

編
』（
朝
日
文
庫
）

『
小
津
安
二
郎　

美
食
案
内　

関
西

編
』（
朝
日
文
庫
） 

▶�

４
月
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
始
め
た

店
も
。（
写
真
５
）

▶�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

の
み
の
店
。（
写
真
６
）
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富士通　流通ビジネス本部
流通フィナンシャルビジネス統括部

シニアマネージャー　安留　義孝

第35回

2020年度の
日本の少額決済を考える②

欧
米
主
要
国
や
豪
で
は 

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
が
主
役

前
月
号
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
に
続

き
、
今
回
は
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済

（
タ
ッ
チ
決
済
）
を
中
心
に
２
０
２
０

年
度
の
少
額
決
済
を
考
え
て
み
た
い
。

正
直
に
い
う
と
、
Ｖ
ｉ
ｓ
ａ
、
マ
ス

タ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
国
際
カ
ー
ド
ブ
ラ

ン
ド
が
発
行
す
る
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決

済
（
Ｎ
Ｆ
Ｃ
タ
イ
プ
Ａ
／
Ｂ
）（
以
下
、

Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済
）
だ

が
、
延
期
が
決
ま
っ
た
も
の
の
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

前
に
し
て
、
よ
う
や
く
少
額
決
済
の
本

命
が
本
気
を
出
し
て
き
た
と
い
う
印
象

で
あ
る
。
私
感
で
は
あ
る
が
、「
Ｖ
ｉ

ｓ
ａ
の
タ
ッ
チ
決
済
」
の
Ｃ
Ｍ
の
露
出

は
日
々
増
加
し
て
い
る
。　
　

最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症（CD

V
ID

－19

）の
影
響
も
あ
り
、

自
宅
で
テ
レ
ビ
を
見
る
機
会
が
増
え
た

こ
と
も
あ
る
が
、
１
日
に
数
回
「
Ｖ
ｉ

ｓ
ａ
の
タ
ッ
チ
決
済
」
の
Ｃ
Ｍ
を
目
に

す
る
。
ま
た
、
加
盟
店
も
増
加
し
て
い

る
。
す
で
に
大
手
コ
ン
ビ
ニ
、
大
手
Ｇ

Ｍ
Ｓ
、
大
手
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
で
も
導

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
エ
リ

ア
で
の
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済

の
利
用
可
能
な
店
舗
の
拡
大
も
期
待
で

き
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
新
規
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

作
成
す
る
際
に
は
、
右
上
に
電
波
の
よ

う
な
マ
ー
ク
が
付
い
た
カ
ー
ド
が
送
ら

れ
て
く
る
。
こ
れ
が
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ス
決
済
を
利
用
で
き
る
カ
ー
ド
で

あ
る
。
日
本
で
は
す
で
に
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

（
ス
イ
カ
）、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
（
パ
ス
モ
）

な
ど
の
電
子
マ
ネ
ー
が
普
及
し
、
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ス
カ
ー
ド
で
の
決
済
の
操
作

性
、
そ
し
て
利
便
性
は
経
験
済
み
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
銀
行
口
座
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
保
有
率
が
高
い
日
本
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ス
決
済
カ
ー
ド
を
保
有
で
き
、

利
用
で
き
る
店
舗
の
増
加
と
と
も
に
、

一
気
に
普
及
す
る
可
能
性
は
高
い
。

欧
米
豪
の
主
要
国
の
多
く
は
、
す
で

に
少
額
決
済
は
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ス
決
済
が
主
役
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で

は
12
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
、
会
場
付
近
の
小
売

店
か
ら
徐
々
に
ロ
ン
ド
ン
市
内
、
イ
ギ

リ
ス
全
域
へ
と
普
及
し
た
と
い
わ
れ
て

お
り
、
日
本
も
21
年
は
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ス
決
済
元
年
と
な
る
と
予
想
す

る
。ま

た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
Ｃ

Ｍ
等
で
「T

ap &
 Go

（
タ
ッ
プ
ア
ン

ド
ゴ
ー
）」
と
簡
単
に
カ
ー
ド
も
し
く

は
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
だ
け
で
決
済
が
で

き
る
利
便
性
を
訴
求
し
、
普
及
を
後
押

し
し
た
。
１
０
０
豪
ド
ル
（
約
８
０
０

０
円
）
ま
で
は
Ｐ
Ｉ
Ｎ
入
力
な
し
で
買

い
物
が
で
き
る
た
め
、
日
常
生
活
を
送

る
う
え
で
は
十
分
で
あ
る
。
ま
た
利
用

店
舗
も
、
２
大
ス
ー
パ
ー
で
あ
るW

oo
lsorths

（
ウ
ー
ル
ワ
ー
ス
）、Cooles

（
コ
ー
ル
ス
）
が
率
先
し
て
導
入
し
た

こ
と
で
、
近
隣
の
店
舗
で
も
利
用
で
き

る
店
舗
が
増
加
し
た
。
こ
の
点
は
日
本

で
も
す
で
に
大
手
Ｇ
Ｍ
Ｓ
、
大
手
コ
ン

ビ
ニ
で
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済

を
導
入
し
て
い
る
た
め
、
同
様
の
波
及

効
果
が
期
待
で
き
る
。

Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済
の
強

み
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の

加
盟
店
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
先
般
、
ロ
ン
ド
ン
に
出
張
し
た
際

に
は
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
カ
ー

ド
１
枚
あ
れ
ば
生
活
が
で
き
、
両
替
の

必
要
は
な
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
が
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
進
展
す
る
都
市
で

あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
雑
貨
屋
で
も
カ

ー
ド
決
済
が
可
能
な
こ
と
も
あ
る
が
、

市
内
の
主
要
移
動
手
段
で
あ
る
メ
ト

ロ
、
ロ
ン
ド
ン
観
光
名
物
で
あ
る
２
階

建
て
バ
ス
で
も
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ス
決
済
カ
ー
ド
で
乗
車
が
可
能
で
あ
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る
。ロ

ン
ド
ン
で
はO

ystercard

（
オ

イ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
）
と
い
う
日
本
の
ス

イ
カ
、
パ
ス
モ
に
相
当
す
る
Ｉ
Ｃ
乗
車

券
が
あ
る
が
、
そ
れ
さ
え
も
購
入
す
る

必
要
は
な
い
。
こ
れ
はO

penLoop

（
オ
ー
プ
ン
ル
ー
プ
）
と
い
う
仕
組
み

で
あ
り
、
オ
イ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の

専
用
カ
ー
ド
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
的

な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
非
接
触

決
済
サ
ー
ビ
ス
も
乗
車
券
と
し
て
利
用

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
私
が
利
用
し
た

も
の
だ
け
で
も
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の

T
ransLinks

（
ト
ラ
ン
ス
リ
ン
ク
ス
、

写
真
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｌ
Ｔ
Ａ

（
エ
ル
テ
ィ
ー
エ
ー
）、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
の
Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ａ
（
ケ
ー
・
エ
ル
・
ア

イ
・
エ
ー
：
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
空
港

直
通
鉄
道
）
と
世
界
各
地
で
採
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
、
ミ
ラ
ノ
、
モ
ス
ク

ワ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
高
雄
で
も
採
用

さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
利
便
性
を

体
験
し
た
者
と
し
て
お
す
す
め
す
る

が
、
ぜ
ひ
海
外
旅
行
・
出
張
の
際
に

は
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済
カ

ー
ド
を
入
手
の
う
え
出
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

東
南
ア
ジ
ア
は
決
済
手
段
の 

特
性
に
合
わ
せ
適
材
適
所

東
南
ア
ジ
ア
に
目
を
向
け
る
と
、
オ

ー
プ
ン
ル
ー
プ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
Ｎ
Ｆ

Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済
が
利
用
で
き

る
店
舗
は
多
い
。
と
く
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
少
額
決
済
は
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ス
決
済
と
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
の
役
割

分
担
が
で
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
日
本

よ
り
も
は
る
か
に
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

が
進
展
す
る
が
、
そ

の
流
れ
に
取
り
残
さ

れ
た
初
期
投
資
の
負

担
、
そ
し
て
決
済
手

数
料
の
支
払
い
が
厳

し
い
ホ
ー
カ
ー
（
屋
台
街
）
な
ど
の
小

規
模
店
舗
に
お
い
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
が
普
及
し
始
め
て
い
る
。
す
で
に
３

大
銀
行
で
あ
る
Ｄ
Ｂ
Ｓ
、
Ｏ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
、

Ｕ
Ｏ
Ｂ
が
そ
れ
ぞ
れPayLah!

（
ペ
イ

ラ
）、Pay A

nyone

（
ペ
イ
エ
ニ
ワ

ン
）、U

O
B M

ighty

（
ユ
ー
オ
ー
ビ

ー
マ
イ
テ
ィ
）、
そ
し
て
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
のGrab

（
グ
ラ
ブ
）
もGrab Pay

（
グ
ラ
ブ
ペ
イ
）
と
い
う
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
を
展
開
し
て
い
る
。

や
み
く
も
に
加
盟
店
を
開
拓
し
、
Ｎ

Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済
と
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
決
済
の
カ
ニ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
の
で
は
な
く
、
特
性
に
応
じ
た

適
材
適
所
の
展
開
を
し
て
い
る
。
小
規

模
店
舗
で
あ
れ
ば
、
比
較
的
に
来
店
客

も
少
な
く
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
の
多
少

時
間
の
か
か
る
操
作
性
で
あ
っ
て
も
、

レ
ジ
待
ち
の
行
列
を
つ
く
る
可
能
性
は

低
い
。
そ
し
て
、
ホ
ー
カ
ー
で
は
現
金

に
比
べ
、
は
る
か
に
衛
生
面
で
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

日
本
の
少
額
決
済
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
目
を
向
け
る
と
、
交
通
系
電
子

マ
ネ
ー
の
ス
イ
カ
、
パ
ス
モ
、
及
び
大

手
小
売
が
発
行
す
る
電
子
マ
ネ
ー
が
中

心
で
あ
っ
た
が
、
19
年
に
大
規
模
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
と
も
に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
が
参
入
し
た
。
日
本
の
電
子
マ
ネ
ー

は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
にFelica

（
フ
ェ
リ
カ
）

を
採
用
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ス
決
済
カ
ー
ド
と
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

の
仕
様
が
異
な
る
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
な

ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ル
ー

プ
の
仕
組
み
は
技
術
的
に
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
。　
　

た
だ
し
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済
が
少
額

決
済
の
主
流
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
さ
ら
に
は
25
年
の
大
阪
万
博

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
に
注
力
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
決
済
の
対
応

は
不
可
欠
で
あ
る
。
欧
州
主
要
国
、
カ

ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
訪
日
客
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
の
体
験
は
な
い
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と

は
多
少
話
が
そ
れ
る
が
、
日
本
で
は
海

外
主
要
都
市
と
比
べ
、
東
京
、
大
阪
の

主
要
都
市
で
さ
え
も
、
外
貨
両
替
所
が

少
な
い
。
少
額
決
済
領
域
で
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
と
し
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
対
応
の
加
盟
店
を
増
や
す
こ

と
も
重
要
だ
が
、
ま
ず
は
外
貨
両
替
所

不
足
を
解
消
す
べ
き
と
欧
州
、
東
南
ア

ジ
ア
の
街
を
歩
く
た
び
に
感
じ
る
。

 

▶
バ
ン
ク
ー
バ
ー
のTransLinks

の
改
札
。（
写
真
）
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「
非
接
触
」
が
促
進
す
る�

�

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

「
初
の
試
み
で
緊
張
し
ま
す
」。

出
演
者
の
自
宅
か
ら
オ
ン
エ
ア
さ
れ

た
ラ
ジ
オ
放
送
だ
。
周
り
に
反
応
し
て

く
れ
る
人
が
い
な
い
た
め
、
話
の
調
子

を
つ
か
み
づ
ら
い
と
い
う
。
た
だ
、
リ

ス
ナ
ー
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
話

す
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
違
和
感
は
な

い
。
こ
れ
ま
で
も
、
リ
ス
ナ
ー
が
何
を

し
な
が
ら
聴
い
て
い
て
、
話
題
や
発
し

た
言
葉
を
ど
う
感
じ
る
か
、
想
像
力
を

働
か
せ
な
が
ら
、
楽
し
ま
せ
る
工
夫
を

重
ね
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
と
こ
ろ
、
Ｄ
Ｘ
推
進
室
と
い
っ

た
部
署
名
を
よ
く
見
か
け
る
。
Ｄ
Ｘ
は

D
igital T

ransform
ation

の
略
だ
。ス

ペ
ル
に
Ｘ
は
出
て
こ
な
い
が
、
英
語
圏

で
は
接
頭
辞
で
あ
るex

やtrans

を
Ｘ

と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。

経
産
省
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
定
義
は
「
企

業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い
変
化
に

対
応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
て
、
顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

も
と
に
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、
業

務
そ
の
も
の
や
、
組
織
、
プ
ロ
セ
ス
、

企
業
文
化
・
風
土
を
変
革
し
、
競
争
上

の
優
位
性
を
確
立
す
る
こ
と
」
で
あ

る
。
消
費
者
基
点
で
企
業
が
自
己
変
革

す
る
の
は
当
然
だ
が
、
企
業
文
化
や
風

土
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
点
に
、
現
状

へ
の
強
い
危
機
感
が
読
み
取
れ
る
。

人
同
士
の
物
理
的
な
接
触
を
避
け
る

た
め
、
ウ
ェ
ブ
会
議
が
急
増
し
た
。
時

間
効
率
が
良
い
う
え
、
会
議
室
の
確
保

が
不
要
で
、
調
整
の
手
間
が
減
っ
た
。

一
方
、
あ
ら
た
め
て
不
要
な
会
議
の
多

さ
に
気
づ
い
た
人
も
い
よ
う
。
ウ
ェ
ブ

会
議
で
か
み
合
わ
な
い
と
き
、
会
議
の

目
的
の
定
義
や
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
と
感
じ
る
。
無
駄
な
会
議
を

す
る
会
社
は
、
提
供
商
品
に
も
供
給
プ

ロ
セ
ス
に
も
き
っ
と
無
駄
が
あ
る
。

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
（
サ
ー
ス
）
で
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
の
社

長
と
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
役
員
と
話
す
機

会
が
あ
っ
た
。
物
理
的
な
接
触
機
会
の

低
減
に
加
え
、
新
た
な
商
流
も
期
待
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
提
案
す
る
。

役
員
は
重
要
性
を
理
解
し
な
が
ら

も
、
以
前
に
導
入
し
た
デ
リ
バ
リ
ー
サ

ー
ビ
ス
の
事
例
か
ら
課
題
を
あ
げ
る
。

ひ
と
た
び
注
文
を
受
け
る
と
、
品
切
れ

は
ご
法
度
だ
。
あ
る
食
材
が
在
庫
切
れ

を
起
こ
し
そ
う
に
な
る
と
、
こ
の
食
材

を
用
い
た
複
数
の
商
品
を
注
文
で
き
な

く
す
る
必
要
が
あ
る
。
商
品
点
数
が
多

い
と
、
こ
の
対
応
業
務
が
重
い
。

社
長
の
主
張
は
続
く
。
今
後
は
Ｅ
Ｃ

感
覚
で
の
注
文
が
増
え
る
。
Ｅ
Ｃ
や
デ

リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
消
費
者
が

注
文
し
た
商
品
を
事
業
者
が
届
け
る
。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
消
費

者
が
注
文
し
た
商
品
を
消
費
者
が
取
り

に
行
く
。
Ｅ
Ｃ
感
覚
と
表
現
し
た
が
、

商
流
は
Ｅ
Ｃ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
消
費

者
目
線
で
は
受
領
方
法
の
違
い
だ
け

だ
。
モ
ノ
も
サ
ー
ビ
ス
も
ス
マ
ホ
で
検

索
・
注
文
す
る
消
費
行
動
は
も
う
始
ま

っ
て
い
る
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

こ
れ
が
当
た
り
前
と
な
る
。
今
後
は
、

デ
ジ
タ
ル
商
流
に
合
わ
せ
て
店
舗
運
営

を
再
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

役
員
は
理
解
し
な
が
ら
も
、
思
い
切

っ
た
方
向
転
換
に
は
経
営
陣
の
世
代
交

代
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
と
話
す
。
他

社
に
先
駆
け
て
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
を
重
ね

て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
が
苦
手
だ
と
い
う

主
張
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
競
争
優
位

性
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
現
経
営
陣

も
あ
え
て
聖
域
と
せ
ず
、
断
固
社
内
変

革
す
べ
き
だ
と
い
う
、
経
営
者
と
し
て

の
矜
持
を
述
べ
ら
れ
た
と
感
じ
た
。

結
局
、
複
数
の
サ
ー
ス
型
サ
ー
ビ
ス

に
関
し
て
活
用
方
法
を
検
討
し
て
も
ら

う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
導
入
さ

れ
る
と
な
れ
ば
、
Ｕ
Ｘ
の
観
点
で
電
子

決
済
も
導
入
し
た
ほ
う
が
便
利
と
の
判

第
71
回

Ｄ
Ｘ
の
す
ゝ
め
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断
に
な
ろ
う
。
今
後
は
こ
の
よ
う
に
、

主
役
と
し
て
で
は
な
く
、
脇
役
と
し
て

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
事
例
が
増
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｄ
Ｘ
推
進
で
求
め
ら
れ
る�

�

洞
察
力
・
想
像
力
・
思
い
や
り

第
２
次
産
業
革
命
に
よ
り
大
量
生
産

が
始
ま
る
と
、
肉
体
労
働
の
需
要
が
低

減
し
た
。
明
治
初
期
に
書
か
れ
た
「
学

問
の
す
ゝ
め
」
で
は
、
こ
れ
を
予
期
す

る
か
の
よ
う
に
、
冒
頭
で
次
の
よ
う
な

啓
蒙
が
な
さ
れ
て
い
る
。
人
は
生
ま
れ

な
が
ら
平
等
だ
が
、
実
際
に
は
収
入
や

地
位
に
差
が
あ
る
。
そ
の
差
は
、
学
ぶ

か
ど
う
か
で
決
ま
る
。
学
ば
な
い
と
、

低
収
入
の
肉
体
労
働
し
か
で
き
な
い
。

学
ぶ
こ
と
で
難
し
い
仕
事
に
就
く
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
、
収
入

や
地
位
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

難
し
い
仕
事
の
具
体
例
に
は
医
者
、

学
者
、
経
営
者
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

高
度
な
専
門
知
識
も
求
め
ら
れ
る
が
、

原
文
で
「
心
を
用
い
、
心
配
す
る
仕

事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
知
識
以
外
の
能

力
・
資
質
も
求
め
ら
れ
る
は
ず
だ
。

医
者
を
例
に
す
る
と
、
目
に
見
え
る

症
状
か
ら
身
体
の
な
か
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
見
抜
く
洞
察
力
は
必
須
だ
。

ま
た
、
患
者
の
年
齢
や
体
質
、
性
格
の

違
い
か
ら
、
発
言
内
容
は
同
じ
で
も
、

そ
の
真
意
が
ど
こ
に
あ
る
か
想
像
す
る

力
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
加
え
て
、
何
よ

り
も
、
患
者
へ
の
思
い
や
り
な
く
し
て

は
な
し
得
な
い
仕
事
だ
。

令
和
期
は
第
４
次
産
業
革
命
と
重
な

る
。
Ａ
Ｉ
が
実
用
化
さ
れ
る
と
、
Ａ
Ｉ

で
代
用
で
き
る
労
働
の
需
要
は
低
減
す

る
。
Ｄ
Ｘ
推
進
者
も
、
Ａ
Ｉ
に
は
な
い

何
か
が
求
め
ら
れ
る
。
創
造
性
も
必
要

と
さ
れ
る
が
、
全
員
は
も
た
な
く
て
も

よ
い
。
欠
か
せ
な
い
の
は
、
明
治
期
の

と
き
と
同
様
、
洞
察
力
、
想
像
力
、
思

い
や
り
で
は
な
い
か
と
思
う
。

商
品
企
画
に
お
い
て
、
想
定
顧
客
に

対
す
る
洞
察
力
や
想
像
力
が
必
要
な
点

に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
商
流
基
点
で
商
品
を
提
供
す
る
に

は
、
供
給
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
も
必
要

と
な
る
。
こ
の
と
き
、
異
な
る
専
門
領

域
を
も
つ
企
業
や
人
と
協
業
す
る
機
会

が
増
え
る
。
専
門
領
域
が
異
な
る
と
、

言
葉
の
定
義
や
物
事
の
考
え
方
が
違

い
、
一
見
会
話
が
成
立
し
て
い
て
も
相

互
の
解
釈
が
違
う
こ
と
が
多
々
あ
る
。

洞
察
、
想
像
し
な
が
ら
各
領
域
と
接
し

な
い
と
、
後
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
や
取
引

先
の
離
脱
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

思
い
や
り
が
不
可
欠
と
聞
く
と
、
違

和
感
を
覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
思
い

や
り
と
は
相
手
の
気
持
に
心
を
配
る
こ

と
だ
。
相
手
の
気
持
を
く
ん
だ
う
え
で

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
働
き
か
け
と
も
い
え

る
。
人
は
命
令
し
て
も
動
か
な
い
こ
と

が
あ
る
。
で
き
な
い
場
合
も
、
や
ろ
う

と
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
人
に
動
い
て

ほ
し
い
と
き
は
、
命
令
で
は
な
く
、
動

き
た
く
な
る
よ
う
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
働

き
か
け
を
す
る
ほ
う
が
よ
い
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
働
き
か
け
を
、
職
務

的
に
、
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
行
う
こ
と
を
感
情
労
働
と
い
う
。

看
護
師
、
ウ
エ
イ
タ
ー
、
苦
情
相
談
員

の
業
務
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
職
場
に
お

い
て
も
、
以
前
か
ら
感
情
労
働
は
求
め

ら
れ
て
き
た
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、

感
情
の
誘
発
・
抑
制
の
ル
ー
ル
化
だ
。

面
談
時
の
ル
ー
ル
や
パ
ワ
ハ
ラ
規
定
も

こ
れ
に
あ
た
る
。

こ
ん
な
話
が
あ
る
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
が
始
ま
り
、
上
司
に
些
細
な
こ
と
が

聞
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
過
去
に
簡

単
な
質
問
を
し
て
不
機
嫌
な
態
度
を
さ

れ
た
そ
う
だ
。
上
司
に
自
覚
は
な
い
た

め
、
勘
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
見
え

な
い
壁
は
存
在
す
る
。
些
細
な
こ
と
も

誤
り
で
あ
れ
ば
、
い
つ
か
問
題
に
発
展

す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
や
顔
が
見

え
な
い
間
、
冒
頭
の
ラ
ジ
オ
出
演
者
の

よ
う
に
担
当
者
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
、

努
め
て
快
活
で
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢
を
見

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
っ
た

感
情
労
働
は
、
今
後
よ
り
広
範
な
シ
ー

ン
で
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
こ
と
だ
。

Ｄ
Ｘ
推
進
者
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
働

き
か
け
を
だ
れ
に
行
う
べ
き
か
。
顧

客
、
従
業
者
、
取
引
先
な
ど
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
す
べ
て
に
だ
ろ
う
。
先
述

の
と
お
り
、
異
な
る
領
域
間
の
結
合
の

際
は
い
ろ
い
ろ
と
何
か
が
起
こ
る
。
職

人
同
士
が
感
情
的
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も

あ
る
。
こ
の
と
き
、
Ｄ
Ｘ
推
進
者
が
み

ず
か
ら
の
求
心
力
で
両
者
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
か
で
、
事
業
の
成
否
を
分

か
つ
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
書
く
と
、
思
い
や
り
と
は
人
を

動
か
す
手
段
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
事
業
を
成
功
に
導
く
と

い
う
観
点
で
は
あ
な
が
ち
間
違
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
が
、
だ
れ
も
、
裏
表
が

あ
る
人
と
長
く
つ
き
合
い
た
い
と
思
わ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
学
問
の
す
ゝ
め
」
最
終
編
の
人
望

論
で
、
才
智
を
使
い
、
正
直
で
あ
る
こ

と
で
、
人
望
は
少
し
ず
つ
積
み
上
が
る

と
あ
る
。
明
治
初
期
と
比
べ
て
科
学
技

術
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
が
、
こ
れ
を

用
い
る
人
間
の
ほ
う
は
あ
ま
り
変
わ
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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2019年度は約1,000名の学生が受講
～協会、教育機関における出前講座に注力～

協会では、大学などの教育機関における出前講
座に注力している。 2 年後に迫った成年年齢引下
げに先駆け、若年層の金融リテラシー向上を図っ
ていく。19年度は 9 先の教育機関で、金融トラブ
ル被害防止などをテーマにした出前講座を行い、
前年度の 4 倍にあたる延べ996名が受講した。

出前講座は、高等学校や専門学校、大学などの
教育機関や消費生活センターなどから要請を受
け、金融知識の普及・啓発や金融被害防止を内容
とする講座に講師を派遣するもの。協会では07年
の設立以来継続して行っており、受講者数の総計
は18年度に 1 万人を超えた。19年からは東京都の
貸金業対策課から連携要請を受け、大学や専門学
校などの教育機関で都が学生向けに開講する金融
トラブル防止のための講座にも講師を派遣してい
る。

貸金業者の現状と動向に迫る
～全貸金業者を対象に調査を実施～

日本貸金業協会では 3 月31日、貸金業者に対す
るアンケート調査結果を公表した。本調査は、貸
金業者の現状と動向を明らかにするため全貸金業
者を対象に協会が毎年行っているもの。今回は昨
年12月 2 日から本年 1 月14日にかけて実施し、全
貸金業者の57.8％にあたる959社から有効回答を
得た。調査結果報告は全 3 編で構成され、第 2 編
で経年比較分析を行っているのが特徴。消費者向
け貸付け、事業者向け貸付けそれぞれの現状と動
向を示し、抱えている問題点と課題を明らかにす
る。とくに消費者向けについては、事業規模別に
課題を分析し、小規模の消費者向け無担保貸金業
者にあっては「市場縮小に加え、従業員の高齢化
・事業承継や収益性の問題点といった固有課題も
抱える」と指摘する。調査結果の全編（136㌻）
は、協会ウェブサイトで公表されている。

第66回理事会を
書面開催

日本クレジット協会（JCA）は、第66回理事会
を書面開催し、 3 月31日に決議された。審議事項
は以下の 5 点でいずれも承認された。

1.新規入会会員について 
2.新中期業務運営方針について
3.令和２年度事業計画案及び収支予算案について
4.事務局運営規則等の一部改正について
5.第12回定時総会の開催について
6.各委員会の委員の変更について

承認された審議事項 2 の新中期業務運営方針
（2020 ～ 22年度）の重点推進事項としては「環境
変化を踏まえた、安全・安心なクレジットカード
利用環境の整備」を掲げ、具体的には「①改正割
賦販売法・政省令等への適切な対応（割賦販売法
・政省令に係る業界意見のとりまとめなど）」「②
セキュリティ対策の推進（カード情報保護対策の

推進など）」「③広報啓発・教育の推進（キャッシ
ュレスを踏まえたクレジット教育の推進など）」
に取り組むこととしている。

「2019年 市場規模（年次統計）」を
公表

3 月31日、クレジット関連統計「2019年市場規
模（年次統計）」を取りまとめ、公表した。

19年のクレジットカードショッピング信用供与
額は73兆4,311億円で、前年比10.1％増、信用供与
残高（12月末時点）は13兆5,801億円で、同9.4％
増となった。

一方、ショッピングクレジット信用供与額は 9
兆7,365億円で、前年比0.4％増、信用供与残高

（12月末時点）は18兆3,187億円で、同7.2%増とな
った。

都道府県別や性別・年代別のクレジットカード
契約数などその他の統計数値は、ホームページを
ご覧いただきたい。
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クレジットカードのEC加盟店向けに情報
漏洩対策に関する簡易診断ツールを作成
日本クレジットカード協会は、クレジットカー
ドのEC加盟店向けに、クレジットカード情報並
びに個人情報の漏洩の未然防止に向けた簡易診断
ツールを「クイズ方式」にて作成した。
クイズを進めていくことでECサイトにおける
漏洩対策で不足しているポイント等を簡易に確認
できる内容となっており、クレジットカードの
EC加盟店がシステムや法令に関する詳しい知識
がない場合でもECサイトでとるべき対策を理解
することが可能となっている。
本診断ツールは協会HPに掲載しているので、
EC加盟店に対する啓発時等、広くご活用いただ
きたい。

【診断ツール提供URL】
http://www.jcca-office.gr.jp/dealer/leak.html

クイズ一例
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03・6272・9255

会員向け弁護士電話相談会を
実施

日本訪問販売協会では、2020年 2 月 6 日、会員
向け弁護士電話相談会を実施した。この相談会で
は、日頃の業務で疑問に思っている法律的な問題
や、現在抱えている案件などについて特定商取引
法や消費者問題に詳しい弁護士に直接相談するこ
とができる。電話による相談なので遠方の会員で
も気軽に活用できる点が好評。相談内容は、特定
商取引法をはじめ、個人情報保護法や景品表示法
の規制について等多岐にわたる。

協会創立40周年記念座談会を
開催

協会では、本年創立40周年を迎えるにあたり、
20年 3 月18日に記念座談会を開催した。出席者
は、横手喜一会長（ポーラ・オルビスホールディ
ングス）、藤岡利義理事（ダスキン）、大森俊一専
務理事の 3名で、「業界の展望」をテーマに語り
合った。座談会の内容は季刊誌や40周年史に掲載
を予定している。

消費者啓発講座等への
講師派遣

協会では、全国
の自治体、消費生
活センター等が主
催する消費者向け
の啓発講座や消費
者行政担当者及び
相談員等の勉強会へ協会職員を講師として派遣し
ている。19年度は 4カ所の自治体から依頼を受
け、講師を派遣した。

提案理事会を
開催

3 月に予定していた第146回理事会は、新型コ
ロナウイルス感染症対策本部によるイベント開催
の必要性の検討等を内容とする基本方針などを踏
まえ、一般社団法人及び一般財団法人に関する法
律96条及び本協会定款の規定に基づく提案理事会
（書面による決議）とした。
これにより、総務、政策及び審査の各委員会の
委員選任等が決議されたほか、新たに 4社の新規
入会が承認された。
書面による総務委員会及び政策委員会を

開催
第41回総務委員会及び第33回政策委員会につい
ても、本協会定款等に基づく書面による委員会を
開催した。
総務委員会においては、「令和元年度（ 2月29
日まで）事業進捗状況」及び「令和 2年度事業計

画書（タタキ台）」等の報告事項に関し委員の意
見を求めた。
政策委員会においては、「送金サービスに関す
る調査（第 5回）の実施について」書面による決
議が行われた。
「資金決済法改正法案の概要」を

会員に配信
3 月 5 日に「金融審議会報告を踏まえた資金決

済法改正の方向性」をテーマとする会員向けのセ
ミナーを予定していたが中止となった。折しも、
3月 6日に資金決済法の改正を含む「金融サービ
スの利用者の利便の向上及び保護を図るための金
融商品の販売等に関する法律等の一部を改正する
法律案」が国会に提出された。協会から会員に対
し適時に情報提供するため、片岡総合法律事務所
に依頼し、上記報告書及び法律案を踏まえたわか
りやすい説明資料として「資金決済法改正法案の
概要」を取りまとめてもらい会員に配信した。
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クレジットカード業の業務種類別・会社系統別取扱高

総取扱高
百万円

増減
％

業務種類別内訳 会社系統別内訳
うち

販売信用
百万円

増減
％

うち
消費者金融

百万円
増減
％

うち銀行系
百万円

増減
％

うち信販系
百万円

増減
％

うち商業系
百万円

増減
％

16年度 50,679,427 6.9 48,917,967 7.2 1,761,460 △2.7 20,170,798 5.2 9,644,270 18.0 16,585,426 4.0
17年度 55,157,601 8.9 53,416,103 9.3 1,741,492 △0.8 21,844,346 8.3 11,387,802 18.1 17,340,376 4.8
18年度 60,151,365 9.1 58,404,165 9.3 1,747,199 0.3 23,750,267 8.7 13,512,724 18.7 17,998,360 3.8
18.12 5,648,409 9.7 5,522,169 9.9 126,240 0.8 2,199,103 8.3 1,307,595 20.6 1,700,724 4.7 
19. 1 5,238,045 8.5 5,104,561 8.8 133,485 △0.6 2,062,374 8.1 1,208,156 19.4 1,528,355 2.3 

2 4,712,387 9.9 4,579,339 10.3 133,048 △1.4 1,850,744 9.2 1,102,120 20.4 1,358,056 4.7
3 5,311,842 9.4 5,151,215 9.7 160,627 △0.5 2,074,126 8.9 1,271,117 20.2 1,576,357 3.4
4 5,259,276 9.5 5,123,389 9.9 135,887 △2.9 2,072,441 8.3 1,246,013 21.1 1,512,877 4.2
5 5,380,402 10.7 5,205,758 10.9 174,644 4.0 2,104,419 8.8 1,306,180 22.9 1,552,351 5.8
6 5,217,422 10.2 5,080,526 10.5 136,896 △1.4 2,045,970 9.3 1,261,112 22.3 1,500,628 4.2
7 5,359,458 7.6 5,224,555 7.8 134,903 0.8 2,100,100 6.4 1,301,445 20.7 1,541,757 1.2
8 5,377,510 10.0 5,232,002 10.2 145,508 1.8 2,100,578 7.3 1,314,227 22.4 1,541,217 6.5 
9 5,731,372 19.0 5,573,780 19.6 157,592 1.4 2,180,251 14.1 1,415,371 31.9 1,713,622 18.9

10 5,405,969 8.2 5,258,534 8.6 147,435 △4.3 2,123,097 7.2 1,381,463 24.0 1,476,579 △1.5
11 5,663,281 9.7 5,521,585 10.4 141,696 △11.9 2,190,581 8.6 1,416,954 21.9 1,628,608 4.0
12 6,269,778 11.0 6,147,754 11.3 122,025 △3.3 2,409,690 9.6 1,628,179 24.5 1,774,245 4.3

20. 1 5,902,946 12.7 5,768,513 13.0 134,432 0.7 2,280,474 10.6 1,526,051 26.3 1,622,884 6.2
2 5,324,168 13.0 5,190,555 13.3 133,613 0.4 2,047,285 10.6 1,392,079 26.3 1,469,892 8.2

出所 経済産業省
（注）　増減は前年同月比。数値は、算定方法・基準の見直し等で不連続が生じている。増減率は調整済み。

可処分
所得
％

消費
支出
％

小売業 うち大型小売店 新設住宅着工 個人破産
販売額
10億円

増減
％

販売額
10億円

増減
（既存店）％

うち百貨店
億円

増減
（既存店）％

戸数
戸

増減
％

申立件数
件

増減
％

16年度 ─ ─ 140,275 △0.2 19,526 △1.1 65,607 △3.4 974,137 5.8 65,106 1.5

17年度 ─ ─ 143,005 1.9 19,625 0.5 65,354 △0.4 946,396 △2.8 69,121 6.2

18年度 ─ ─ 145,226 1.6 19,548 △0.4 63,964 △2.1 952,936 0.7 74,229 7.4

18.12 2.4 △2.2 14,129 1.3 2,082 △1.0 7,404 △1.3 78,364 2.1 7,190 3.8

19. 1 4.1 1.9 11,831 0.6 1,632 △3.3 5,380 △3.3 67,087 1.1 4,456 9.3

2 △0.6 3.6 11,037 0.6 1,434 △1.8 4,599 △0.1 71,966 4.2 5,754 9.7

3 1.3 4.2 12,798 1.0 1,654 0.5 5,618 △0.2 76,558 10.0 6,681 4.0

4 2.5 0.7 12,035 0.4 1,535 △1.8 4,893 △1.5 79,389 △5.7 6,930 11.2

5 0.1 2.3 11,988 1.3 1,563 △0.5 4,848 △1.1 72,581 △8.7 5,229 △13.5

6 3.8 5.6 11,827 0.5 1,597 △0.5 5,215 △1.2 81,541 0.3 6,289 △4.6

7 1.5 3.6 12,163 △2.0 1,624 △4.8 5,411 △3.3 79,232 △4.1 6,519 3.8

8 △2.2 1.7 12,029 1.8 1,588 0.3 4,574 1.8 76,034 △7.1 5,926 △3.6

9 △1.1 8.0 12,603 9.2 1,671 10.0 5,615 22.8 77,915 △4.9 5,824 3.4

10 0.4 △4.9 11,108 △7.0 1,457 △8.2 4,265 △16.4 77,123 △7.4 6,149 △5.9

11 3.3 △0.8 11,865 △2.1 1,610 △1.8 5,448 △4.8 73,523 △12.7 6,222 △6.9

12 △0.8 △3.2 13,763 △2.6 2,022 △2.8 7,048 △3.7 72,174 △7.9 7,116 △1.0

20. 1 3.1 △4.1 11,783 △0.4 1,606 △1.5 5,210 △1.9 60,341 △10.1 4,632 3.9

2 3.2 0.1 11,217 1.6 1,438 0.2 4,060 △10.5 63,105 △12.3 5,538 △3.8
出所 総務省 経済産業省 国土交通省 最高裁

（注）　可処分所得、消費支出は 2 人以上の世帯のうち勤労者世帯の対前年名目増減率、年度数値は公表なし。申立件数は速報値。
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2020年３月中の
センター運用状況
＜照会状況＞
会員の当センター宛の照会は1,052千件（前
年同月比1.3％増）であった。
照会の手段別割合は、オンラインリアルタイ
ム照会が96.2％、ファイル転送が3.8％であっ
た。
＜保有情報量＞
保有情報量は97,504千件（官報・不渡関係情
報を含む）であった。
＜本人への情報開示等の状況＞
情報の開示請求者数は3,949人であった。
また、本人申告の受付件数は460件であっ
た。
＜会員数＞
20年 3 月末現在の加盟会員数は1,117会員で
あった。

19年度中の
センター概況
＜照会状況＞
19年度中の会員の当センター宛の照会は
10,775千件（前年度比0.1％減）であった。
照会の手段別割合は、オンラインリアルタイ
ム照会が95.2％、ファイル転送が4.8％であっ
た。
＜本人への情報開示等の状況＞
年度中の情報開示請求者数は39,322人（前年
度比2.9％減）、本人申告の受付件数は5,023件
（同0.2％増）、異議申立件数は17件（同15.0％
減）となった。
＜会員数＞
合併等により30会員が減少、新規加盟により
1会員が増加し、計29会員の減少となった。

CICは、新型コロナウィルス感染症拡大に伴
う影響を鑑み、以下の対策を講じた。
＜来社開示窓口の一時閉鎖＞
お客様の安全面を考慮し、2020年 3 月 2 日よ

り来社開示対応窓口を一時休止している。
なお、信用情報開示及び本人申告コメント登
録の申込みについては、インターネットでの受
付対応を行っている。
今後の対応状況等については、ホームページ

（［URL］https://www.cic.jp/）にて案内する。
インターネットによる
本人申告削除システムの利用開始
CICは、消費者本人の申請により登録された
本人申告情報を削除する際の手続にインターネ
ット経由での手段を20年 3 月31日に追加した。
本人申告情報とは、本人確認書類の紛失や盗
難に遭い第三者による不正利用が懸念される場
合等に、本人からの申告に基づき自身の信用情

報に「本人申告制度」を利用してコメントとし
て登録する情報であり、会員会社に与信判断の
参考資料（注）として利用される。
いままでの郵送及び来社窓口での手続に加

え、インターネットで申告情報の削除システム
を開始し、消費者サービスの利便性向上を図っ
た。
（注）　登録されたコメントは加盟会員に注意喚
起を促す参考情報として提供しており、与信判
断は各社独自の与信基準に基づき行われる。

新型コロナウィルス感染症における
開示対応

2020年 3 月度実績� （件、社）
登録件数合計 79,541万
・クレジット情報 75,137万
・申込情報 4,400万
・参考情報 3万
照会件数合計 1,974万
・信用オンライン 994万
・信用バッチ 981万
開示件数 21,716　
会員数 903　
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TEL 03-3842-7000 （代）
https://www.jicc.co.jp/

日本信用情報機構（JICC）は、国内外の状況
や影響等を踏まえた行政当局からの要請に基づ
き、各会員に対して信用情報の登録・更新に関
して柔軟な対応を求めた。
具体的には、感染症を理由とする返済猶予等
を行った際に顧客不利益とならないよう配慮す
ることなどが含まれる。
2019年度の統計データを
集計
今般、19年度通期（19年 4 月～ 20年 3 月）に
おける実績を取りまとめた。

19年 ３ 月末 20年 ３ 月末 増減
総加盟会員数（社） 1,３69 1,３３7 △３2
（うち）加入貸金業者数（社） 884 851 △３３

18年度通期 19年度通期 前年比
総照会件数（万件） 12,485 12,898 10３.３%

（うち） 加入貸金業者から
の照会件数（万件） 9,478 9,67３ 102.1%

19年 ３ 月末 20年 ３ 月末 増減
総登録件数（万件） 41,001 42,545 1,544
総登録残高（億円） 2,３64,16３ 2,49３,016 128,85３

19年 ３ 月末 20年 ３ 月末 増減
貸金債権登録情報
登録人数（万人） 1,802.8 1,799.7 △ ３.1
登録件数（万件） ３,051.３ ３,0３7.1 △ 14.2

貸金債権残高あり情報
登録人数（万人） 1,08３.0 1,091.7 8.7
登録件数（万件） 1,621.３ 1,64３.0 21.7
登録残高の合計額（億円） 80,595 85,707 5,112
一人当たりの残高あり件数（件） 1.5 1.5 0
一契約当たりの残高（万円） 49.7 52.2 2.5

貸金債権異動情報
登録人数（万人） ３60.7 ３56.5 △ 4.2
登録件数（万件） 581.0 566.0 △15.0

18年度通期 19年度通期 前年比
開示件数（件） 114,787 116,077 101.1%

統計数値の詳細は、下記URLより参照
URL：https://www.jicc.co.jp/

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた
信用情報の登録・更新について
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昨
今
、「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
」
が
普
及
し
つ

つ
あ
る
が
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
だ
け
で
は
何
も

で
き
ず
、
裏
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
銀
行
口

座
、
現
金
等
に
よ
る
資
金
供
給
（
チ
ャ
ー
ジ
）

シ
ス
テ
ム
が
伴
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、「
カ
ー
ド
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
へ
の

チ
ャ
ー
ジ
が
第
２
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
悪
用
さ
れ
な
い
か
」
と
い
う
邪
念
が
浮

か
ん
だ
の
で
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
た
。

カ
ー
ド
を
使
用
し
た
資
金
調
達
（
金
策
）
の

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
ず
、
キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
、
定
額
メ
ー
ル
ロ
ー
ン
、
フ
リ
ー
ロ
ー

ン
（
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
）、
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
等
の

金
融
商
品
転
が
し
が
、
１
社
に
と
ど
ま
ら
ず
複

数
社
間
で
行
わ
れ
て
い
た
。
カ
ー
ド
各
社
の
決

済
日
に
あ
た
る
５
日
、
10
日
、
27
日
等
の
前
日

・
当
日
に
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
や
Ｃ
Ｄ
に
行

列
が
で
き
る
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の
進
ん
で
い
な
い

時
代
に
は
、
紙
製
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
ノ
ー
ト

（
利
用
限
度
を
管
理
す
る
記
録
帳
）
に
ろ
う
を

塗
っ
て
後
で
記
録
を
拭
き
取
っ
て
再
度
使
用
し

た
り
、
未
使
用
の
他
人
の
ノ
ー
ト
を
繋
ぎ
剥
ぎ

し
て
不
正
利
用
し
た
り
す
る
者
も
い
た
。

い
ま
で
は
ス
ー
パ
ー
等
の
食
料
品
店
で
の
カ

ー
ド
利
用
は
日
常
的
だ
が
、
当
時
は
、
現
金
収

入
が
借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
、
生
活
必
需
品
を
カ
ー
ド
で
買
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
金
融
商
品
依
存
会
員
の
ス
ー
パ

ー
等
で
の
カ
ー
ド
利
用
を
注
視
し
て
い
た
。

そ
の
う
ち
、
悪
質
金
融
業
者
が
カ
ー
ド
を
預

か
り
、
時
計
や
カ
メ
ラ
、
指
輪
、
装
飾
品
等
の

換
金
性
商
品
や
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
等
を
カ
ー
ド
で

購
入
し
、
そ
の
一
部
を
カ
ー
ド
会
員
に
手
渡
す

手
口
が
出
て
き
た
（
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
で
時
間
稼

ぎ
も
し
て
い
た
）。
さ
ら
に
、
経
営
破
綻
し
た

店
か
ら
借
金
の
カ
タ
に
加
盟
契
約
を
オ
ン
ラ
イ

ン
端
末
や
銀
行
口
座
ご
と
譲
り
受
け
、
架
空
売

上
を
立
て
て
現
金
化
す
る
輩
や
、
加
盟
店
契
約

を
有
す
る
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
架
空
売
上

買
取
り
屋
ま
で
現
れ
た
。

こ
ん
な
不
正
利
用
を
思
い
出
す
と
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
決
済
を
取
り
扱
う
加
盟
店
が
悪
質
金
融
業

者
等
に
乗
っ
取
ら
れ
た
ら
、
債
務
者
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
使
用
し
て
架
空
売
上
を
立
て
、
簡
単
に

現
金
化
で
き
て
し
ま
う
と
心
配
に
な
る
。
何
よ

り
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
の
加
盟
店
に
な
る
の

は
、
一
般
加
盟
店
よ
り
簡
便
と
聞
く
の
で
、
悪

用
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
心
配
は
、
債
務
者
の
カ
ー
ド
を

使
用
し
て
、
債
権
者
な
ど
他
人
の
ス
マ
ホ
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
決
済
資
金
を
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と

だ
。
カ
ー
ド
会
社
は
会
員
、
加
盟
店
の
両
サ
イ

ド
か
ら
高
額
の
決
済
が
連
続
し
た
り
、
金
融
商

品
依
存
傾
向
の
会
員
が
高
額
な
決
済
を
し
た

り
、
頻
繁
に
チ
ャ
ー
ジ
し
て
い
な
い
か
に
つ
い

て
も
監
視
が
必
要
で
、
不
正
利
用
を
早
期
発
見

す
る
た
め
の
知
恵
と
対
応
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
点
を
懸
念
し
て
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
を
運
営
す
る
側
で
も
、
会
社
に
よ
っ
て

差
は
あ
る
が
、
チ
ャ
ー
ジ
金
額
に
つ
い
て
状
況

に
応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
設
け
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
本
人
認
証
（
３
Ｄ
セ
キ
ュ
ア
）
済

み
と
未
認
証
で
チ
ャ
ー
ジ
金
額
の
上
限
を
変
え

た
り
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
本
人
認
証
に
よ
る
制
限
措

置
は
名
義
を
冒
用
し
た
不
正
行
為
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置
で
、
カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
が
同
意

し
、
協
力
し
さ
え
す
れ
ば
（
強
要
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
）、
何
で
も
で
き
て
し
ま
う
。
か
つ
て

の
悪
質
金
融
業
者
に
指
示
さ
れ
て
、
カ
ー
ド
会

員
が
換
金
性
商
品
を
購
入
し
た
り
、
架
空
売
上

に
協
力
し
た
り
す
る
の
と
同
じ
で
、
防
ぎ
よ
う

が
な
い
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
へ
の
チ
ャ
ー
ジ
を
利
用
し

た
換
金
を
防
止
す
る
に
は
、
カ
ー
ド
会
社
は

「
ま
さ
か
」
と
驚
く
の
で
は
な
く
、「
ま
さ
か
」

を
監
視
の
出
発
点
と
す
る
柔
軟
性
が
必
要
と
さ

れ
よ
う
。�
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過去の不正利用から考える
QRコード決済のリスク

●本稿の執筆者はクレジット会社の
管理担当者です。
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ジェーシービー

QUICPay15周年記念 
キャンペーンを実施
ジェーシービー（JCB）は、

QUICPayが ４ 月 ４ 日にサービ
ス開始から1５周年を迎えること
を記念して、記念ロゴを制作し
た。また、以下のとおりキャン
ペーンを実施する。①＃QUIC
Payを探せ～毎月1５組３0名様に
東京ディズニーリゾート・パー
クチケット（ペア）が当たる～
キャンペーン： ３ 月 1 日から 8
月３1日までの期間、店舗やレス
トラン等でQUICPayのマーク
を見つけてTwitterに「＃QUI
CPayを探せ」と「＃キャッシ
ュレスはQUICPay」を付けて
投稿すると、抽選で毎月1５組３0
名に東京ディズニーリゾート・
パークチケット（ペア）が当た
る。 ② 空 港 ×Apple Pay５,000 
円キャッシュバックキャンペー
ン： ３ 月 1 日から３1日までの期
間、対象の空港内店舗でのApp
le Payに 設 定 し たQUICPayの
利用３,000円（税込み）を 1 口
として抽選を実施し、1,000名
に５,000円をキャッシュバック
する。
「モッズ・ヘア」にPOICHI・ 
Smart Codeを提供
JCBは ３ 月下旬、エム・エイ

チ・グループ（MHG：東京都
渋谷区）が運営するヘアサロン

「モッズ・ヘア」の ３ 店舗（新
宿サウス店、銀座店、横浜西口
店）に、「ポイントおまとめサ
ービスPOICHI」及びコード決
済スキーム「Smart Code（ス
マートコード）」の提供を開始

した。これにより、利用者は店
舗で「Pontaポイント」や「楽
天ポイント」等の共通ポイン
ト、「メ ル ペ イ 」 や「LINE 
Pay」等のコード決済が利用で
き る。 今 後 は 順 次 他 店 舗、
MHGの子会社で決済代行を行
うライトスタッフの加盟ヘアサ
ロンへもサービスを拡大する。

新型コロナ被害に対し 
中国に寄付を実施
JCBは ３ 月1６日、中国におけ

る新型コロナウイルスの被害に
対し、湖北省慈善総会へ２５万人
民元（約３80万円）、浙江省慈善
聯合総会へ２５万人民元（約３80
万円）の寄付を実施した。

2 月下旬の国内業種別 
消費動向データを公開
JCB、ナウキャストは ３ 月1６

日、両社が提供する「JCB消費
NOW」の ２ 月下旬（ ２ 月1６ ～
２９日）の国内消費動向速報デー
タの一部を公開した。これによ
ると、総合消費指数は「小売

（財）」「サービス」ともに ２ 月
前半から改善し、「総合」では
前年比－1.２％までマイナス幅
が縮小している。また、業種別
消費指数は「スーパー（＋1９.２
％）」「コンビニエンスストア

（＋8.５ ％）」「酒 屋（＋1５.５ ％）」
「医 薬 品（＋２0.９ ％）」「デ 
ィスカウントショップ（＋1２.8
％）」が軒並み上昇した。「外食

（＋1.8％）」は ２ 月前半から伸
びが鈍化し、なかでも「居酒屋

（－４.６％）」は ２ 月前半から大
幅 に 悪 化 し た。「娯 楽（－２.７
％）」においては「遊園地（－ 1  
1.1 ％）」 が、「交 通（－２.７ 
％）」では「航空旅客（－1２.７
％）」が ２ 月前半から悪化して
いる。

Apple Pay・Google Payの 
決済実験を開始
JCBは ３ 月２４日、NFCタ グ

と連動したApple Pay及びGoo
gle Payの 決 済 実 験 を 開 始 し
た。対面店舗に設置されたNF 
Cタグから加盟店情報等を読み
取り、利用者が持つスマートフ
ォンのApple PayまたはGoogl 
e Payで決済するもので、NFC
タグ決済のUI/UXと技術的課
題を検証するとしている。

ヤマダ電機とSmart Codeの 
取扱開始で合意
JCBは ３ 月２５日、ヤマダ電機

と、同社グループ全店でのQR
・バーコード決済スキームSm 
art Code取扱開始について合
意した。２0２0年第 1 四半期に、
ヤマダ電機グループ全店約９５0
店舗でSmart Codeの利用開始
を予定している。これにより、
同店利用者は既存の決済手段に
加えて、コード決済サービス

「pring」「atone」「K PLU 
S」等で支払うことができる。
「銀行Pay」が 
Smart Codeを導入
JCBは ３ 月３0日、「銀 行Pay」

（スマートフォンアプリから即
時に銀行口座の引落し等による
支払いができるサービス）が
Smart Codeを導入した、と発
表した。

ローソン全店に 
Smart Codeを導入
JCBは ３ 月２６日、ローソン店

舗 1 万４,４４４店 舗（ ２ 月 末 時
点） にSmart Codeを 導 入 し、
７ 月1６日（予定）に取扱いを開
始する、と発表した。

キャッシュレス・ポイント 
還元事業に関する調査を実施
JCBは ３ 月２６日、キャッシュ
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レス・ポイント還元事業に関す
る調査を実施し、結果を発表し
た。

調査は全国の２0 ～ ６0代の男
女1,000名、２0 ～ ６0代の特定職
業従事者（コンビニ／居酒屋の
レジ業務担当、タクシー運転手 
以下：レジ担当者）３00名、会
計を伴う業態でキャッシュレス
決済を導入している経営者・自
営業1４２名を対象にインターネ
ットで行われた。発表による
と、全体の約 8 割が週に 1 回以
上キャッシュレス決済を利用し
ており、 ６ 割が「キャッシュレ
ス決済が使えないと、来店意欲
が減少する」、約 ９ 割が「キャ
ッシュレス・ポイント還元事業
終了後もキャッシュレス決済を
利用する」と回答した。また、
レジ担当者の ９ 割が「金額に関
係なくキャッシュレス決済を歓
迎」している。経営者・自営業
者が「キャッシュレス決済を利
用してよかった点」としてあげ
たのは、多い順に「会計トラブ
ルが減った」「利用金額が増し
た」「サービス向上につながっ
た」で、 ９ 割以上の経営者・自
営業者が「キャッシュレス・ポ
イント還元事業の終了後もキャ
ッシュレス決済を継続したい」
と回答した。

横浜市税のクレジット 
カード納付を開始
JCB、三井住友カード、横浜

市は ４ 月 1 日、エフレジが提供
する「F-REGI公金支払い」を
導入し、インターネット経由で
の市税のクレジットカード収納
業務を開始した。 納税者は、
パソコンやスマートフォン等を
利用して、横浜市のホームペー
ジから横浜市税専用納付サイト
にアクセスし、納付書に記載さ
れた必要事項を入力のうえ、ク
レジットカードまたはApple P 
ayにより納付することができ

る。
JR旅客 6 社でDiscover 
カード決済を開始
JCBは ４ 月 1 日、JR旅 客 ６

社（北海道旅客鉄道、東日本旅
客鉄道、東海旅客鉄道、西日本
旅客鉄道、四国旅客鉄道、九州
旅客鉄道）の駅窓口及び自動券
売機での切符の購入に、Disco
verブランドのカードの取扱い
を開始した。 

MyJCBアプリで銀行口座 
残高表示サービスを開始
JCBは ３ 月３1日、千葉銀行と

提携し、同行を振替口座に設定
している会員向けに「口座残高
表示サービス」を開始した。M 
yJCBア プ リ か ら 千 葉 銀 行 の

「ちばぎんID」とパスワード
を認証させると、アプリ上で口
座残高が表示されるようになる
ほか、予定されているカード振
替金額より口座残高が少ない場
合はアラートが表示される。

三井住友カード

キャッシュレス決済利用 
推進キャンペーンを実施
三井住友カードは ３ 月 ２ 日か

ら ４ 月３0日までの期間、「VISA
のタッチ決済体験キャンペー
ン」を実施する。期間中に、国
内加盟店でクレジットカード搭
載の「VISAのタッチ決済」を 
利用すると、もれなく最大で1, 
000円が無料となる。
「VISAプリペ」を 
リニューアル
三井住友カードは ３ 月 ２ 日、

VISAのタッチ決済機能付きプ
リ ペ イ ド カ ー ド「VISAプ リ
ペ」をリニューアルした。券面
をカード情報（カード番号、有
効期限、セキュリティコード）
を裏面に集約するデザインに変
更し、Google Payへの対応を

開始したほか、「三井住友カー
ドVpassアプリ」でVISAプリ
ペのチャージ残高や利用明細を
直接確認できる機能を追加し
た。

最短 5 分でカード番号等を 
発行するサービスを開始
三井住友カードは ３ 月 ２ 日、

インターネットの専用ページか
らクレジットカード（三井住友
カード・三井住友カード（学
生）・三井住友カード デビュー
プラス）を申し込むと、最短 ５
分でカード番号等を発行するサ
ービスを開始した。発行された
カード番号等ですぐにインター
ネットでの利用ができる。ま
た、Apple PayやGoogle Pay
等のモバイル決済サービスに登
録すると、カード到着を待たず
に全国のiD加盟店でスマート
フォンをタッチして支払いがで
きる。

新テレビCMの 
放映を開始
三井住友カードは ３ 月 ３ 日、

「Vpassアプリ」のプロモーシ
ョンとして、俳優の清原翔とお
笑いトリオの「四千頭身」を起
用した新テレビCM「清原 翔
人（かーど）～あだ名は［アプ
リ］」篇の放映を開始した。
「Vpassアプリ」の 
機能を拡充
三井住友カードは ３ 月 ２ 日、

会員向け「三井住友カード Vp 
assアプリ」について、ホーム
画面のデザインを一新し、機能
を拡充した。

他社発行を含むさまざまなカ
ード、銀行口座、電子マネー
やポイントカード等の情報が一
目で確認できるクリップ、マネ
ーツリー提供の個人資産管理サ
ービス「Moneytree」との連携
サービス機能のほか、新機能

（①ご利用通知サービス：クレ
ジットカードを使うたびアプリ
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にプッシュ通知される。②あん
しん利用制限サービス：「海外」

「インターネットショッピン
グ」「すべてのカード利用」の
区分で利用停止設定が可能。利
用しない際は制限し、利用する
際に解除できる。③使いすぎ防
止サービス：顧客が任意に設定
した金額を超えるとアプリにプ
ッシュ通知する。④口座残高不
足アラート：設定したカードの
引落し額と引落し対象の銀行口
座の残高を比較して、残高が不
足していると、アラートを表示
する）等を追加した。
「タッチハッピー 
プロジェクト」を開始
三井住友カード、メンバーズ

（東京都中央区）は ３ 月 ９ 日、
プロジェクト期間ごとに社会課
題を設定し、その解決を目指す
NPO・NGO法 人 に、VISAの
タッチ決済や三井住友カード公
式アカウントを活用して寄付を
行う「タッチハッピープロジェ
クト」を開始した。プロジェク
ト第 1 弾として、 ２ 月 ３ 日から
５ 月３1日までの期間、「食」を
課題に設定し、フードバンク団
体であるセカンドハーベスト・
ジャパン（東京都台東区）をパ
ートナーに迎えて寄付活動を行
う。

三井住友カード発行カード
でのVISAのタッチ決済 1 回、
三井住友カード公式Twitter 1
リツイートまたは 1 いいね、三
井住友カード公式Facebook 1
フォローまたは 1 いいねにつ
き、それぞれ 1 円を寄付すると
している。

新決済サービスの 
取扱いを開始
三井住友カードは ３ 月1６日、

家庭内のお金の流れをキャッシ
ュレスにすることで、家計管理
や子供のお小遣いが管理できる
新決済サービス「かぞくのおさ

いふ」の取扱いを開始した。
家計の共有ができる「共通

のおさいふ」と、家族の見守り
ができる「個別のおさいふ」で
構成され、家庭で必要に応じた
単位で設定できる。「共通のお
さいふ」は、家庭内の共同の家
計管理者用に最大 ２ 枚のプリペ
イドカードで残高を共有でき、
カードを利用（VISA、VISAの
タッチ決済、iD決済）すると
両者に利用通知が届くため、利
用明細や残高が一目で分かる。

「個別のおさいふ」は、家計管
理者以外の家族に割り当てられ

（最大 ９ 枚発行可能）、お小遣
いや仕送りとして入金された残
高の範囲内で家族用のプリペイ
ドカードで買い物ができる。本
人と本会員に利用通知が届き残
高も確認できる（ ６ 歳以上の小
学生から申込み可能）。

また、家族間で残高の移動
が可能となっている。券面デザ
インは ２ 種類（スマイル・チャ
ック）、それぞれ ７ 色から選択
できる。発行手数料・年会費無
料、有効期限 ５ 年、残高上限３0
万円。

組織の改定を 
実施
三井住友カード、セディナは

４ 月 1 日付で組織の改定を実施
した。三井住友カードは、営業
推進力強化に向け本部体制の再
構築、セディナとのカード事業
一本化戦略の実行体制の整備等
を行い、セディナは「拠点統括
本部」の新設、信販営業拠点を
フルプロダクトの営業拠点へ転
換、三井住友カードとのカード

事業一本化に向け、両社のカー
ド事業に関する本部構成を同一
として組織の再編等を行った。
「Vpass」の 
デザイン等を刷新
三井住友カードは ３ 月２５日、

会員向けウェブサービス「Vpa
ss」について、デザインを刷新
したほか、ページ上での紛失・
盗難時のカード停止手続と、支
払口座変更の受付ができる金融
機関を増加して取扱いを開始し
た。
「VISA LINE Pay クレジット 
カード」を発行

三井住友カード、ビザ・ワー
ルドワイド・ジャパン（VIS 
A）、LINE Pay は ３ 月 ２ ６ 日、

「VISA LINE Pay ク レ ジ ッ
トカード」の募集を ４ 月下旬に
順次開始する、と発表した。

LINE Payに連携してスマー
トフォン決済も利用できる（ ５
月 1 日開始予定）ほか、VISA
のタッチ決済機能が利用でき
る。

また、支払いと同時にLINE
アカウントから決済通知を受け
取ることができる（今夏開始予
定）。サービス初年度（２1年 ４ 月
３0日まで）はカードでの支払い
のつどLINEポイントが３.0％
還元される。券面デザインはス
タンダード（WHITE/GREEN/
YELLOW/BLACK）、東京２0２0
オリンピックエンブレムデザイ
ン（RED/BLUE） の ２ 種 類、
年会費初年度無料、年間 1 回以
上のカードショッピング利用で
次 年 度 年 会 費1,２５0円（税 抜
き）が無料となる。
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横浜市税のクレジット 
カード納付を開始
三井住友カード、JCB、横浜

市は ４ 月 1 日、エフレジが提供
する「F-REGI公金支払い」を
導入し、インターネット経由で
の市税のクレジットカード収納
業務を開始した。 納税者は、
パソコンやスマートフォン等を
利用して、横浜市のホームペー
ジから横浜市税専用納付サイト
にアクセスし、納付書に記載さ
れた必要事項を入力のうえ、ク
レジットカードまたはApple P 
ayにより納付することができ
る。

ユーシーカード

みずほ銀行・ドコモと 
業務連携で合意書を締結
ユ ー シ ー カ ー ド（UCカ ー

ド）、みずほ銀行、NTTドコモ
（ドコモ）は ３ 月２７日、業務連
携に関する合意書を締結した。
UCカードとみずほ銀行は「ｄ
カード」のサービス拡大、事業
運営体制の構築に向け連携を強
化するほか、 ３ 社でiDの発展に
向け連携を強化する。また、
UCカードは ３ 月３1日、ドコモ
が保有するUCカードの全株式
の買取りを実施し、みずほ銀行
が発行済株式を100％保有す
る。

三菱UFJニコス

システム一本化 
計画を策定
三菱UFJニコスは ３ 月２６日、

「システム統合計画の抜本的見
直し」について、既存システム
を活用して一本化を進めていく
こと、及び２0年度中に新たなシ
ステム統合（システム一本化）

計画を策定することを決定し
た。

山梨中央銀行と 
提携
三 菱UFJニ コ ス は ３ 月1２

日、山梨中央銀行が ６ 月 1 日に
募集を開始する予定の「My D 
ebit（山 梨 中 銀VISAデ ビ ッ
ト）」の発行業務を受託するこ
とで合意した。

発行者である山梨中央銀行
が会員募集や口座情報管理、会
員からの照会応対等を担い、三
菱UFJニコスがカード発券や
売 上 請 求、VISAと の 精 算 業
務、ウェブサービス等を受託す
る。

スヌーピーデザインの 
カード 2 種を募集開始
三菱UFJニコスは ３ 月18日、

「スヌーピー」を券面デザイン
にしたクレジットカードのライ
ンアップとして、 1 年半ぶりに
募集を再開する「スヌーピーカ
ード」のデザイン追加（イエロ
ー）と、新たに「VIASOカー
ド（スヌーピーデザイン）」の
募集を開始した。

また、同社ホームページ内
に両カードを案内する特設サイ
トを開設したほか、同サイトと
YouTubeの同社公式チャンネル
等で専用プロモーション動画の
配信を開始した。

新テレビCMの 
放映を開始
三菱UFJニコスは ３ 月２６日、

俳 優 の 中 井 貴 一 と 広 瀬 す ず
を起用したDCカードの新テレ
ビCM「安心からはじめるキャ
ッシュレス。 街角篇」「同　カ

フェ篇」の放映を開始した。

オリエント
コーポレーション

但馬信用金庫と 
保証業務提携
オリエントコーポレーション

（オリコ）は但馬信用金庫と提
携し、同金庫と職域サポート契
約を締結する企業の従業員を対
象に「職域フリーローン」の審
査・保証の取扱いを ３ 月 ２ 日に
開始した。

南都銀行と 
保証業務提携
オリコは南都銀行と提携し、

「教育カードローン」の審査・
保証の取扱いを ３ 月1６日に開始
した。

沖縄海邦銀行と 
保証業務提携
オリコは沖縄海邦銀行と提携

し、「WEB完結型フリーローン
エクセレント・モア」の審査・
保証の取扱いを ３ 月18日に開始
した。

実践女子学園と 
学費クレジットで提携
オリコは ３ 月18日、実践女子

学園と提携し、２0年度の学費納
入時より「学費サポートプラ
ン」の取扱いを開始した。

東京都「心のバリアフリー」 
サポート企業に登録
オリコは ３ 月２７日、東京都

「心のバリアフリー」サポート
企業に登録された、と発表し
た。

東京都は企業等と連携し、心
のバリアフリー（すべての人が
平等に参加できる社会や環境に
ついて考え、必要な行動を続け
ること）に対する社会的機運の
醸成を図るため、意識啓発等に
取り組む企業等を「心のバリア
フリー」サポート企業として登
録している。
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ぎふ農業協同組合と 
保証業務提携
オリコはぎふ農業協同組合と

提 携 し、「フ リ ー ロ ー ンDAS 
H」の審査・保証の取扱いを ３
月２７日に開始した。

宮城第一信用金庫と 
保証業務提携
オリコは宮城第一信用金庫と

提携し、「職域フリーローンプ
レミアムほっと」の審査・保証
の取扱いを ４ 月 1 日に開始し
た。

ジャックス

「健康経営優良法人 
～ホワイト500 ～」に認定
ジャックスは ３ 月 ２ 日、優良

な健康経営を実践している法人
として、 ３ 年連続で経済産業省
より「健康経営優良法人～ホワ
イト５00 ～」の認定を受けた、
と発表した。「健康経営優良法
人～ホワイト５00 ～」は、経済
産業省と日本健康会議が従業員
の健康管理を経営的な視点で考
え、戦略的に取り組んでいる法
人について認定する制度。

新テレビCMの 
放映を開始
ジャックスは ３ 月２４日、スポ

ンサー契約をしているテニスの
錦織圭選手を起用した新CM

「さあ、未来へ」篇の放映を開
始した。

クレジット機能付き 
Tカードを発行

ジャックス、Ｔポイント・ジ
ャパン（東京都渋谷区）は ３ 月

３0日、クレジット機能付きＴカ
ード「Ｔカード Prime」の募
集を開始した。共通ポイント

「Ｔポイント」がたまるＴカー
ドと、クレジット機能が一体と
なったクレジット機能付きＴカ
ードで、Ｔポイント提携店舗で
のショッピングでＴポイントが
付与されるほか、マスターカー
ド加盟店でのカードショッピン
グ100円につき 1 ポイント、日
曜日に利用すると２00円につき
３ ポイント、リボ払いにすると
100円につき ２ ポイントのＴポ
イントが付与される。 ３ 月３0日
から 8 月３1日までの期間中に同
カードに申し込むと、新規入会
特典としてもれなく1,000ポイ
ントが付与されるほか、発行か
ら ３ カ月後の末日までにショッ
ピング利用すると、利用金額に
応じて最大５,000ポイントが付
与される。年会費初年度無料、
年間 1 回以上の利用で次年度年
会費1,３７５円（税込み）が無料
となる。

アプラス
フィナンシャル

「BANKIT」のパートナー 
企業向けシステムを提供開始
新生銀行、アプラスは ３ 月２６

日、ネオバンク・プラットフォ
ー ム「BANKIT（バ ン キ ッ
ト）」について、金融・決済事
業へ参入する事業会社（パート
ナー企業）に対し、スマートフ
ォンアプリやAPI連携を通じた
システム提供を開始した。アプ
ラスが事業主体となり、新生銀
行グループが有する決済、為替
及び与信機能等の金融サービス
を、カフェテリア形式でパート
ナー企業に提供するもので、企
業は手間や費用をかけず自社の
顧客に対して金融サービスを提
供できる。後払いサービス等、

一部のサービスは ６ 月以降、順
次提供を開始する。
「APLUS CARD neo」の 
発行を開始
アプラスは ４ 月 1 日、クレジ

ットカード「APLUS CARD n 
eo」の発行を開始した。ショッ
ピングクレジットの契約時に同
カードに入会すると、利用額か
ら支払方法に応じて最大1.５％
が値引きされる（ショッピング
クレジットを完済した後はカー
ドショッピング利用額の0.５％
分のとっておきポイントが付与
される）。

また、入会月含む ３ カ月後
までにカード会員向けウェブサ
ー ビ ス「NETstation*APLU 
S」に登録すると、1,000円相
当分のAmazonギフト券がプレ
ゼントされる。付帯する国際ブ
ランドはJCBまたはマスターカ
ード、年会費無料。
「あとから分割」 
サービスを開始
アプラスは ３ 月３1日、 1 回払

いでのカードショッピング利用
分を、後から回数指定分割払い

（ ３ ・ ６ ・10・1２・1５・18・２0
・２４回）へ変更できるサービス
「あとから分割」の取扱いを開
始した。サービス開始を記念し
て、 ３ 月３1日から ７ 月３1日まで
の期間中に「あとから分割」を
利用すると、分割払い手数料を
アプラスが全額負担するキャン
ペーンを実施する。

セディナ

健康経営優良法人2020 
「ホワイト500」に認定

セディナは ３ 月 ５ 日、経済産
業省と日本健康会議が主催する

「健康経営優良法人認定制度」
における上位５00法人である

「ホ ワ イ ト５00」 に 認 定 さ れ
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た、と発表した。
組織の改定を 
実施
セディナ、三井住友カードは

４ 月 1 日付で組織の改定を実施
した。

三井住友カードは、営業推進
力強化に向け本部体制の再構
築、セディナとのカード事業一
本化戦略の実行体制の整備等を
行い、セディナは「拠点統括本
部」の新設、信販営業拠点をフ
ルプロダクトの営業拠点へ転
換、三井住友カードとのカード
事業一本化に向け両社のカード
事業に関する本部構成を同一と
して組織の再編等を行った。

SMBCファイナンス 
サービスと合併
セディナ、SMBCファイナン

スサービスは ３ 月２５日、法人向
け総合決済ソリューション事業
推進の強化に向け、 ７ 月 1 日付
で合併することを決定した。合
併新会社名は「SMBCファイナ
ンスサービス」となる。

中澤ホールディングスと 
提携カードを発行
セディナ、ファッションビル

「BAL」運営の中澤ホールデ 
ィングス（京都市）は ３ 月２７
日、クレジットカード「BAL 
CARD」 の 募 集 を 開 始 し た。
BAL各店でカードショッピン
グを利用すると、いつでも利用
代金（税込み）が請求時に ５ ％
割引されるほか、新作フェア等
へ招待される特典がある。

また、国内外のVISA加盟店
での利用でもわくわくポイント
が２00円（税込み）ごとに 1 ポ
イント付与される。年会費初年
度無料、年間 1 回以上の利用で
次 年 度 年 会 費1,100円（税 込
み）が無料となる。 ５ 月 1 日か
ら ６ 日までの期間、会員限定の
スペシャルデーとして10％割引
を実施する。

ライフカード

「Ｖプリカギフト」の 
デザインを一新
ライフカードは ３ 月 ２ 日、コ

ンビニエンスストア等で販売し
ているネット専用VISAプリペ
イドカード「Ｖプリカギフト」
のデザインをリニューアルし
た。これに合わせ、 ３ 月 ３ 日か
ら３0日までの期間、最大で10万
円分のＶプリカが当たるキャン
ペーンを実施した。

クレディセゾン

「YMセゾンカード」 
第 ７ 回地域貢献寄付を実施
クレディセゾン、山口フィナ

ンシャルグループ、ワイエムセ
ゾンは ３ 月1６日、地域貢献活動
としてカード利用額の一部を寄
付する「第 ７ 回地域貢献寄付」
を実施した。広島エリアは平成
３0年広島県豪雨災害義援金とし
て日本赤十字社広島支部に６8万
３,９81円、山口エリアは山口県
障害者スポーツ協会に188万７,0 
8７円、北九州エリアはギラヴァ
ンツ北九州スポーツ哲学研究所
に1５万２,0７8円と、合計２７２万３, 
1４６円を寄付した。

金融教育プログラムの 
提供を開始
クレディセゾンは ３ 月２７日、

全国の中高校生を対象とした金
融教育プログラム「出張授業～
SAISON TEACHER ～」 の 提
供を開始した。同社の社員が講
師となり、全国の中学校・高校
を訪問する出張型授業で、実社
会に即した金融の仕組みをスラ
イドを使った講義や個人ワー
ク、グループワークを通して思
考力を養う教育を目指す。

イオン
フィナンシャル
サービス

健康経営優良法人2020 
「ホワイト500」に認定

イオンフィナンシャルサービ
ス（イオンフィナンシャル）は
３ 月 ４ 日、経済産業省と日本健
康会議が主催する「健康経営優
良法人認定制度（ホワイト５0 
0 ）」に ２ 年連続で認定された、
と発表した。

投信自動積立購入時の 
手数料を無料化
イオン銀行は ３ 月1９日、投信

自動積立における購入時手数料
を ４ 月積立分より無料にする、
と発表した。３00銘柄を超える
全取扱ファンドの積立購入時手
数料が店舗・ネットともに無料
となる。

楽天カード

仙台コンタクトセンターを 
開設
楽天カードは ３ 月1２日、仙台

市青葉区に「楽天カード　仙台
コンタクトセンター」を開設
し、営業を開始した。同センタ
ーでは、今年度100名の雇用を
計画している。

TOKYO FMの 
番組提供を開始
楽天カードは ４ 月 ５ 日、TO

KYO FM/JFN全国３8局で毎週
日曜日に放送される「山下達郎
の楽天カード サンデー・ソン
グブック」の番組提供を開始し
た。

地上波テレビ番組の 
1 社提供を開始
楽天カードは ４ 月 1 日、フジ

テレビ系列・全国２７局ネットで
放映する「国分太一のお気楽さ
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ん ぽ ～ Happy Go Lucky ～」
の 1 社提供を開始した。

トヨタ
ファイナンス

健康経営優良法人2020 
「ホワイト500」に認定

トヨタファイナンスは ３ 月 ２
日、経済産業省と日本健康会議
が主催する「健康経営優良法人
認定制度（ホワイト５00）」に ２
年連続で認定された、と発表し
た。

UCS　

JCRによる格付けの 
見直しを発表
UCSは ３ 月 ３ 日、 日 本 格 付

研究所（JCR）により格付けの
見直しが実施され、同社の長期
発 行 体 格 付 は「A」 の「安 定
的」となった、と発表した。

ビザ・
ワールドワイド

「Visa LINE Payクレジット 
カード」を発行
ビザ・ワールドワイド、三井

住友カード、LINE Payは ３ 月
２６日、「Visa LINE Payク レ ジ
ットカード」の募集を ４ 月下旬
に順次開始する、と発表した。
LINE Payに連携してスマート
フォン決済も利用できる（ ５ 月
1 日開始予定）ほか、VISAの
タッチ決済機能が利用できる。
また、支払いと同時にLINEア
カウントから決済通知を受け取
ることができる（今夏開始予
定）。サービス初年度（２1年 ４
月３0日まで）はカードでの支払
いのつどLINEポイントが３.0％
還元される。券面デザインは
スタンダード（WHITE/GREE 

N/YELLOW/BLACK）、東京２0 
２0オリンピックエンブレムデザ
イ ン（RED/BLUE） の ２ 種 
類、年会費初年度無料、年間 1
回以上のカードショッピング利
用で次年度年会費1,２５0円（税
抜き）が無料となる。

PR連載企画を 
開始
ビザ・ワールドワイドは ３ 月

３1日、PR連載企画「世界を変
えるキャッシュレス」を開始
し、特設サイトで「第一章　戦
国時代編」を公開した。もしキ
ャッシュレス決済がない時代に
キャッシュレス決済があった
ら、どんな便利な社会が実現す
るのか、人々はどんな恩恵を受
けることができるのか、という
創作ストーリーとなる。

マスターカード

COVID-19対策に 
資金を提供
マスターカード、ビル＆メリ

ンダ・ゲイツ財団（ゲイツ財
団）、Wellcome（ウェルカム）
は ３ 月10日、新型コロナウイル
ス（COVID-1９）対策として最
大 1 億２,５00万ドルの資金を提
供する、と発表した。ゲイツ財
団とWellcomeはそれぞれ最大
５,000万ドル、Mastercard Imp
act Fundは 最 大２,５00万 ド ル
の資金提供を行うとしている。

大坂なおみ選手を起用した 
キャンペーンを開始
マスターカードは ３ 月２３日、

同社アンバサダーであるテニス

プレーヤー大坂なおみ選手を起
用 し た「Pricelessキ ャ ン ペ ー
ン」を開始した。東京都心を中
心に屋外広告、全国紙、デジタ
ルメディアに掲示する。また、
キャンペーンで着用するファッ
ションアイテムは、大坂選手と
NY発のジャパニーズファッシ
ョンブランドADEAM（アディ
アム）とのコラボレーション
で、 ４ 月 1 日から ５ 月３1日まで
の期間、ZOZOが運営するファ
ッション通販サイト「ZOZOT
OWN」で限定販売される。

中国銀聯

JPQRに銀聯QRコード 
決済を追加
銀聯国際は ３ 月 ５ 日、日本の

統 一QRコ ー ド（JPQR） 普 及
事業において、銀聯QRコード
決済サービスを提供する、と発
表した。 ６ 月にオンラインでJ 
PQRの申込受付を開始し、店
舗はJPQRコード一つで11種類
のQRコードでの決済が可能に
なる。

SMBC
コンシューマー
ファイナンス

金銭感覚について 
意識調査を実施
SMBCコンシューマーファイ

ナ ン ス（SMBCCF） は ３ 月1２
日、「２0代・３0代・４0代の金銭
感覚についての意識調査２0２0」
を発表した。調査は1９年1２月２0
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日から２３日までの ４ 日間、２0歳
から４９歳の男女を対象にインタ
ーネットで行われ、２,000名の
有効回答を得た。発表による
と、月々の小遣いの平均額は全
年代で前年と比べ減少してお
り、２0代 が ２ 万8,７６0円、３0代
が ２ 万６,６8４円、４0代 が ２ 万７,0 
8５円となった。すべての年代で
５0％以上が「消費税増税後に、
キャッシュレス決済をする機会
が増えた」と回答し、「目標年
収の平均」は２0代７５1万円、３0
代8７４万円、４0代７11万円となっ
た。また、働き方改革の影響で
残業時間が減り、「仕事後の消
費」も減ったという人が多数見
られた。

高校生にローン利用 
意向調査を実施
SMBCCFは ３ 月1９日、1９年

７ 月 8 日から1２月３1日までの期
間に開催した「PROMISE金融
経済教育セミナー」の受講者

（高校生）に「成年年齢引下げ
時のローン等への利用意向等ア
ンケート」を実施し、結果を発
表した。発表によると、全体の
６ 割超はローン等の利用意向が
あり、女子より男子のほうが利
用意向が高かった。約 ７ 割がロ
ーン等の利用に不安を感じてお
り、全体の約半数がそれでも利
用意向があると回答し、全体の
約 ６ 割が「金融への知識・経験
不足」を不安に感じていた。

アコム

「ベストモチベーション 
カンパニーアワード」を受賞
アコムは ３ 月２４日、リンクア

ンドモチベーションが主催する
「ベストモチベーションカンパ
ニーアワード ２0２0 大手企業部
門」において ２ 位を受賞した、
と発表した。1９年にリンクアン

ドモチベーションが従業員エン
ゲージメント調査を実施した全
1,５６8社の企業のなかから、最
も「エンゲージメントスコア」

（企業と個人の相互理解・相思
相愛度合いを偏差値化したも
の）の高い10社を選出・表彰す
るものとなる。

銀行等

J–Coin Payの 
加盟店を拡大
みずほフィナンシャルグルー

プ、みずほ銀行は ３ 月 ４ 日、Q 
Rコードを活用したスマートフ
ォン決済サービス「J-Coin Pa 
y（ジェイ コイン ペイ）」の
加盟店に、サンドラッグ、ゲオ
グループ、東京ドームシティが
加わった、と発表した。

J–Coin Payが 
Airペイと接続を開始
みずほ銀行は ３ 月２６日、リク

ルートライフスタイルと「ペイ
メントビジネスにおける協業に
関する協定書」を締結し、Air
ペイ（複数の決済をiPadまたは
iPhoneと カ ー ド リ ー ダ ー 1
台で決済できるサービス）にお
い て、J-Coin Payが 決 済 手 段
として導入されることについて
合意した。まずは、全国のAir
ペ イ 加 盟 店 で、J-Coin Payの
利用推進を図る。

みずほ銀行・UCカード・ 
ドコモが業務連携
みずほ銀行、UCカード、NT 

Tドコモは ３ 月２７日、業務連携
に関する合意書を締結した。
UCカードとみずほ銀行は「ｄ
カード」のサービス拡大、事業
運営体制の構築に向け連携を強
化するほか、 ３ 社でiDの発展に
向け連携を強化する。また、
UCカードは ３ 月３1日、ドコモ
が保有するUCカードの全株式

の買い取りを実施し、みずほ銀
行が発行済株式を100％保有す
る。

J-Coin Payの加盟店 
開拓に 2 金庫が参画
みずほ銀行は ３ 月３0日、北海

道信用金庫及び旭川信用金庫が
J-Coin Payの加盟店開拓にお
ける取次業務を行うことで両金
庫と合意した。これにより今
後、 両 金 庫 でJ-Coin Payの 加
盟店申込手続が可能となる。

三井住友銀行アプリの 
内容を拡充
三井住友銀行は ３ 月 ３ 日、同

行アプリについて、「ご利用通
知サービス」（クレジットカー
ド利用ごとにプッシュ通知）、

「あんしん利用制限サービス」
（海外、インターネットショッ
ピング、すべてのカード利用の
区分で利用停止設定ができる）、

「使いすぎ防止サービス」（顧
客が任意に設定した利用金額を
超えるとプッシュ通知）を追加
したほか、最短 ５ 分でクレジッ
トカード番号を発行するサービ
ス（ ３ 月18日）、SMBC日 興 證
券口座連携機能を追加（ ４ 月）
等、サービス内容を拡充して取
扱いを開始した。

セブン銀行が「アクア 
コイン」とATM提携
セブン銀行は ４ 月 ６ 日、君津

信用組合が運営する電子地域通
貨「アクアコイン」と提携し、
同行ATMでスマートフォンに
よる「アクアコイン」への現金
入金の取扱いを開始した。

ソニー銀行がセゾンとの口座 
振替でウェブ受付を開始
ソニー銀行は ３ 月1７日、クレ

ディセゾンとの口座振替につい
て、既存の預金口座振替依頼書
での申込みに加えて、ウェブで
の申込受付を開始した。
「楽天銀行コンビニ支払サービ
ス」で公共料金の取扱いを開始
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楽天銀行は ３ 月 ２ 日、「楽天
銀行コンビニ支払サービス（ア
プリで払込票支払）」で関西電
力（関電）と大阪ガスのコンビ
ニ払込票の取扱いを開始した。
コンビニ払込票に記載のバーコ
ードを楽天銀行アプリで読み込
むだけで、その場で楽天銀行口
座から決済できる。

住信SBIネット銀行・ 
みちのく銀行が提携
住信SBIネット銀行は ３ 月２３

日、みちのく銀行を住信SBIネ
ット銀行を所属銀行とする銀行
代理業者として、みちのく銀行
の顧客に住信SBIネット銀行の
サービス提供に向けた基本合意
書を締結した。今後は契約等の
締結を経て、まずは ７ 月を目途
に外貨関連サービスの提供開始
を予定している。
「ほくほく Pay」で 
コード決済の取扱いを開始
北海道銀行、北陸銀行は ３ 月

３0日、スマートフォン決済サー
ビス「ほくほく Pay」におい
てJCBと提携し、QRコード・
バーコード決済スキームSmart 
Codeと連携した取扱いを開始
した。

これにより、Smart Code加
盟店で「ほくほく Pay」利用
が順次可能となる。
「とうほうスマホ通帳プラス」
の契約累計件数が ３ 万件を突破
東邦銀行は ３ 月 ６ 日、無通帳

口座「とうほうスマホ通帳プラ
ス」の契約累計件数が ３ 万件を
突破した、と発表した。

Smart Code加盟店で 
「はまPay」の取扱いを開始

横浜銀行は ３ 月３0日、スマー
トフォン決済サービス「はまP 
ay」において、JCBが運営す
るSmart Codeの取扱いを開始
した。
「山梨中銀VISAデビット」の 
発行を開始

山梨中央銀行は ３ 月1２日、三
菱UFJニコスと「ブランドデ
ビットカード」の発行について
合 意 し、「My Debit（山 梨 中
銀VISAデビット）」の発行を ６
月 1 日に開始する、と発表し
た。

福邦銀行店頭窓口で「JURACA」 
の申込受付を開始
福井銀行、福邦銀行 ３ 月1３

日、福井銀行が発行する電子マ
ネー＋地域サービス一体カード

「JURACA」（ジュラカ）につ
いて、福邦銀行の店頭窓口での
受付を ５ 月11日に開始する、と
発表した。

大垣共立銀行の手のひら認証 
登録者が60万人を突破
大垣共立銀行は ３ 月1２日、同

行の手のひら認証サービス「手
のひらソリューション」を利用
する際に必要となる生体情報

（手のひら静脈情報）の登録者
数が、 ２ 月1７日に６0万人を突破
した、と発表した。

３ 行が「YOKA!Pay」でSmart 
 Codeの取扱いを開始
福岡銀行、親和銀行、熊本銀

行は ３ 月３0日、スマートフォン
決 済 サ ー ビ ス「YOKA!Pay」
において、JCBが運営するSm
art Codeの 取 扱 い を 開 始 し
た。

福島銀行が「pring」と 
連携を開始
福島銀行は ３ 月 ９ 日、pring

（東京都港区）と連携し、同社
が提供する送金アプリ「pring

（プリン）」を通じて無料で送金
や支払いができるサービスを開
始した。

沖縄銀行が「OKI　Pay」で 
Smart Codeの取扱いを開始
沖縄銀行は ３ 月３0日、スマー

トフォン決済サービス「OKI　
Pay」において、JCBが運営す
るSmart Codeの取扱いを開始
した。

FinTech等

メルペイが 6 金庫と 
連携を開始
メルペイは ３ 月 ２ 日、スマー

トフォン決済サービス「メルペ
イ」において、おかやま信用金
庫、東榮信用金庫、花巻信用金
庫、備前日生信用金庫、ひまわ
り信用金庫、富士信用金庫、水
戸信用金庫と口座連携を開始し
た。「メルペイ」に口座を登録
することにより、リアルタイム
に口座から「メルペイ」へ入金
することが可能となる。

ヤマダ電機が「ヤマダPay」の 
取扱いを開始
ヤマダ電機は ２ 月２8日、ヤマ

ダLABIカード会員向けバーコ
ード決済サービス「ケータイd 
eクレジット」の登録者を対象
に、顔認証を活用したスマート
フォン決済サービス「ヤマダP 
ay」をYAMADA web.com ５ 店
舗に導入し、取扱いを開始し
た。これにより、アプリ上にバ
ーコードを表示した決済方法の
ほか、顔認証による決済も可能
となる。顔認証技術は、トリプ
ルアイズ（東京都千代田区）が
開発したAI（人工知能）と顔
画像情報をもとに来店者を分析
す る シ ス テ ム「AIZE（ア イ
ズ）」を活用している。
「AT-2３00」が12種類の 
QRコード決済に対応
セイコーソリューションズは

２ 月 ７ 日、モバイル決済端末
「AT-２３00」において、1２種類
のQRコード決済サービス（au 
PAY、 ｄ 払 い、LINE Pay、P 
ayPay、メルペイ、楽天ペイ、
Alipay、AlipayHK、JKOPA 
Y、Kakaopay、UnionPay Q 
R、WeChat Pay）の提供を開
始した。 
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今
月
号
の
特
集
は
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
統
計

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
消
費
者
信
用
市

場
の
動
き
を
い
ま
ま
で
と
少
し
違
う

視
点
か
ら
分
析
し
よ
う
と
い
う
試
み

で
す
。
９
月
号
の
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
産

業
白
書
」
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

を
掲
載
し
て
い
ま
す
し
、
毎
号
消
費

者
信
用
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
す
る
諸
統

計
を
掲
載
す
る
欄
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
、
紹
介
し
て
な
か
っ

た
数
字
が
あ
り
ま
す
し
、
数
字
を
載

せ
る
だ
け
で
ス
ル
ー
し
て
い
た
デ
ー

タ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
前
々
か

ら
こ
の
数
字
と
あ
の
数
字
を
合
わ
せ

て
見
た
ら
新
し
い
発
見
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
て
い
た
の
に
、
手
を
つ
け

ら
れ
な
い
で
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ

っ
た
の
で
、
各
種
デ
ー
タ
に
正
面
か

ら
向
き
合
っ
て
み
た
次
第
で
す
。
有

り
体
に
い
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
で
外
出
も
ま
ま
な
ら
ぬ
な

か
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
こ
な
せ
る
特

集
を
思
い
立
っ
た
わ
け
で
す
が
…
。

と
こ
ろ
が
、
当
編
集
部
は
４
月
６

日
か
ら
在
宅
勤
務
に
入
り
ま
し
た
。

当
編
集
部
は
き
わ
め
て
少
人
数
で
や

っ
て
お
り
ま
す
。
一
つ
の
業
務
を
担

当
す
る
の
は
一
人
し
か
い
ま
せ
ん
か

ら
代
替
が
き
き
ま
せ
ん
。
だ
れ
か
が

感
染
し
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
業
務
が

止
ま
り
ま
す
。
そ
れ
で
早
々
と
一
斉

に
在
宅
勤
務
に
し
た
の
で
す
が
、
普

段
の
環
境
と
は
違
い
ま
す
か
ら
、
仕

事
が
や
り
に
く
い
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
と
マ
ウ
ス
を
置
け
ば
い
っ
ぱ
い
の

折
り
た
た
み
の
デ
ス
ク
に
向
か
っ
て

の
作
業
で
す
し
、
コ
ピ
ー
機
な
ど
も

家
庭
用
の
も
の
し
か
な
い
。
統
計
資

料
を
印
刷
す
る
の
に
も
た
い
そ
う
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
会
社
な
ら
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、

家
に
は
な
い
。
過
去
に
載
せ
た
数
字

を
拾
い
た
く
て
も
手
に
入
ら
な
い
。

こ
ん
な
特
集
や
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

と
、
ぼ
や
い
て
ば
っ
か
り
で
し
た
。

他
の
編
集
部
員
も
相
当
大
変
な
思

い
を
し
ま
し
た
。
紙
ベ
ー
ス
の
作
業

も
デ
ジ
タ
ル
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
入
稿
は
印
刷
会
社
の
サ

ー
バ
ー
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
た

の
で
す
が
、
ロ
グ
イ
ン
で
き
た
り
、

で
き
な
か
っ
た
り
と
、
不
具
合
の
連

続
。
電
話
越
し
に
制
作
担
当
の
悲
鳴

が
聞
こ
え
ま
し
た
。

愚
痴
ば
か
り
で
す
み
ま
せ
ん
。
読

者
の
皆
様
も
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
苦
労
話

も
記
事
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。�

（
Ａ
）

◎ウェブからも定期購読の申込みができます。

きんざいSTOREのホームページ（https : // 

store.kinzai/public/top）で、いつでも申込

みできます。また、本誌の最新号、バックナン

バーのコンテンツも紹介しています。

◎バックナンバーの販売もしています。

本誌のバックナンバーをご希望の方は株式会社

きんざいにお申込みください（電話：０３―３３５８―

００１９）。 １ 部でも購入できます。ただし、在庫

切れの場合はご容赦ください。
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